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今回の発掘調査は、 八女市北部スポ ー ツ公園建設によりその端を発したもの

です。

文化財分布図によれば、 当初この区域には4基の古墳が認められ、 それらを

中心に調査をすすめてまいりましたか、 最終的には30基に及ぶ古墳等の調査と

なり、 そのなかで我か国の歴史を知るうえで貴重な出土品の発見もなされまし

た。

調査は、 県教育委員会及び市土地開発公社ほか関係各位のご指導。 ご協力に

よりすすめ、 所期の目的を果たすことかでき、 その調査結果について今回刊行

のはこびになりました。

この資料が、 郷上の歴史や岩戸山古墳とそれに連なる八女古墳群との関連を

知るうえで、 貴重な資料となるものと確信するものです。

なお、 本書の刊行にあたり、 調査及び原稿の執筆を担当された県教育委員会、

東海大学助教授佐田茂氏をはじめ、 発掘作業をされた関係各位のご協力に対し

深く感謝の意を表します。

昭和58年5月31日

八女市教育委貝会

教 育長 坊i 田 不二夫

.
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例 百

1. 本書は、 八女市の北部スポ ー ツ公園造成に関わる立山山古墳群の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は八女市教育委員会が遂行し、 福岡県教育委員会ならびに東海大学助教授佐田茂

が援助した。

3. 出土遺物の整理は九州歴史資料館において、 岩瀬正信氏の指導のもとに行なった。

4 . 出土鉄器・鏡の保存処理は、 九州歴史資料館技術主査横田義章氏にお願いした。

5. 出土人骨の鑑定は九州大学医学部教授永井昌文氏に、 赤色顔料の分析は福岡県衛生公害セ

ンタ ー ・環境科学部長森彬氏に依頼し、 その結果を収録した。

6. 遺構・出土遺物の実測・計測ならびに製図·浄書については、 調査担当者と文化課諸兄の

ほかに、 特に豊福弥生・平田春美・大場澄恵•平島文博の各氏に多大な援助を受けた。

7. 写真は、 遺構については伊崎が、 遺物については九州歴史資料館主任技師石丸洋氏と平島

美代子氏、 伊崎が撮影した。

8. 本書の執筆は次のとおりである。

I ·II·III・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•伊 崎 悛 秋

N-A•B-3·C····································································· 11 

N-B-1 · 2········································································・・・副 島 邦 弘

V-1 •······················································································永 井 昌 文

v- 2 ·······················································································森 彬

VI・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 伊 崎 俊 秋

VJI-1·2·3··········································································· 

VJI-4·5·················································································佐 田 茂

Vl11・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•伊 崎 俊 秋

9. 表字の揮竜は、 八女市教育委員会教育長坂田不二夫氏による。

10. 本書の編集は、 佐田と伊崎が行なった。
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］． は じ に

1。 調査に至るまで

八女市では、4万市民の健康づくりと市民融和 のため、 「何かひとつやろう体力づくり」を

キャ／チフレ ー スにスポ ー ツの振輿をはかってきた。 昭和54年度の総合体育館の建設に引き続

き、マスタ ー プランに基づいて野球場、グラウンド建設の推進に努力してきている。 これの企

画・遂行には教育委員会社会体育課があたり、今般、地元の協力により、市内東北部・八女市
ill. t・ ちやま

大字本字立山の丘陵上の一角に約5万平方メ ー トルの用地の確保を終え、昭和55年度より北部

スポ ー ツ公園の造成を行なってきたところである。

丘陵上のII期工事区内（グラウンド用地）には遺跡分布地図で3甚の占墳と包含地の存在が

記載さ礼ていたため、 工事以前に、八女市教育委貝会社会教育課からの連絡を受けて1981年3

月 1日、福岡県文化課調査第 一係長宮小路賀宏か現地の分布調査を行なった。 社会体育課とし

ては、 I期工事分の土量不足のためII期工事区域については早急に調杏を行なって欲しい意向

であり、社会穀育課と県文化課とで協諾した結果、試掘後に4月および‘5月から発掘調査を行

なうこととした。

年度が改まって1981年4月3 日に文化課調査第 一係技師伊崎俊秋が試掘を行ない、 これをも

とに4月13日から発掘調査にとりかかった。

さらに、このスポ ー ツ公園への進入路が変更されることとなり、1982年7月に立山山 2号墳

とその周辺の発掘を行なった。

2. 調査体制

発掘調査は、八女市北部スポ ー ツ公園計画の事業主体である八女市社会体育課および土地開

発公社から社会教育課へ調査の執行委任がなされ、そこから更に県教育庁文化課へ担当職員の

派遣依頼かなされて実施されたものである。 社会教育課は、また、東海大学九）小1敦養部助敦授

佐田茂にも当該発掘の調査員を委嘱した。

計画予定地の買収・造成については八女市土地開発公社か一切を行ない、発掘調査に要した

経費も同公社の負担するところとなった。

関係者は次のとおりである（昭和56 · 57年度）。
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八女市土地開発公杜 理事長 斉 藤 清 美 （市長）

副理事長 大 坪 重 敏

常任理事 江 渕 与曽喜

八女市教育委員会 教育長（現） 坂 田 不二夫

＂ （前） 今 村 久 信

社会体育課 課長 藤 田 稲 穂 社会教育課 課長 松 延 繁 太

係長 松 崎 側 次 係長 山 口 龍

史員 松 崎 仁 利 史員 伊 藤 周

＂ 馬 場 光 雄 ＂ 田 中 博 文

＂ JI I 口 美 文
、

i
＂ 松 尾 弘 子

臨時職員 J I | 口 一 敏

東海大学冗州教養部助教授•福岡教育大学講師 佐 田 茂（調査担当）

幅岡県教育庁管理部文化課 課長 藤 井 功

調査第 一係 係長 宮小路 賀 宏 調査第二係 主任技師 石 山 勲

主任技師 井 上 裕 弘 II 橋 口 達 也

＂ 酒 井 仁 夫 II 浜 田 信 也

II JI I 述 昭 人 ＂ 中 間 研 志

＂ 副 島 邦 弘 II 池 辺 元 明

II 木 下 修

技師 伊 崎 俊 秋（調査担当）

九州歴史資料館 技術主査 横 田 義 章

調査協力 九大学生 田中秋郎

筑後考古学研究会（会長・佐田茂） 堤諭吉・江口寿高・古賀正美・有田正吾

はか多数

教楽木建設•福島建設・地元立山町内の皆様

大成航空（航空写真）

なお、 福岡県文化財保護指導委員・木附光雄氏、 梅光女学院大学教授・波多野院三氏、 北九

ノ州市立歴史博物館主幹・小田富士雄氏、 九少卜1大学助教授・西谷正氏には、 調査中に現地にて御

指導・御助言をいたたいた。 また、 佐賀県文化課、 福岡市文化課、 大牟田市教育委員会社会教

育課文化財係の諸氏・諸兄にも種々御助言をいただいた。 記して深甚の謝意を表します。
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II. 遺跡の環境

1. 地理的環境(Fig. 1)

笠閻訊古墳群は八女市大字采字笠mに所在し、所謂八女丘陵上にある。

八女丘陵は地理的・地形的には、九州脊梁山脈から派生したところの水縄（耳納）山地の一

支丘陵であるが、この丘陵の北側が筑後川

の支流・広川によって深く開析されている

ため、東西に狭長な丘陵となっている。北

側が急斜面であるのに対し、南側は矢部川

の流路に開けた八女平野に続く緩やかな斜

面をなす。地形的には、八女丘陵は西は三

瀦郡三瀦町西牟田あたりを限りとし、東は

八女市豊福・立山付近が付け根となってい

る。しかし、古墳群との関係からいえば、

東限は星野川が山間部から平野部へ出てき

たあたり―八女市山内付近—までを指

すのがふつうである。この間はおよそ10数

kmを測る。なお、この八女丘陵を指して古

くは人形原台地、長峰丘陵などとも言われ

ていたが、現在ではほとんど八女丘陵の名

称を用いている。

立山山古墳群は八女丘陵上の東端に近く

存し、標高75-90mの高位段丘上に立地す

る。この古墳群ののる高位段丘は、八女丘

陵のほとんどがそうであるが、新生代第四

系の旧洪積層を基盤としている。 当古墳群

から西へ石人山古墳までは約7 km、岩戸山

古墳まで約3. 5km、東へ童男山古墳まで約

2 kmの距離を測る。

Fig. 立山山古墳群位置図(1/200,000)

T. 立山山古墳群

1. 木塚古墳
2. 日輪寺古墳
3. 祇園山古墳
4. 石櫃山古墳
5. 浦山古墳

6. 甲塚古墳
7. 鷲塚古墳
8. 銚子塚古墳
9. 御塚古墳

10. 岩戸山古墳

11. 茶臼塚古墳
12. 車塚古墳
A. 筑後国府

B 高良山神籠石
c. 女山神籠石
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2. 八女丘陵とその周辺の歴史的環境 (Fig. 15 · 16)

八女丘陵とその周辺といえば、 石人山 ・ 岩戸山 ・ 乗場等々を代表とする古墳・古墳群であま

りにも著名であり、 これら全体の古墳群は筑紫国造家ならびにそれと何らかの関係を有する人

たちの奥津城と 考えられている。 この古墳群を形成するに至る経済的基盤が前代から連綿と醸

成されてきたことは言を侯たないところであるが、 それにしても古墳とその群の質 ・ 量に圧倒

された感があるのは否めない。 ここでは 『福岡県遺跡等分布地図』（以下、「県分布地図」とす

る）を基調にして、 八女丘陵とその周辺で現在までに知られている遺跡を時代を追って概観し

ていくことにする。

なお、 八女地方とその周辺を取り扱った参考文献をこの項の末尾に一 覧し、 本文中の註にひ

く際には、‘‘参1 ・ 参A'' のように記す。

I. 旧石器時代

九州全域でも旧石器時代に属する遺物は、 近年数多く発見され、 枚挙に暇ない程になってき

た。 そのほとんどは旧石器時代末期に近いもので、 ナイフ形石器・尖頭器 ・ 細石器等が多い。

それに対して前期旧石器は全国で何ヶ所かの遺跡が挙げられているものの、 それらの遺物に対

して否定的見解を示す学者もあって評価が一様ではない。
きよみず

八女地方近隣で旧石器時代の遺物を出土した遺跡として、 まず山門郡瀬高町清水周辺の数ヶ

所ー一日吉坊・大谷 ・ 大中尾 ・ 小谷など一ーカゞ挙げられ、 礫器その他が確認されている。 特に
（参4)

礫器については前期旧石器の可能性もあるが、 層位的な問題も含めて断定的なことは言えない

という。 この立山山でも遺構は確認していないものの礫器が出土しており、 一部には縄文早期

の押型文土器に伴うものもあるが、 幾つかは前期旧石器とすべきものもあるようだ。

後期旧石器時代の遺物は、 広川町赤坂•平原、 この立山山、 そして久留米市で10数ヶ戸が知
（参 2) （参2屈

られている。 趨勢としては、 近隣に発掘調査が及ぶようになればなるほど、 その分だけ該期の

遺跡も増えてくるのはまちがいなかろう。

ii. 縄文時代

八女丘陵上ではこの立山山で、 早期の押型文土器片と局部磨製石斧 ・ 打製石鏃などが採集さ

れ、 また、 晩期の甕棺あるいは埋甕 ・ 土壊が確認されている。 豊福の周辺でも石鏃などが採集

されるというから、 時期不詳ながらも遺跡の存することは疑いなかろう。 少し広い範囲内で知

られている遺跡を挙げておく。

●広川町平原—1970年調査。 早期の遺物のみ。 押型文・撚糸文・条痕文土器、 石鏃、 台形
（参3)

状石器、 サイドプレイド、 スクレイパー、 磨石、 石錘、 砥石。
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轡八女市下山 押型文土器、石組炉
（参 1)

®八女市今福 押型文土器、
（参 1)

｀＼女市胃武 1981年調査。早期末。押型文土器、石鏃、石皿、磨石、砥石。石組あり。
参12)

⑲筑後市裏山 1963年調査。押型文土器、局部磨製石斧、石錘、石鏃。
（参18)

全体としては丘陵上 ・ 低台地上を問わず押型文土器を出土する早期の遺跡か目立つ。今のと

ころ前期～中期の土器等は報告されていないか、 早晩確認されるであろう。

1ぃ弥生時代

北部九少liの玄界灘沿岸にまず根をおろした弥生文化は東へ南へと拡散してゆ〈か、 筑後地方

に波及するには若干の遅れをみるものの、それはど大きく遅れてはいない。小郡市西島遺跡に
（註1)

みる土器 ・ 石器は弥生初頭期の特徴をよく示している。小郡地域では前期前半～中頃には津古

内畑遺跡 ・ みくに保育所 内遺跡・横隈山遺跡等で新たな展開をみせてゆく。久留米市近辺では
（註2 ) （註3 ) （計4)

木塚遺跡第1号土墟墓出上土器に古式 の様相を認めることができる。
（註5)

八女市近辺でもあまり遅れることなく、 やはり前期前半の古い段階に、 新来の要素を備えた

文化か花ひらき、その後はおもに中位段丘上に弥生文化の発展をみることができる。

所謂亀ノ甲式 の標式 となった亀ノ甲遺跡は1962-63年の調査で前期前半～末の溝1条、 竪穴
（参 6)

4 基、そして中～後期の甕棺墓20基、箱式石棺墓25基、 土壊墓21基を検出した。溝内出土の彩

文の壺形土器の存在は注意されてよかろう。甕棺からは貝輪、素環刀の出土がみられ、以前に

は石棺からのイ方製鏡の出上も確認されている。

亀ノ甲遺跡の北隣にある室岡山ノ上遺跡は1981年に土取りに先立って調査された。弥生前
（参13)

期末～中期前半の竪穴住居跡6軒、 貯蔵穴14基、 溝2条、 甕棺墓 1甚、箱式石棺墓2基、 土壊

墓 3 基を検出しているか、住居跡を確認したことは大ぎな成果であろう。

さらに1982年には、 室岡北小路遺跡の調査が宅地造成に先立ってなされた。ここは1962-63

年の亀ノ甲遺跡の西南5 0mほどの地点である。弥生時代のV字溝 （前期） と貯蔵穴、甕棺墓（中

期初～前半と後期後半～末）、住居跡、 土壊、箱式石棺墓等々を検出している
（註6〗

弥生時代にこの地域で稲作を行なっていたことの明確な物証として、八女市岩崎の焼米を出

した竪穴がある。中期の貯蔵穴と看倣され、米は全てジャポニカ種である。
（参C)

他に近隣では筑後市狐塚、八女市西中ノ沢 ・ 坊野 ・ 野ロ ・ 道添等の遺跡か発掘調査されてい
（参19) （参 5)

る。これらはいずれも集落として、 あるいはまた土器編年の面から良好な資料を提供してくれ

ている。

八女市固緑での甕棺の出土遺跡はまだ1 0ヶ所前後であり、 時期や墓地構成を僅かなりとも知

りうるのは室岡所在の遺跡 （亀ノ甲 ・ 北小路）たけである。先に触れたように、 亀ノ甲の甕棺

から貝輪 ・素環刀などが出土しているのは注目さるべきことである。また、 後期も後半～終末

5



とう、一般には甕棺葬の終わった時期のものがわりと多いことも舌1J目しておきたい。

武器形青銅器の出土例をみると、この近辺では八女市吉田野間で銅矛1 3本、広川町吉常八ノ（参B)
久保で銅矛 ・ 銅文各 1 本、同藤田天神浦で銅矛1 8本がある。これらは発見されたのが江戸時代（註 7 ) （註8)
から明治時代初期の頃であり、現存しないものが多く、型式を決め難いが、およそ中細から広

形のものと推定されている。こういった一 括埋納の遺跡の存在は、中期後半以降に国産青銅器（註9)
を使っての共同体祭祀が、この周辺でもとり行なわれていたことを示している。その祭祀行為

をとりしきるところの統率者的性格を付与できる司祭者の存在もまた、漠然とではあるが伺い

知ることができよう。（註10)

iv. 古墳時代

古墳時代に至ると八女地方は俄然活況を呈してくる。4世紀代の状況はほとんどわからない

が、5世紀以降の八女丘陵上の古墳群は目を見張るものがある。全体とすれば、八女丘陵上に

古墳が、丘陵付け根のあたりに古墳と窯跡が、そして低台地上に集落が遺存しているといえる。

ここでは、a.古墳、b.窯跡、C.集落に分けて見てゆく。

a. 古 墳

八女地方といえばすぐにも古墳を想起するほど古墳の多い所ではあるが、近年それらの幾つ

かが発掘調査され、実態が僅かずつでも明らかにされつつある。広川町鈴ヶ山 ・ 山の前 ・ 平原の各

古墳群は九州縦貫自動車道路線内にあって、調査後に消滅した。広川町東山 ・ 熊添 ・ 大塚1号（参 3 ) （参15) （註11) （参16)
•山王山 ・ 熊 ・ 高塚1号、八女市城の谷の各古墳はこの4 ~ 5年のうちに工場造成 ・ 土取り等（参17)（参16) （参17) （参14)

のために調査されたものである。以上の古墳はいずれも八女丘陵周縁部といってよいが、今回

の立山山古墳群の調査は、丘陵奥部にある塚ノ谷 ・ 牛焼谷の古墳群を除けば、八女丘陵そのも
（参9 • 10) 

のに初めて本格的な開発の手がのびたものであったといえる。願わくば、これが最初で最後の

ものであって欲しい。

八女丘陵に立地する古墳は現在知られているものが150基程あるが、低墳丘のものなどまだ

存する可能性が高いので、おそらく300基前後が数えられよう。これらのうち、代表的なもの

については言い尽くされた感もあるが、西の方から順次概観しておこう(Fig. 15 · 1 6)。

＋連寺古墳（清導寺古墳）（註12)
三瀦郡三瀦町西牟田に存し、八女丘陵の最西端に位置する。病院建設のため半壊の憂き目に

あっていることもあって墳形を決め難いが、 「円墳だとすると直径38m……•••前方後円墳とす

れば全長約56mの帆立貝式となる」であろうという古墳である。主体部は輪切りにされた状態（註13)
で崖面に露出しており、古式の横穴式石室であろうという意見と竪穴式石室だとする意見とが

6
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あるか、 現状の観察のみてはどちらとも断じぎれない。 崖面に

現れている石室は最下段から扁平割石（片岩系）の小口積みで、

内面は一面に赤色顔料の塗布を見る。 床面幅l.3 -l.4m、 現存

高l.8-l.9mを測り、 床面には角硬を敷いている。 控え積みら

しき石材も見られる。 この石杢は完全に盛士中に構築されてい

るらし〈、 現在の墳頂から石室天井まては 1m強しかない。

の石室の東北方には、 床面に帖土を敷いて天井に厚さ 2 -3 cm 

の扁平石を乗せた、 幅約3 0cm、 高さ2 0-25cmの排水溝らし苔も Fig. ＋連寺古墳の排水溝

のか見られる(Flg 2)。

出土遺物か全く知られていないため時期比定を困難にしているか、 石室形態が上辿のいすれ

であろうとも6世紀代に下ることはなく、 新しく見積っても5世紀後半代までと思われ、

そらく石人山古墳よりも古〈おかれるべぎ古墳てあろう。

めて重要な位置を占めるものてある。

石人山古墳
（註14)

全長110mの三段築成の前方後円墳である。 前方部と後円音膨の境に、この古

墳を守護するか如苔武装石人か立ちはだかっている。石室は後円部中央よりや

や前方部寄りにあり、初期の横穴式石室で内に横口式家形石棺を納めている。

この石棺の屋根には同心円文。直弧文のレリーフがあしらってあり、石棺系装

飾古墳の白眉とされるものてある。 墳丘周辺からは円筒埴輪のはか、 家 。 人

物・ 馬 ・ 大 ・ 短甲などの形象埴輪も発見されている。

しうるものもある。 岩戸山古墳か筑紫国造槃井の菫と断定される前、 この古墳か比定されてい
（参I I 

5世紀後半代に位罹つけられている。たか、 今ては磐井の父力 叶 且父の蓼であろうとされ、
（参（））

1938年に国指定史跡となり、 更に1978年には八

女古墳群としての広域指定内のひとつとなった。

また、 1982 年5月に福岡県文化課と九少卜1歴史資料

館か墳丘測量調査を行なっている。

弘化谷古墳(Fig 4) 
（参p)

石人山古墳の東に位置する円墳で、 直径約35m、

周堤を含めると径約59 m、 高さ6mの二段築成の大

即のものてある。 197 1年に内部主体か現われ、 装

飾古墳てあることか確認された。 装飾は玄室奥壁

ともあれ、 時期的にも地理的にも極

そして近年採集各れたものに陶質土器と

Fig. 4
 

2
 

弘化谷古墳全景（南から）

お

[m 9、
Fig. 3 

石人山古墳採集
土器実測図(1/3)
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の石屋形にあり、 靱、 双脚輪状文、 円文、 三角形文か描かれている。 6世紀中頃に比定される。

1973年に県指定となリ、 1978年には八女古墳群のひとつとして国指定を受けた。

神奈無田古墳
（参V)

前方部の低い小形の前方後円墳であったらしいか、 古墳はすでに跡形もなく、 ただ円筒埴輪

を有していたことが知られている。 採集した埴輪は筑後考古学研究会か保管している。

岩戸山古墳
（註15)

全長 132m、 周堤を含めると156mにもなる二段築成の前方後円墳で、 北部九少卜1では最大の規

模を誇る。 後円部東北側に一辺43mの別区を有する。 筑紫国造磐井の痔墓であり、 九朴lのみな

らす全国的にみても造営者と年代のわかる貴重な古墳である。 阿蘇凝灰岩でつくられた石製品

が多数発見されており、 種類も人 ・ 馬 ・ 靱． 刀 ・ 猪。鶏など豊富である。 埴輪は円筒のはか、

形象に人物。 馬 ・ 鶏 ・琴などがある。 6世紀前半代に比定されるから横穴式石室を内部主体と

している可能性か高いが、 今のところ不明のままである。 1955年に国指定を受け、 1978年には

八女古墳群のひとつとして指定になった。 なお、 1980年 5月に県文化課・九州歴史資料館とか

墳丘測量を実施した。

乗場古墳
（註16)

全長70mの二段築成の前方後円墳であるか、 土取り等で墳形の損傷が著しい。 後円部に南に

開口する複室の横穴式石室を有し、 前室・後室の壁面と袖石に三角形文、同心円文か彩色されて

いる。 円筒埴輪がめぐらされ、 周濠もあったか、 今は存しない。 『筑後将士軍談』によると石
（参A)

人もあったらしい。 遺物としては、 玉・耳環・帯金具・ 馬具（杏葉 ・ 辻金具 ・ 革妥） ．鐸・金銅

製環頭柄頭〈単鳳式〉 ・ 責金具 ・ 須恵器・ 人物埴輪 ・ 円筒埴輪などか知られている。 6世紀中頃

～後半に比定され、 筑紫国造磐井の子 ・葛子の墓所ではなかろうかとの推測もなされている。

1923年に国指定をうけ、 1978年に八女古墳群のひとつとしての指定となった。

善蔵塚古墳
（参V)

全長9 0mの前方後円墳で、 石室等は不明であるが、 肩甲着装の人物埴輪が知られている。 二

段築成で、 前方部幅が後円部径より大きい。 6世紀中葉～後半のものと推定されている。1978年

に八女古墳群のひとつとして国指定を受けた。

丸山塚古墳(Fig. 5) 
（註17)

径30-33m、 高さ5. 3 mの円墳で、 もとは周庭帯もあったらしい。 複室の横穴式石室を有し、

後室奥壁と羨門 ・ 玄門の袖石に円文 ・ 三角形文 ・ 蕨手文などの彩色か見られる。 6世紀後半代

8



□/
'： ＼ 

l l : 
A r '

9 11 19 

', 4, 、:,＇ ，9,＇ , ！ 『],＇，9- >'_ 
\\

'/�/_0: H' 

�- ',\� \�,\ \\: :
ヽ ， ヽ t

\、 \ ‘~}J ，--／
ー
／ ，9 ／, i, ：: 

, ＇

9 

/ 1 9[![］' ふ パ，L ,', ＇

/,9 1--,_ : 9 9 [，, - - - -- - _
9 9 9 9,' - - - - -

墾／三／□
茶臼塚古墳墳丘測量図(I/600) 

Fig. 5 丸山塚古墳墳丘測量図
(1/1,200) 

゜

Fig. 6
 

と推定されている。 1978年に八女古墳群のひとつとして国指定。

茶臼塚古墳(Fig. 6) 
（註 18)

径約24m、 高さ5.3 mの円墳であるということのはか、 石室等も今のところ明らかでない。

1978年に八女古墳群のひとつとして国指定を受ける。

鶴見山古墳
（参V)

全長82mの前方後円墳で、 後円部は周濠・ニ段築成の様子がよくわかるが、 前方部は北側半

分が削平されている。 後円部に南西に開口する横穴式石室を有する。 円筒・人物等の埴輪か知

られ、 6世紀中頃～後半の所産と考えられている。

釘崎古墳群（参 9·T·V)

全体で20基弱の古墳群であるか、 これまでに破壊された古墳も少なからずあろうかと思われ

る。 この古墳群中の1 ~4号について若干触れてお〈。

1号墳は全長27mくらいの前方後円墳で前方部を北に向ける。 円筒埴輪が採集されているが

石室はまだ明らかでない。

2号墳も全長約45mの前方後円墳で、 円筒と盾かと思しき埴輪が採集されている。

3号墳は全長35mほどの、 前方部を南に向ける二段築成の前方後円墳であったが、 1970年に

削平され消滅した。 単室の横穴式石室だったらしく、 1方製四乳文鏡 ・ 単龍式環頭大刀 ・ 直刀・

鉄鏃 ・ 轡 ． 鐙 ・ 雲珠・辻金具・絞具・鋪． 刀子・須恵器・土師器・円筒埴輪などの多くの遺物

が知られている。 6世紀中頃～後半に比定される。

4号墳（庚申塚）は径16mほどの円墳のように見えるが、 前方部を西に向ける前方後円墳と

見てとれぬこともない。 判定は確認調査を侯たねばならないが、前方後円墳とすると全長30m < 

，

 



らいになる。 円筒埴輪か採集されている。

ほん

本古墳群(Fig
（参M)

「県分布地図」での1 ~ 3号は明確にマウントを有する占墳としての確認はて苔ないか、 石

7 · 8 · 15)

棺や竪穴系の石室か存するのでそれをとりあげているようである。

4号墳（真浄寺3号墳）は現在草木繁茂して墳丘規模を知り難いが、 見た目にも高さ 5 m程

で径 は30mを越える大きな円墳

である。

6号墳（真浄寺2号墳）もま

た径30mをこす大きな円墳であ

り、 今のところ石室か2基確認

されているもののいずれも墳丘

中心になく南に偏しているので、

あるいは第1主体部たる石室が

存する可能性を秘めている。 い
（註 19)

ま知られている2基の石室のう

ち東側にあるもの（仮に1号石

室とする）が通常真浄寺 2 号墳として取り扱われ

Fig. 

ているものて、 竪穴系横口式石室である。1960年

に土取りのため石室か露出した折、 岩崎光氏か応

急調査するところとなり、 短甲2 ・ 大刀3.鉄鏃

20 。 アサヒ貝製品4が出土している。 もう1基の

石室（仮に2号石室とする）はやは り横口式の形

態をとるが、 横口部はぎわめて狭小と見受けられ、

実際のところ追葬を行ないえたかどうか疑間な所

この6号墳の墳丘からは夕方
‘

の突出したもある。

円筒埴輪と形象墳輪の破片が採集されている

書VII- 5参照）。

（本

なお、 岩崎光氏によると本6号墳（真浄寺2号

墳）の西75mに真浄寺1号墳の存することとなっ

ているか、 現在では 確認しえない。
（参M)

立山山古墳群(PL1、
（参］ ・ !O·M)

Fig 15) 

「県分布地図」には20基か記されており、 今回

7 真浄寺2号坦く1号石室〉

Fig. 8
 

真浄寺2号墳〈2号石室〉
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の調査区内にそのうちの2 · 8 · 9（一部） ・11 · 12 の各号墳が存したが、 新しく検出した分を

加えると全体の基数は大幅に増える。

ところで、 この立山山古墳群はその一部がこれまで岩崎光 ・ 波多野暁三 ・ 小田富士雄氏によ

る若干の発掘ある い は分布調査の洗礼を受けている。 ところが、 3氏ともそれぞれ独自に古墳

の号数を呼称して い て、 い ま我々が拠ってたつ 「 県分布地図」の い ずれと対応するのか明確で

ない。 その個々の対照については研究史の意味もこめてVIでまた触れる。

以下、 今回の調査対象外の古墳で注意にのぼったものにつ い て若干記しておく。

丸山古墳は全長46mの前方後円墳で、 八女丘陵上に立地する11基の前方後円墳のうち最も東
（註20)

に位置している。 石室はまだ明らかでな い が、 周辺からは円筒埴輪片が採集されて い る。 1978

年に八女古墳群のひとつとして国指定史跡となった (Fig. 22)。

3号墳は団蔵塚と称されてい る古墳で丘陵斜面にあり、 南に開口する巨石使用の複室の横穴

式石室を有する。 巨石の使用とその形態から童男山古墳と近 い 年代が考えられる(Fig. 9)。

4 · 5号墳は3号墳の近くに存することになっているが、 再三の踏査にもかかわらず現認し

えなかった。

1 0号墳は今次の発掘中に墳丘測量を行なった。 北から伸びてきた丘陵鞍部上の傾斜面に築造

されている (Fig. 11)。見かけ上は径15m、 高さ2 ~ 4 mを測る。 西半分は削平され、 そこに西

南に開口する複室の横穴式石室が見

えて い る。 石室内は土砂の流入が多

＜詳細は不明。 北側墳裾あたりで須

恵器の甕胴部片を採集した （Fig.10 )。

7 号墳 ・13号墳はみかん畑中にあ

って墳丘を少し削られているようだ

が、 それでも径20mをこす大きな円

墳である。

16 · 1 7号墳は高さ1 mにも満たぬ

低墳丘の古墳である。

なお、 丸山古墳と2 号墳は中位段丘上にあって

他と立地を異にするから、 本来は別のグル ー プに

すべきかと思われる。
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Fig. 9 立山山3号墳石室
I I 

0 5cm 
| I I I I I 

Fig. 10 立山山10号墳採集土器実測図(I /3) 



童男山古墳
（註21)

標高102 m余に築かれ

た大きな円墳であり、 南

西に開口する複室の横穴

式石室をもち、 所謂巨石

墳として名高い。 後室の

奥壁に接して石屋形があ

り、 左壁沿いにはくり抜

きの棺床が置かれている。

遺物は知られていないが、

石室構造等から6世紀末

頃の築造とされる。 1956

年県指定史跡。

なお、 著名な矢野一 貞

の 『筑後将士軍談 』 にも
（参 A)

‘'山内村古塚” としてこ

の古墳の記載があり、 「 類

似の石室構造をもつもの

4基も紹介されている。

さらに 「……筑紫君磐井

ガ墓卜云伝フ、 ……」等

等の記事を見る。 また、
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立山山10号墳墳丘測量図(I /200) 

西牟田西著 『筑後地鑑』 には 「 川崎邑外高阜処、 有塚
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山。 土俗呼為童男草女。

され、

邑人語日、 昔童男草女自秦来

時、 棄船於此処。 船化為石。 故以為名。 ……」

この古墳の名称の由来が知られる。

と記載

Fig. 12 立山山13号墳遠景
（調査後・東南から）
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管の谷窯跡群
（参9 ·10) 

2基が確認されており、 1号窯が奈良時代後半、2号窯が同前半の所産とされる。八女古窯

跡群中では最も新しい時期のものである。1号窯では瓦の生産も行なっている。

立山山窯跡群
（参10)

埴輪を焼成した窯である。2基が調査されているが、1号窯の東側に2基ほど、2号窯の西側

にもう1基ほどが存するような地形的状況を示している。九州での埴輪窯跡の正式調査はこの立
山山窯跡が初めてであり、また西日本地区としても稀少例であって、その意義はきわめて大き

い。1号窯が2号窯より新しく、2号窯出土土師器は鬼高期相当のものとして概ね6世紀前半

～中頃に比定されている。なお、八女丘陵上の古墳のうち割と多くが埴輪を有しているが（現

段階では40基ほどがおさえられる）、それを全てこの窯跡群から供給したものか、それともまだ

別に埴輪窯が存するのか分からない。

c. 集落

弥生時代までは八女丘陵の高位段丘上にも多く住居を構えていたと思われるが、古墳時代以

降になると生活の場は中～低位段丘へと変わってくる。しかし、今までのところはまだ集落の

様相は部分的にしか明らかでなく、全体像は捉えにくい。

広川町平原遺跡では6軒の竪穴住居跡が検出されている。確実なのは3軒のみであるが、時
（参 2 • 3) 

期的には6世紀後半代に比定されている。

八女市室岡野口遺跡では竪穴住居跡5軒、掘立柱遺構 4棟、溝状遺構8条を検出しており、
（参 5)

5世紀～6世紀後半の間に営まれたものである。

室岡道添遺跡では竪穴住居跡18軒を検出し、そのうち7軒は5世紀前半代に属し、残りは古
（参 5)

墳時代後期の所産とされる。

以上を除けば正式な調査を受けたものはほとんどなく、まだ中～低位段丘上には多くが眠っ

ているようだ。

v. 歴史時代

ほぼ7世紀代以降を歴史時代とするが、奈良•平安·鎌倉と続く中で全体に遺構 ・ 遺物の検

山例は乏しい。以下に特徴的なものを拾い上げて記す。

奈良時代以前（飛鳥 ・ 白鳳期）に八女市管の谷1〗門·牛焼は齊では瓦が焼成されている。

平瓦と丸瓦のみで軒瓦は見ないが、これらの供給先は特定できていない。というより、この時

期(7世紀後半）に属する寺院跡等が八女地方ではまだ知られていないから、どこに運んだか

分からないのである。寺でなく大氏族の居館での使用とかも考えられるが、もとよりそういう
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遺跡は知られていない。 しかし、 これより早〈7世紀代の塚ノ谷 1 · 2号窯に円面硯が見
・

られ
（参7)

ることは、 文字を知り、 かつ使用すべぎ状況が存したということの証左であるから、 屋根を瓦

で葺ぎ文字を使用する場所の存在をやはり考えねばならない。 最も可能性が高いのは私寺院

てあろう。 硯 ・ 瓦の供給先かさして遠くでないとすれば、 八女地方で今後その遺構が確認され

るかも知れない
は主23)

経塚出土地として、 まず八女市城の谷があり、 それは特に経筒の発注者 ・ 製作者等の問題を

提起されている 現在まてに筑後地方で経塚か知られているのは久留米市域で7ヶ所と筑後市
（参14c

若菜八幡宮・広川町堂ノ平 ・ 矢部村大塚山 。瀬高町日吉坊・浮羽町国本 ・ 田主丸町観音寺。 同

森部天満宮の計15ヶ所を数える このうちの若菜八幡宮出土滑石経は県指定である。
（註24〗

時が流れ、 14世紀後半の南北朝の動乱は九 ＇州でも北朝方 ・ 南朝方の対立となり幾多の抗争が

繰り返される。 九少卜1では南朝方が優勢であったか、 室町幕府は九少卜I探題として今川了俊を派遣

し南朝方を抑えた。 この動乱の時に山城の形成がなされる。

やがて応仁の乱(1467年）に端を発して戦国の世となるか、 九少卜1でも諸大名の興亡は著しい

ものかある。 豊臣秀吉によって九}|、i平定かなされるまで抗争は止むことなく続ぎ、 その戦略的

拠点として多くの山城 ・ 平城か築かれては壊されていった。 山城はその存在は文献に散見しえ

ても、 実際の規模 ・ 内容等が明確なものははとんどない。 八女地方近隣の城跡には、 知徳城 ・

川瀬城 ・ 鬼の口城 ・ 酒井田城 ・ 山崎城•福畠城等等かある
（註25〗

関ヶ原の戦役後は田中吉政が32万5千石の筑後藩主となったが、 16 20年には改易となり、 立

花柳川藩(lo万石）と有馬久留米藩(21万石）の 2つか成立して幕末に及ふ。 久留米藩の中で

忘れられないのは藩士であった矢野一 貞である。 彼の著わした 『筑後国史（筑後将士軍談）』に
（参A)

は岩戸山 ・ 石人山等々の古墳の記述と図面が掲載されており、 貴重な文献となっている。

筑後地方の近世陶磁器類は、 その実態は詳らかでないものかはとんどであるが、 名称として

は20前後を数える。 代表的なものに二川焼・水田焼・星野焼•朝妻焼・柳原焼
゜

赤坂焼・蒲池

焼などかあり、 これらの幾つかは現在にもひき継がれている。 磁器では染付か圧倒的であり、

陶器も含め日常雑器を主とする。

Fig. 14 立山山より八女平野部を望む
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註 1 . 山本信夫 「小郡市西島出土の弥生時代遺物」 九ナ［9|考古学49· 50 1974 

註2 . 小郡町教育委員会 『 津古内畑遺跡』 1970 

小郡町教育委員会『津古内畑遺跡 第2 次 』 197 1 

註3. 小郡市教育委員会 『みくに保育所内遺跡、吹上・北吊遺跡』 （小郡市文化財調査報告書 第8 集） 198 1

註4 . 小郡市教育委員会 『 横隈山遺跡』 1974 

註5 . 久留米市教育委員会 『 木塚遺跡』 （久留米市文化財調査報告書 第14集） 1977 

註6 . このときの調査ては、 箱式石棺墓のうちの 1基から紡錘車1点の出土かあったのみで、甕棺墓 ・ 箱式石

棺墓への副葬品は他には見られなかった。

註7 . 参A

高橋健自『銅剣銅矛の研究』 1925 

1982年 9月、 広川町教育委員会を介して調べたか、 大字吉常のうちに八ノ久保なる字名は存しない。 通

称としてもないとのことであった。 その緑辺には大字夫久保と大字長延久保という地名かあり、このいす

れかてあるとすれば、 久保の方か地形的にも蓋然性が高いように思われる。Fig 16にはそこを示している。

註8. 参A

高橋健自『 銅剣銅矛の研究』 1925 

註9 . 九少卜1歴史資料館 『青銅の式器』 1980 

註10. 集落か全掘された訳ではないから断定はできないけれども、 八女市西中ノ沢・坊野 ・ 野ロ ・ 道添の各遺

跡の弥生後期に属する住居跡は全てか長方形であり、 その主軸方向ははぼ北東 南西となっている。 こ

れは当時の集落内に何らかの他律的規制か働いていた結果と考えられはしまいか。 規制を加えた段層の住

居は明確でない（一部は高床の住居に住んていたと推察する）か、彼らは死後においては箱式石棺か甕棺

に葬られ、かつ佑製鏡か舶載鏡片を副葬しいるはどの者たちてあったと考えられよう。 なお、こういった

他から卓越してぎた階層が次の時代にまで血脈を存続しえたかどうか、仮に存続したとしてもそれが筑紫

国造家とどう関連するかなどについては知る術かない。

註1 1. 1980年に発掘調査されている。 未報告。

註12. 参X

柳田康雄 「三•四世紀の土器と鏡」 （ 『森貞次郎博士古稀記念 古文化論集』） 1982 

註13. 註12柳田論文P. 906 

註14. 参D·E·F·G·H·K·N·O·V その他多数あり。

註15. 参15· A · D · E · H · I · J · K · N · 0 · Q · V · W その他多数。

註16. 参10· A · D · E · V等。

註17. 参E

石山勲 「 丸山塚古墳」 『福岡県百科事典』 1982 

註18. この古墳に触れた文献ははとんど見ない。 いま、国指定の際に作成された地形測量図（石山勲氏等によ

る）をFig 6 に示す。

註19. 柳沢一 男氏は 1号石室が墳丘中央下部にあるとされているか、 実際は東南に偏しており、もう 1基の石

室の存在を考慮てきる。
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柳沢一男 「 竪穴系横口式石室再考」（『 森貞次郎博士古稀記念 古文化論集』） 1982 

註20. 10甚ともい われるが、 ここでは釘崎古墳群中に 4基あるものとする。

註21. 参9·A·E·H·V等

名称由米の童男草女は、 秦の始皇帝の命を受けた徐福が不老不死の薬を求めて、 東の蓬来の島へ旅立つ

時に連れて い たと言われる。 い ま、 この童男山古墳では、 その伝説にまつわる ‘童男山くすべ ＂ が毎年行

なわれて いる。

註22. い ま知られて いる箇所（群） は10に満たないが、 鹿子島山古墳群の存する尾根の南斜面では 2ヶ所で窯

跡の存する徴候が指摘されて いる（参T)。

註23. 筑後国府 ・ 国分寺へ硯 ・ 瓦を供給したとするには、 時期的に若干のズレがあるのと、 距離的な面から否

定的に考える。 なお、 筑後国内で知られて いる10世紀代までの寺院跡は井上廃寺、 高隆寺跡、 観興寺跡の

3ヶ所である。

九州歴史資料館 『 九州古瓦図録』 1981

註24. 宮小路賀宏 ・ 杉山洋 「 九州経塚分布地名表」 考古学ジャ ー ナル153 1978 

註25. 福岡県教育委員会 『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告XX IX付録〔福岡県中世山城跡〕』 1979 
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V. 佐田 茂 「筑後地方における古墳の動向 在地豪族の変遷 」

（ 『 鏡山猛先生古稀記念 古文化論孜』） 1980 

w. 佐田 茂 「筑紫君磐井の乱」 （『久留米市史』第1巻） 1981 

X. 堤 昭南 『 今昔三瀦路』 1982 
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おく葬たいり

1982年に調査された八女郡星野村大早平遺跡では、 黒曜石の原石が多量に出土し、 ここか

原産地とされている。 当立山山でも黒曜石の原石か 2個ほど採集されていて(PL. 61)、その

供給地か大草平遺跡近辺である可能性も考えられる。

星野村教育委員会『大草平』（星野村文化財調査報告書 第1集） 1983 

゜ 久留米市祇園山古墳(Fig. 1 � 3 ) は八女丘陵上には存しないが、 きわめて重要な位置を

占める古墳である。 一辺約23m、 高さ約 6 mの方墳で、 筑後地方では最古の畿内型古墳とさ

れる。 大形の箱式石棺を内部主体とし、 墳丘裾部に営まれた甕棺は古墳と同 一 時期の所産で

あるとされ、 調査者は 3世紀末に比定されている。

福岡県教育委員会『九朴I縦貰自動車関係埋蔵文化財調査報告』 XXVII

゜ 参考までに筑後地区の国指定史跡を列記する。

小郡官衝遺跡

楠名。重定古墳

塚花塚古墳

日岡古墳

（小郡市大字小郡字向築地）

（浮羽郡浮羽町朝田）

（浮羽郡浮羽町朝田）

（浮羽郡吉井町若宮）

珍敷塚古墳 （浮羽郡吉井町富永）
附 鳥船塚古墳、 古畑古墳

寺徳古墳

安国寺甕棺墓群

浦山古墳

（浮羽郡田主丸町益生田）

（久留米市山川町）

（久留米市上津町）

御塚 ・ 権現塚古墳（久留米市大善寺町）

日輪寺古墳

下馬場古墳

高良山神籠石

高山彦九郎墓

（久留米市京町）

（久留米市草野町）

（久留米市御井町）

（久留米市寺町）

1979 

1971年指定

1922年指定

1922年指定

1928年指定

1953年指定

1968年指定

1980年指定

1951年指定

1931、 1979年指定

1922年指定

1944年指定

1953、 1976年指定

1942年指定

八女古墳群 石人山 ・ 乗場 ・ 岩戸山 ・ 弘化谷 ・ 善蔵塚 ・ 丸山塚 ・ 丸山 ・ 茶臼塚

女山神籠石

石神山古墳

潜塚古墳

萩ノ尾古墳

（八女郡広川町 ・ 八女市 ・ 筑後市）

（山門郡瀬高町大草）

（三池郡高田町上楠田）

（大牟田市黄金町）

（大牟田市萩尾町）

1978年指定

1953、 1977年指定

1976年指定

1977年指定

1961年指定

- 19 -



Fig. 15 立山山古墳群周辺遺跡分布図(1/10,000)

1. 立山山古墳群

2. 本古墳群

3. 鹿子島山古墳群

4. 一念寺古墳

5. 牛焼谷古墳群

6. 平原古墳群

A. 塚ノ谷窯跡群

B. 牛焼谷窯跡群

C. 中尾谷窯跡群

-- 20 -

D. 三助山窯跡群

E. 立山山窯跡群

F. ハ スワ窯跡群



魯 ー

1. 十 連寺 古 墳
2. 瑞 王 寺 古 墳

3. 石 人 山 古 墳
4. 弘 化谷 古 墳
5. 欠 塚 古墳
6. 高塚 1号 墳
7. 熊 古墳
8. 大塚古 墳群

9. 鈴ヶ山 古 墳群
1 0.東 山 古 墳 群

11.山の前 古 墳 群
1 2.平 原 古 墳群
1 3.熊 添 古 墳 群
1 4.神 奈 無田古 墳
1 5.岩 戸 山 古 墳
1 6.乗 場 古墳
1 7.善 蔵 塚 古 墳
1 8.茶臼 塚 古 墳
1 9.丸 山 塚 古 墳
2 0.鶴 見 山 古 墳

2 1.釘 崎3号 墳
2 2.庚 申 塚 古 墳
2 3.釘 崎2号 墳

2 4.釘 崎1号 墳
2 5.鹿 子 島 山 古 墳 群
2 6.本 古 墳 群
2 7.立 山 山 古 墳 群
28.立山 丸 山 古 墳
2 9.平 原 占 墳 群

3 0. 日 当 山 古 墳群
3 1.童 男 山 古 墳
3 2.城の谷 古 墳
3 3.鬼 熊 横穴 群

A.立 山 遺 跡（旧 石 器・縄 文）
B.豊 福 遺 跡（縄 文 。弥 生）
C.八ノ久 保（銅 矛 ・銅 支 出土 地）
D.岩 崎 遺 跡（弥生）
E.下 山 遺 跡（縄文 ）
F.今福遺 跡(II ) 
G.国 武 遣 跡(II ) 
H.完 岡 遺 跡 群〈 亀／ 甲 。山 ノ 上 。北小路〉
I.岡山小学校遺跡（ 弥生 ）
J.逍 添 遺跡 （弥 生・古 墳 ）
K.野口遺 跡（弥 生・古 墳 ）
L.坊 野 遺 跡（ 弥生）
M.西 中ノ沢 遺 跡（ 弥生）
N.赤 坂 遺 跡（旧 石 器）
0.•平原 遺跡（旧 石 器・縄 文・古 墳）

Fig. 16 八女丘陵と その周 辺の遺 跡分 布 図 (
1 /2 5,00 0)



,,..... 

周
1
1
1
1

1:t
 

，

 

の 要

調査前の吠況

1981年4月3日に試掘に訪れた

時には、遺跡地は全体に荒地0)隣

相を呈していた。 8号墳は封上が

はとんど削られて僅かに 2m弱の

不自然な残丘かあるのみで、周辺

に赤色顔料の付着しだ石材か散乱

していなければ古墳であることも Fig. 17 調査区北半の発掘前の状況（東南から）

疑わしい程の壮懇てあった(PL. 3-(2)\ 

8号坑を別にして、他は僅かながらでも墳丘を有していたはずではあるが、閲墾 ・ 植附等で

かなり削平を受け、セイタカアワタチ草やクマササが繁り、かつ近世墓地の墓石が転かってい
注l)

る中て池形的な費妙な変化�高まりを芯丁『なりとも見出しえたのは、21 · 2( 3号五＇［くらいのも

のであった。 11 · 12号墳についてはい材の一 郎か不自然に露出していたため、その有在が知ら

九ていたものである。 なお、8号墳の墳頂にはもと掘立ての小屋かあったという(PL. 3-

(1) 

n 調査方法

古墳については、慨述のように明確な高まりのある墳丘を確認しえた古墳はほとんどなく、

周溝•主体部その他が平面的に把えうることから、調査予定地内の表土を重機によって全面剥

ぎとる方法をとぅだ。 地表面から20-30い［lて古墳時代い遺構面となる‘j 発掘対象面積は10,000

面をこえている。

旧石器～縄文時代についての調査は、古墳関係をおおよそ片付けたあとに、41 · 42号墳と12

号誓lとの間に車届 am、長さ11 rnのトレンチを設けて行なった。 さらに、24号培。31号墳。3い号

墳の周辺において、小苔なトレンチを設定して上層をみたか、古墳時伏の逍溝面から20-60cm

程で某鱈とな-ていた。
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m 調査の経過

表面観察からは見つけることのできなかった遺構が多かったこともあり、 調査日誌を繰りつ

つ経過をたどってみよう。

1981（昭和56)年

4月 3 日偉 小型のユ ンポにて試掘。 8号墳の周溝と21号墳を確認。

4月13日（月） 器材搬入。立山集落の中を流れる小川（水路）には川祭りに使われた飾りの竹かまたそのままに
（註2)

あリ、 目をひいた。いよいよ発掘にかかり、ユ ンホにて全面表土を除去することとす。21号墳の天

井石を検出。八女市長来観。

4月14日（灼 21号墳の石室内部か閉塞の隙間より見え、一面赤色

顔料塗布とわかる。 8号墳の発掘にも着手。

4月17日（俗 25号墳、 C 1 検出。

4月20日（月） 8号墳周辺の表土を除去す。周溝が現われ、径34m

の大きな円墳とわかる。

4月22日（水） 8号墳主体部発掘開始。横穴式石室でかなり胴張の

プランを呈す。

4月23日（木） 21号墳の閉塞石をはすして内部を検証するに、 かつ

て波多野院三氏の調査を経しものとわかり、複雑な心

境を覚ゆ。 8号墳周溝にブリ 1 ジあり、 埴輪は依然と

して大量に出土す。八女市長来観。

4月25日(t) 8号墳周溝より人物埴輪の頭部出土。他に家・馬等

の形象も多し(Fig 19)。 Fig. 18 ‘‘川祭り” の飾り

4月30日（木） 8号墳石室より垂飾付耳飾り出土。

5月 1 日徐 これまでに22 -29号までを検出す。

5月 5 日（灼 23号墳周溝より古式の須恵器出土。この石室も堅穴

系横口式石室である。

5月 8日圏 22 · 23 · 24 · 27号墳周溝より古式須恵器出土。午後

から現地にて記者会見。

5月11日（月） 28号墳主体部出土の鉄剣か盗難にあう。安全月間に

て、福岡県教育庁次長以下巡検す。

5月13日（水） 25号墳主体部より珠文鏡出土。

5月19日（灼 24号墳主体部内の人骨腰部付近より鏡出土。

5月22日徐 23号墳主体部より珠文鏡出土。

5月27日（水） 11 · 12、38-42号墳まで検出し、 順次発掘を進行さ

す。九大助教授西谷氏来観。
Fig. 19 8号墳埴輪出土状態

- 22 -
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5月下旬から県文化課諸兄の来援を受け、 実測が急テンポで進む。

6月6 日仕） 午後より近隣の名勝地を見学す。 黒木町のフジ、 霊厳寺の奇岩などを見る。
（註3)

6月8日（月） 30~37号墳まで発掘進行。 この日、）1|祭りについての聞きとりをする。 北九州市立歴史博物館主

幹小田富士雄氏来観。

この頃より雨多し。

6月15日（月） 進入路の関係で9号墳の裾部を発掘。

6月21日（日） 現地説明会を催し、 約120名の参加を得る。

7月 1 日(7灼 平板測量と遺構実測をすすめる。 古墳以外の遺構の検索に努む。

7月 3 日倫 12号墳と41 · 42号墳の間にトレンチを設定し旧石器～縄文時代の調査をす。

7月11日仕） 器材撤収。 3ヶ月間の長きにわたる調査を終了。 セスナ機による航空写真撮影。

1982（昭和57)年

3 月23日（灼 運動公園への進入路変更に伴ない、 2 号墳を発掘することとなり現地へ赴くも、 調査にとりかか

る態勢なく延期す。

7月 5 日（月） 2 号墳とその周辺の発掘にかかる。 石室はららふのお観音様お堂建設の際にかなり破壊されてお

り、 ほとんど旧状を留めない。 溝と住居跡検出。

7月9日圏 全ての発掘終了し、 撤去す。

iv 調査結果

3ヶ月余の発掘調査で得られた遺構 ・ 遺物は次のとおりである。

旧石器時代 遺構はなし。 遺物は礫器・マイクロブレイド。

縄文時代 甕棺あるいは埋甕らしき土壌3基（晩期）

遺物に押型文土器、 晩期土器、 石器（鏃・石斧等）がある。

古墳時代 古墳27基(9号墳も含む）

石棺墓(C) 5基

石蓋土壊墓(0S C) 4基

木棺墓(M) 1基

住居跡1軒

遺物は須恵器・土師器 ・ 埴輪・鏡・垂飾付耳飾り ・ 玉類 ・ 鉄器（武器 ・ 武具·馬

具等）

時期不詳 土塘(D) 1基、 配石遺構3基

註1． 近世墓地は江戸時代以降、 最近にまで及んでいたが、 目についたもので最も古い年号は天明丑の年(17

- 23 -
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81) てあった。

註2

立山集落の ｀川祭り” (Fig, 18 · 20 ) 

立山には60数軒あるか、 それか4組に分かれている(1組 ， 東

組、2 組 中組、 3 組 西組、4組 住宅組）。各組は それぞ

れか ｀川祭り ＇＇ を行なう。
｀川祭り ＇＇ は本来、田植えか終わった7 月頃（川開きの頃）に行

なっていたか、諸般の事情もあり 6 ~ 7年前（組によっては 3年ほ

と前）から、4月の花見の頃（現今では大体4月の第1か第2 の日

曜日）に花見と併せて行なっている。 この行事は本来は子供たちの Fig. 20 ‘川祭り ＇＇ の飾り

水難防止を祈顧してのものたか、酒を酌み交わしてのおとなたちの親睦も大きな要素である。

’'川祭り ＇＇ 行事の実際は、

立山集落の中を流れる川（水路）に［ら竹を1本立てて(1組で1本だから立山全体では4本になる）、その竹
容には鰹節や蛸・酒樽．盃などを模した造形物をとりつける。 鰹節は木で造り、蛸は昔は矛（萱）でつくってい

たか、今はビニ ー ルなどで代用している。 酒樽・三段盃・魚は麦ワラ（あるいは稲ワラ）でつくる。 こういっ

た模造品をつくるのは男たちの仕事であり、男たちかつくっている間に女たちは酒宴の用意をする。 各組の各

家庭は子供かいなくても全員参加し、子供（中学生まで）のいる家は子供を連れて参加する。 おどなたちは酒

宴をはり、子供たちには菓子類か配られる。

以上か発掘に参加した人たちからの聞ぎとりである。 本題は子供たちの水難防止祈願行事てありなからも、

その背景にはこのような時節の行事を介しての、集落 内の親睦と団結の深化という意味あいか強〈伺われる。

なお、間ぎとりの範囲内では、この行事かいつから行なわれているのかは、30年以上になるということしか知

りえなかった。

註3.

｀ 黒木のフジ ＇＇ は胸高の周囲2.2m、フジ硼の面積I

約2,000m'あって、192 8年に国指定天然記念物とな

っている。

＇霊厳寺の奇岩 ＇＇ は19 60年に県指定天然記念物とな

る。 これは筑紫浴岩に覆われた山地か開析されたも

のて、安山岩、凝灰岩の柱状露出となっている。 通

称珍宝岩て、殊に秋の景観かすばらしいという

(Fig 21)。
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Fig. 21 八女郡黒木町霊厳寺の奇岩



w ． 調査の内容

A. 古墳時代の調査

以下に古墳ごとに記してゆくが、 計測値等の詳細はTab. 3を参照された い 。 周溝の平面プ

ランは円形と、 円形の歪んだいびつな形態をとるものがあるが、 全て円墳として扱う。

なお、 22~27号墳、 28 · 29号墳のように、 いくつかの古墳をひとまとめにして い るのは説明

上の便宜的なものであり、 これが特定のグルー プをなすとか い うものではな い (Fig. 30 · 31)。

1. 2 号墳とその周辺 (Fig. 22 · 23)

立山山2号墳は立山丸山古墳の東北方50-80mの所に存した。 標高54m強で、 中位段丘上に

立地する。 2号墳は ＇＇ちちぶのお観音様” と1里称されるお宮によって既に大半が削られており、

僅かに左側壁部分の残存をみるのみであった。 その周辺には溝状遺構と土壊、 そして住居跡1

軒を検出した。

/
人]

-

0 20m 
I I I 

、\、 ： 

Fig. 22 立山丸山古墳と立山山2号墳周辺地形図(I/I, 000) 
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Fig. 25 1号住居跡実測図(1/60)

に把手付甕か倒立した状態で出土した。

2号墳石室実測図(I /60) 

-j 

三0 1m 

1, I I l I I 

Fig. 26 

゜ 20cm 

1号住居跡出土遺物実測図(1/6)

この甕の中には砂混じりの赤色顔料が充満しており、

何か特別の用に供されたものとも考えられる。

甕(PL 42、 Fig. 26) 牛角形の把手付きであるが片方は欠失する。 ロ径26.7cm、 高さ25.0

cm、 胴部最大径32.0cmを測る。 底部は平底に近い中凹みの丸底で、 全体 に2次的な煤か付着し

ている。 口緑部内外は横なでし、 外面は刷毛目調整であるが、 把手より上は細い原体(8本／cm)

で横ないし右斜めに施し、 把手以下は粗い(4本／cm)刷毛目が縦横に走る。 内面は研磨に近い

ヘラ削りで、 胴部中位から方向がかわる。 頸部付け根には横刷毛目が残る。 把手は粗い刷毛目

のあとなでて仕上げる。 砂粒多くして焼成良好。 赤褐色を呈する。
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溝状遺構その他(Fig. 23) 

溝4条と土壊4基を検出した。 M4につ いては2号墳周

溝の可能性もあるが、 他は2号墳の墳丘削乎後に掘られた

遺構と思われる。

Fig. 27- 1 · 2はD 2から出土した。瓦質に近い祖製の

土器であり、 い ずれも外面はタタキ、 内面は刷毛目を施す。

時期不詳。 3はM4から出土した高台付坑で、 瓦質に近 い

焼成となる。

小結

2号墳については規模、 主体部の構造、 時期等のあらゆる点で不分明である。 しかし、 想定

しうる見解を示すならば、 直径16mくらいの円墳で、 西に開口する横穴式石室を主体部とし、

およそ6世紀代に比定されるであろう。

1号住居跡は全体の大きさは不明だが、 4本主柱の方形プランとなり、 5世紀中葉～後半の

所産と思われる。 推測をたくましくすれば、 住居跡内に赤色顔料を入れたまま遺棄された把手

付甕があることより、 この住居跡の営造者は高位段丘上に築造された古墳、 特に竪穴系横口式

石室をもつ古墳(21-23 · 25 · 27号墳）の被葬者たちと、何らかの関係を有したとも考えられる。

Fig. 28 I号住居跡
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Fig. 27 2号墳周辺遺構出土遺物

実測図(1/3)
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2. 8号墳

I. 規模(PL 3 。 4、 Fig 29)

周溝の外径34mに及ふ大きな円墳である。 かつては墳丘高も5mはあったらしいか、 調査着

手時には2m弱の残丘しか見られなかった

口方向（南西部）

＇ 

`2 

(PL 3)。

色～茶褐色の旧表土を整形してその上は全て盛土である。 周溝はほぼ正円プランで、 石室の入

と、 石室主軸の斜め左方（東北部）
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その僅かに残る墳丘断面で見るに、 黒

とに幅0.9- 1.4mのブリッジを持つ。

この周溝の中心点は石室の中心とは一 致せす、 石室奥壁の所が中心となる。

/ 

口二
Fig. 29 8号墳地形測畳図(1/300)
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玄室は主軸長3. 56m、奥壁幅2. 33m 、 玄門側の幅 2 m、中央部幅 3. 4 6mを測り 、 かなりの胴

張りプランとなる。 奥壁は腰石 1枚で、その上は扁平割石を水平に平積みおよび小口積みし、

少しずつ持ち送って内傾さす。 側壁は最下段から扁平割石の平積みであるが、全体に奥壁側が

高く、玄門側に低く積む手法をとる。 最下段から徐々に内傾する持ち送りをみる。

iii. 出土遺物（巻頭カラー 2· 3 、PL. 42-51、Fig. 33-60)

石室内と周溝からの出土遺物を列記すれば次のとおりである。

石室内 装身具………垂飾付耳飾り ・ 耳環 ・ 勾玉 ・ 切子玉 ・ 管玉 ・ ガラス丸玉

鉄器…………武器＿鏃 ・ 石突·鞘金具

武具 桂甲 ・ 弓付属金具

馬具 絞具 ・ 留金具 ・ 座金具等

周溝内 須恵器………坪 ・ 高坪•長頸壺 ・ 提瓶·甕

土師器・・・・・・・· •高坪

円筒埴輪…•,. （楕円形•朝顔形を含む）

形象埴輪…… 人物 ・ 馬 ・ 猪 ・ 猿 ・ 刀 ・ 家 ・ 盾

石室内の出土遺物は本来の位置を保つものはなく、攪乱を受けた埋土中から発見された。 周

溝内から出土した須恵器 ・ 埴輪等は、溝底にてつぶれた状態のものもあったが、当初は墳丘裾

部に立て巡らされていたはずのものである。 なお、この項の最後に説明を付すところの近世墓

埋土中出土土器は、この8号墳のものであったと考えられる。

1. 土器

須恵器(PL. 42、Fig. 33-34) 

坪蓋 ・ 坪身 ・ 高坪 ・ 提瓶 ・ 長頸壺 ・ 甕がある。

杯蓋(1·2) 1 は口縁端を欠くがほぼ完形に復原できる。 復原口径13.8cm、器高5.2cm、

ロ縁高 2. 1cmを測る。 口縁内側には段があり、あまり鋭くない稜の下には沈線を巡らす。 天井

部はヘラ削り。 胎土良だが焼成がややあまい。 緑灰色を呈す。 2 は小破片からの復原で口径約

16. 5cmになる。 1 に比して扁平な形状となる。 口縁内側には僅かに段をもち、天井部との境に

は稜はなく沈線が巡る。 天井部ヘラ削りで他は横なで。 胎土良、焼成良好、灰黄色を呈す。

坪身(3) 立上り部分の小破片で全形は復しえない。 立上り口縁内側には僅かに沈線が入

る。 横なで調整。 砂粒多く含むが焼成堅緻。 暗灰色を呈す。

高坪(4 · 5) いずれも脚部片である。 成形・調整は須恵器と何ら変わらないが、焼成は

土師器よりも若干良好といえるものであり、所謂 ’'擬土師須恵器’' の類とみなされる。 4 は外
（註2)

面にカキ目を施し、内面はしばりと横なで。 黄橙色をなす。 5 は外面の調整不明。 内面にしぼ

り痕をみる。 黄白色をなす。 いずれも胎土は良質である。
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1 9 

提瓶(6 ) これも先の高坪と同じで、 成形は須恵器としてよいが焼成は土師質で、 かつ肩

部に黒斑もあって、 より土師器的である。 これの場合は ‘‘ 擬須恵土師器” に含まれようか。 ロ

径5.2cm、 器高10.9cmで、 胴部最大径8.8cm、 扁平面と丸みのある面とは 6. 1cmを測る。 耳は

持たない。 扁平面はヘラ削り、 底部はヘラ削り後になで、 丸みのある面はなで、 口頸部は内外

とも横なでを施す。 砂粒多いが胎土良。 赤橙色を呈す。

長頸壺(10) 口頸部のみで胴部を欠く。 口径5.8cm、 頸部長 1 0cm。 頸部中程に7条の沈線

が入る。 内面にしぼり痕をみる他は横なで。

甕(7~ 9、 13 ~ 19) 全て大甕の部類に入る大形品の破片である。 7~ 9は口頸部破片で、

7 · 8 は波状文をもつ。 8 は断面にて粘土を貼りつけた様子がよく観察できる。 9はやや胎土

が粗く焼成もあまいが、 7 · 8は胎土良で焼成堅緻である。 13は口径48cmになり、 頸部には 3
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Fig. 33 8号墳出土土器実測図①(1/3)
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条ずつの沈線が2段と波状文が入る。 肩部は外面が縦平行タタキで、 内面は同心円を完全にな

で消す。 頸部は横なでらしい。 胎土良、 焼成堅緻。 自然釉がかかり緑灰色を呈する。 14は頸部

～肩部片だが焼きひずみが大きく、 肩部は外上方へのびてゆく形状となる。 頸部沈線間に波状

文が入り、 肩部は細いタタキの上をなでている。 肩部内面は同心円が鮮明で ある。 頸部と肩部

の境目は粘土接合の様子が伺われ、 接合面の剥離した所にもタタキ痕を見るので、 頸部と肩部

以下は成形を別にしていることか知られ る。 15-19は胴部破片で、 外面は縦平行タタキ及び格

子目タタキを施し、 その前後にカキ目の入るものもある(18 。 19)。内面は同心円の上を刷毛目

及びなで・擦過等で調整する。 全体に胎土は良質で 焼成良好。 灰色～小豆色をなす。
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Fig. 34 8号墳出土土器実測図②(I /6) 
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土師器(Fig. 33) 

高坪(11) 杯部底面の破片で、 なでによる調整を施す。 脚部と坪部境目の外面にはしぼり

の痕跡がみえる。 胎土良、 焼成良好、 黄橙色を呈す。
I
I-
9
1-＿1
1-＿
1
 

弥生土器(12) ただ 1 点のみの出土であり、 蓋の一部と思われる。 胎土不良で焼成あまく

赤橙色をなす。 調整は器面風化のため不明。 周辺に弥生時代の遺構は全く認められないから、

古墳築造の際に運んできた封土中に入っていたとしか考えようがない。

埴輪（巻頭カラ ー 3 、 PL. 43-49、 Fig. 36-52) 

円筒埴輪（楕円形 •朝顔形を含む）と形象埴輪があり、円筒埴輪は遺物整理用パンケ ー ス(61

X39cm、 深さ15cm)にて82+a箱分があり、 そのうち須恵質のものは 6箱を占める。 形象埴輪

は10箱前後を数えた。

円筒・形象いずれも、 至近の距離にある立山山窯跡群で焼成されたことはまず間違いないと
（註3)

ころである。 窯焼成でありながら、 発注者（古墳の被葬者と一族）あるいはエ人自身の意図的

なものとして、 または窯内における火まわりの問題として、 結果的に須恵質のものと土師質の

ものとが焼成されている。 形象埴輪には須恵質のものは見当らないので、 この焼成の違いは意

図的なものと私考されるが、 ことに円筒においては偶然性もあったに違いなかろう。

円筒・形象両埴輪について、 以下の共通点 ・ 相違点が指摘できる。

①

②

円筒埴輪には須恵質・土師質のもの両方をみるが、 形象埴輪には須恵質のものはない。

円筒 ・ 形象ともに微砂粒を多く含むが、 割合に良質な胎土である。

を比べてみると、 後者の方が前者よりも細やかで選ばれた胎土を用いている。

ただ、 円筒·形象双方

③

④
 

土師質のものの色調は全て赤味がかった黄色(reddish yellow)を呈する。

窯焼成であることの証左でもあるが、 黒斑は全然認められない。

円筒埴輪(PL. 43-45、 Fig. 36-45) 

須恵質と土師質があり、 須恵質のものは全体の 1割程度であ

る。 また、 普通円筒埴輪のほかに楕円形（偏円筒）埴輪と朝顔

形円筒埴輪があり、 これの説明は項を別にして述べよう。 須恵

質といえども須恵器と同等の堅緻な焼成を示すのはごく僅かで

あり、 半須恵質と称した方が妥当なものが多い。 土師質のもの

は先に述べたように reddish yellow を呈するが、 須恵質のもの

は灰青色～灰橙色をなす。 以上の焼成の違いとそれに起因する

色調の違いを除けば、 須恵質・土師質を問わず胎土 ・ 調整等は

共通する。 以下に、 全体に共通する点を列記して、 その後に個

---9--

円筒埴輪模式図Fig. 35 
1.基 底 部4..2段目突帯2. 1段目突帯．5．; 2 段 目
3. 1 段 目8.4段目突帯

（口緑下1段目突帯）
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Fig. 36 8号墳出土埴輪実測図①(I /6) 
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々について気づいた点を述べる。 特に断わらない限り、 全てについて下記のとおりである。 な

お、 須恵質のものについては断面図最下部に 「 S」の記号を付す。 また、 各部分の呼称につい

てはFig. 35のとおりとする。

a. 胎土は砂粒を多く含むが、 それほど粗悪でもない。

b. 須恵質のものは当然ながら焼成良好。 土師質のものはごく普通の焼成であるものの、 遺

存度の良好なものとそうでないものとがある。

C. 成形 ・ 整形と器形については以下の如し。

•基底部は幅10~15cmの粘土帯を一 周以上巡らして輪をつくる。 断面に必ずといってよい

ほど、 縦に粘土の肌分かれする線を見るので、 一 周のみで接合したのではなく重複部分

を持つはずである。

•基底部の上におよそ2 cm以上の粘土紐あるいは粘土帯を巻上げか輪積みかしてゆく。 こ

のいずれであるかは前者の可能性が高いというのみで断定はできない。

•粘土接合面は必ず外面が高く内面が低い左斜め方向となる。 その傾斜については一定の

ルー ルはない。

I l

19 

23 25 

＼＼口；lL
I ご
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゜ 20cm 

Fig. 38 8号墳出土埴輪実測図③(I /6) 
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・底部は成形時のワラ様圧痕をみることが多い。 (PL. 45-15)

•底辺内外は川西氏のいわれる底部調整を明瞭に認めるものはない。
（註4)

•底部外面に面をとるものがいくつかある。

• 突帯は、すべて刷毛目調整後にはりつけて、断面三角形のもの、

が、 1 個体中で併用するものも稀にある

•突帯の突出度は全体に低く、 1 cmをこすものはない。

・押圧技法、断続なで技法はみられない。
（註5)

•突帯はFig. 36の1 と2では4条をみることができ、他もほとんど同様であろう。
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•透孔は円形のみで、 完形の1 · 2はともに、 1段めと3段めに2個ずつ有する。、他も同

様と考えられる。

•口縁部には特に目立った変化はない。

d. 調整については次のとおりである(PL. 44 · 45)。

（外面） •基底部は縦ないし右斜めのなで上げか刷毛目を全て下から上へ施す。

•なでは削りに近い程に強列だが、 指頭で布等を使ってのものと考えられる。

•突帯周辺は横なで。 突帯は刷毛目調整後にはりつけている。

• 1段めより口縁部までは、 右斜め刷毛目で、 下から上へと施す。 口縁周辺は横

なでをみる。 なお、 横刷毛目はほとんどみないがごく稀に存する。

•刷毛目を施す際、 板小口にたまっていた粘土が器壁につく ’'粘土だまり” をよ

く見る(PL. 45 )。

•ヘラによる刻線（ヘラ記号）をいくつかみることができる(3 · 28 · 30等）。

・布圧痕(11 · 15 · 29 · 68-72 · 100)や籾痕(14 · 68) も見られる。

I I 

73 

76 77 78 
79 

20cm 

1

打
川
砂―-

80 81 82 83 84 85 86 87 

Fig. 41 8号墳出土埴輪実測図⑥(1/6)
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（内面） ®基底部から口緑下まで右斜めあるいは縦方向に、 下から上へのなてあげがほと

んどで、 口縁部は横なでを施す。 口緑近くでまれに刷毛目をみることもある。

粘土接合の痕跡が明瞭にわかる例も多い。

普通円筒埴輪( 1 -87) 

当8号墳出土円簡埴輪で完形に復原できたのは 1 · 2 のみであった。 1 は口径29.5cm、 底径

22.4cm、 高さ64.7cmを測る。 突帯は断面台形をなす。 2 は口径31cm、 底径24cm、 高さ66cmとな

る。 三角形をなす突帯は均等な高さでは一周せず、 途中で垂れ下がっている。

3 ~25は径を復原しえたもので、 26-87は断面のみを知りうる。 4 は外面の刷毛目がよく観

察でき、 原体の幅約 2.5cmでそこに14条をみる。 7 の刷毛目単位幅も 2.5cm程である。 8 · 9 

は台形と三角形の突帯が併用されている。 17は基底部外面に板圧痕をみるとともに、 1段目突

帯の一部に押え痕をみる。 しかしこれは62とともに断続なで技法とは言い難い。 20の底部内面

には薦らしぎ圧痕をみる。 25は86 · 87と同様、 基底部最下部に突帯を付すものである。 37はき

わめて焼成がよく、 須恵器と同等の灰色に発色する。

楕円形埴輪(88-100)

偏円筒埴輪と称してもよいかもしれないが、 破片中には楕円形と知りえぬものも少なからす

あろうから実数はもっと多かろう。 径をとって実測図を示すものの、 その径は任意の箇所であ

り、 厳密に長径・短径を示すものではない。 図中の楕円形を示す線でaは口縁のもの、 bはロ

縁下1段め突帯、 cは口縁下2段め突帯の平面ラインである。

88は長径34. 6cm、 短径約22cmになり、 透孔は短軸方向にある。 突帯周辺の横なで後にも二次

調整に刷毛目が 1次調整と同じ方向に施されている。 89は口緑の一部か外傾している。 透孔は

長軸に近い所に存す。 100の底径は復原で長径35cm、短径21.5cmくらいとなろう。 透孔は長軸側

にある。

朝顔形円筒埴輪(101-108)

これも朝顔形に開く口頸部をみないとそれといえないので、 実数としてはまだ多いはずであ

る。 頸部の屈折点には必ず突帯を貼りつけているらしい。

102は頸部径25cm。 106は刷毛目の上に楕円形のあと斜格

子を刻んでいる。

Fig. 42 8号墳円筒埴輪出土状態
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形象埴輪(PL 46~49、 Fig. 46-52) 

人物 ・ 馬 ・ 猪 ・ 猿 ・ 家・盾等々がある。 いま図示しているもののうち、 人物(1)、馬(16)、

猪(21)は欠失部分か大半を占めるが、 全形を知るために完形復原している。 復原部分につい

てはスクリ ー ント ー ンで示す。 他の破片資料も含めて、 調整はほとんどなでによる。

人物(1- 15) 円筒の上に、 靴をはいて欅がけの人物か直立し、 両手は肘を曲げて何かを

持つかの如く前に突き出す、 それが一般的な形状のように思われる。

れども、 胡座した部分の破片もあるので直立人物だけではないようだ。

lはりりしい顔つぎの男子像である。 この人物は首飾りより上の顔面は左美豆良を除いて完

全に残っている (Fig 61)。

示す。 器壁は顔面か1- 1. 5cm程である。 顔面は鼻から目の下に僅かに稜線を見ることができ

るが、 これが刺青を表現したものかどうかはわからない。 髪は中央から二 つに分け、

頭部でまとめて背の方へ垂らす。 頭頂部は若干のへこみをみる。 側頭部は耳を隠して美豆良を

結い、 肩の上まで垂らしている。 首には径1.6 cm程の1 2個の玉が飾りとして表現されている。

肩部には服の縫目を表現したのであろう二個一 組の刺突文を有する。 欅がけかどうかはわから

ない。 腕の所の刺突文は環状に表現される。
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2は欅の幅が他より広く表現されている。左手首には7個分の玉が見られ、うち2個が残存し

他は欠落している。 脇には透孔とヒレをもつ。 器壁は概ね1 cmの厚さがある。

3 も2と同様である。 背中には刺突文が半月形に表現されている。 脇にヒレはない。

4 · 5 は丹塗りの痕跡をとどめるが、 全面に塗られていたものではないようだ。 掌には指の

表現が僅かながら見られる。

6は背の部分で欅にはX印の刻線が一部に施される。 7は円筒の上にのる人物の足の部分で、

靴にあたる部分は欠失する。 足首には何か装飾を表現していたらしい剥離痕を見る。

8 ~10は足の部分で、 11~15はその下につく靴を表現したものである。 11~13は右足で14 。

15は左足となる。 13を除ぎ甲および側面部分に刻線や刺突文を施す。

以上の人物像が全体で何体分あるかは破片のみで推定しにくいが、 おそら〈最低10体はあろ

つ。
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Fig. 48 8号墳出土埴輪（形象）実測図⑫(1/12)

馬(16-20) 16は顔面～首 ・ 鞍 ・

尻繋付近の一部が原形で、 大部分は

復原している。 頭部はロ ・ 鼻の周辺

を欠くが、 角張った形の風格のある

顔面を伺い知ることができる。 頭絡

は恐らく革紐を辻金具を介して結構

しているが、 項革 ・ 顎革とされるも

のは見当らない。 また、 図では頬革
（註6)

の下に、 鏡板からのびて咽喉革につ
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Fig. 49 8号墳出土埴輪（形象）実測図⑲(I /6) 

ながるものを復原して表現するが、 この部分は実際に存したかどうかわからない。 手綱は確実

に咽喉革とつながっている。 頭頂部の両耳の間で、たそが人の前面にはとふさの表現らしい突

起をみる。18はその部分の破片である。鞍は前輪、 居木の一部、 そして片方の鐙が原形である。

壺鐙と鞍とはやはり革紐でつなぐ表現をとる。 尻繋の雲珠は半球形を表現するだけらしい。 胸

の所には透孔1個をみる。 参考までに復原値を示せば、 全長120cm、 高さ110cmである。
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17はたてがみ、 19は壺鐙、 20は雲珠を表わしている。 23も馬の足かも知れない。

存することより、 最低もう 1 頭はあったことになる。

たてかみが

猪(21) 鼻と耳を除く頭部と、 前足 ・後足の片方のみが原形で他は復原している。 両目は

左右対称とならず、 右目の方が吊り上かった格好となり、 それだけでも野性味を感じとること

かできる。

猿(22)

口はそれほど大きくは突出していない。 全長61cm、 高さ54cmに復原している。

顔面の一部のみであるか、 猿を表わしたものとしてよい。 全体の表情等はこれの

みでは推察しえない。

大刀 (25) 柄の部分の造形と考えられる。 柄尻より 2.6cmの所に僅かに段がつき、 柄頭装

具と柄本体との境目としてよいだろう。 断面は楕円形を呈する。

家(27 · 28) 

盾(29-36)

家の棟(27)および平側の柱組(28)を表わしたものであろう。

盾の一部分と考えられる。 盾持の武人になるかどうかは、 武人とすべき人物

を見ないので否定的である。 盾を支える円筒部は29 · 30よりすれば楕円形となるらしい。 29は

刺突文で囲った方形区画中にヘラ先でX印を入れる。 30 · 31は刺突文の区画の中に、 同じ刺突

文をX形に施す。 32-36はヘラ先による複線山形文が何段かに連続して刻まれる。 32により観

゜ 30cm 

Fig. 50 8号墳出土埴輪（形象）実測図⑭(I /8) 
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2. 装身具（巻頭カラ ー2、PL. 50、 Fig. 53)

垂飾付耳飾りと耳環、 玉類がある。 王類につ い てはTab. 1の計測表を参照された い 。

垂飾付耳飾り（1) はほ純金に近 い 、 細金細工(F由gree,フィリグレ ー ）の粋を凝らした

耳飾りで、 1個のみ存した。 通有の耳環に小環をつけ、 球体の中間飾を経て、 心葉形f嬰塔を上

下端に混じえる兵庫鎖を垂らし、 垂下飾には山桐子形の三面体が付く。全長95 .0mm、重さ12.2g

をはかる。 い ま少し、 各部分を詳しく説明する。

耳環は最大径21 .8mmの若干角張った円形をなす。 径 2. 1 mmの針金を曲げたもので、 切れ目は

2 mm程の間隔があく。

小環(a)は最大径12.0mmを測り、 切れ目はぴったりとくっついている。 断面は径 1 .5mmの

円形をなす。 これに2菫に折り曲げた金線がとりつ い て、 中間飾を貫通して兵庫鎮につながる。

中間飾(b)は半球体2個を接合して球体としたもので、 幅17- 19mm、 高さ26 .2mmを測る。

直径 0 .4mm程の金の細粒を吹きつける細金細工の手法を駆使して い る。

兵庫鎖は中間飾と垂下飾の間の約2.2cm間に 6 連をみる。 一連が1個の針金の輪ではなく、

2重に折り曲げたものを互 い 違 い に上下連接した複雑な形状をなす。 2重折り曲げの1単位と

なる針金12個でもって兵庫鎖を形成して い る。

心葉形f嬰塔(C)は兵庫鎖の上下端に各2枚ずつか取り付けられる。 長軸長 8 .7mm、 短軸長

7 .5mmを測り、 これの外縁は丸縁となって、 そこに刻みを入れる。 金粒の吹付けではな い 。

垂下飾(d · e)は卵形に切り取った薄板を三面体に蠍付けし、 その接ぎ目には刻目を入れ、

さらにその外縁には金粒を吹きつけて縁どりをする。 また三面ともに、 中央はV字形の膨らみ

があり、 その周縁とそれ以外にも金粒を吹きつけて加飾する。 三面体の最下端には水滴状の4

個からなる連球飾をみることかでき、 その基部にも金粒が吹き付けられる。

耳環( 2 • 3 ) ともに銀製で黒っぽく銹化して い る。 2は径18 . 6mmで 1.7 g 。 3 は径14.1

mm、 0 .  7 g をはかる。

勾王（4) 淡緑色をなす翡翠製で全長19 .5 cm。 異形と称してよい程で、 頭部・尾部ともに

特異である。 頭部の穿孔は2つあり、 い ずれも両面から行なう。 1個は通有のものと同じ位置

で穿孔されて い るが、 もうひとつは頭頂部から腹部へ斜めに穿たれる。 また、 丁字頭を意識し

たであろうけれども、 かなり変形した刻みが施される。

切子玉( 5 ) 水晶製。 穿孔は片方から行なう。

管玉( 6 - 8 )  他に2個体分の破片がある。

ガラス玉( 6 -22) 18個を検出した。 色調に 6種類をみる。

臼玉(26) 滑石製で1個しかな い 。
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Tab. 8号墳出土玉類計測表 （単位：mm)

No. 種 別 長さ（高さ） 最大幅（径） 最小孔径 色 調 備 考

1 勾 玉 19.5 9.15 2.15 yellow green 両面穿孔

2 切 子 玉 16.15 13.45 0.9 透 明 片面穿孔

3 夕巨 玉 16.45 4.4 1.6 dark green ＂ 

4 ＂ 12.3 4.1 1.05 greenish white 
5 ＂ 7.15 2.8 1.1 grayish yellow green 
6 ガラス玉 6.35 9.95 2.0 deep blue ひびが入る

7 ＂ 7.65 9.3 1.7 ＂ ＂ 

8 ＂ 6.1 9.9 1.65 ＂ ＂ 

， ＂ 5.7 9.65 1. 9 ＂ ＂ 

10 ＂ 5.55 10.0 2.3 pale green 
11 ＂ 5.65 8.7 1.6 deep blue 気泡入る

12 ＂ 5.4 8.4 1. 35 ＂ ＂ 

13 ＂ 5.5 8.3 1.45 ＂ ＂ 

14 ＂ 5.9 7.7 1. 3 ＂ 

15 ＂ 5.3 7.55 1. 25 ＂ 気泡入る

16 ＂ 5.15 7.6 1.55 ＂ ＂ 

17 ＂ 6.25 7.8 1.15 II ＂ 

18 ＂ 4.75 6,35 2.0 dull blue green ＂ 

19 ＂ 5.2 6.25 1. 25 deep blue green II 

20 ＂ 2.5 4.85 1.05 dark blue ＂ 

21 ＂ 2.7 5.35 1.1 dark yellow 
22 ＂ 3.1 4.3 1.4 dull yellow 
23 ＂ 3.6 4.25 1.2 yellow 
24 土 玉 6.5 7.5 1. 2 bluish black 
25 ＂ 6.3 7.0 1. 55 olive 
26 臼 玉 3.05 5.25 1.55 grayish yellow green 

3. 鉄器(PL. 51、 Fig.54-57) 

武器・武具・ 馬具があるが、 用途を特定し難いものも見られる。

鏃(1 ~19) 大きく無茎式（A)と有茎式(B)に分かたれ、 有茎式はさらに5分類でき

る。 総数50本以上を数える。

A 類(1 · 2 ) 1 は柳葉式に近く、 2 は三角形式とすべきか。

B I 類(3 ~ 6) 広根式で、 3 は現存長8.8cm。

B II類（7 ) 圭頭式である。

BIII類(8~10) 8は片丸造の切刃式で、 9 · 10は切刃とならない。

BIV類(11 · 1 2) 鏃でなく別の用途があるかも知れない。 片小爪．互小爪式となろうか。

BV類(13) 片刃式である。

石突(20) 小破片である。 内部に木質が遺存す。

鞘金具(21) 復原長径4cm弱となろうか。 内部に木質が銹着す。
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桂甲小札(37~82) 破片が多数 あり、 その一片一片を1 個体とみるならば1000個を超える

が、なかには同 一個体 の破片もあろうから、 それをある程度差し引 い て考えると実数600-700

枚くらいとなろう。 そのうち完形品と して残る小札は67枚 ある。 桂甲 一 領 の小札の枚数は800

~1000枚と いわれるから、 ほぼ一 領分が出土したこと になる。
（註7)

形態的には頭円下直となる一般的形状のもの( A) 、平面的には同形状ながら湾曲をもつもの

(B ) 、そして肩部付近に用い られたであろう、 別形態のもの(C) と がある。 Aはさらに大き

さ（幅と 長さ）により9種類に分けられる。 参考ま でに 、数 ええた枚数 をく 〉に記して お こ う。

I類 幅 4.2cm、 長さ不明(37-39) く 7 〉

II類 幅 3.8cm、 長さ不明(40) く 1 〉

III類 幅 3.4cm、 長さ不明(41) く 2 〉

w類 幅2.9-3.0cm、 長さ不明(42 · 43) く10〉

v類 幅 2.5cm、 長さ不明(44) く 6 〉

VI a類幅2.2-2.3cm、 長さ6.0-6.5cm(45-49) く144〉

VI b類幅 2.1cm、 長さ6.5cm(50-58) く76〉

VII類 幅1.9-2.0cm、 長さ6.1cm(59) く30〉

Vlll類 幅1.9-2.0cm、 長さ5.2cm(62-65) < l3〉

IX類 幅2.0-2.Zcm、 長さ3.5-4.4cm (66-74) く25〉

VI類につい ては見た目ではあま りかわらないようでもあるか、 僅かに異なるので2つに分け

て い る。

BはA のVI • VII両類と 同じ法量で、 ただその中央部が湾曲するものである(75-78)。

Cは幅 2.1cmの湾曲したものを綴じ合わせたもので、 1つの長さがい かほどになるかは不明

(79-82)。肩部付近に使用されたものか。

A~ Cと もに威し孔および綴じ孔を持つのは必定であるが、 い まは銹のためはっきりしない

ものが多 い 。 ただ、41 · 43 · 57 · 58 · 62 · 78等々にお い ては、威し方あるいは綴じ方の一端を

伺 い 知る紐が一 部に残存して いる。 55 · 56 には布が銹着す。 74は最も小型の小札がX状に 銹着
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しているが、 これか本来のものかどうかはわからない。

市毛勲氏が両頭座金付留金具と称されるものであるが、 弓に付属す
直8)

る金具として用いられた可能性が高いので武具として扱う。 皮を巻いた鉄円筒の中に断面方形
弓付属金具(96-104)

の鉄棒を差し込んだものである。 花弁の形ははっぎりしないが、

くとなろう。96には皮革らしき繊維が付着し、

る。 全長2. 7- 3.2cmで、

101には横（長軸に直交する）方向の木質を見

2つの花弁の間は1. 7- 2.Ocmを測る。
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絞具(83-88) 83は完形品である。 本体の長さ4.4cm、 刺金の長さ5.0cm。 83と84とでは

本体のつくりが異なり、 84は 軸部が別造りである。 87 · 88は刺金の破片。

留金具(89-95) 89は菱形をなし鋲が 4 個つく。 長軸長5.6cm。 中央にもうひとつ鋲がつ

くかも知れない。 鉄地金銅張りである。 90は一 辺2.5cm前後の正方形で 4 鋲をもつ。 鉄地金銅

張り。 9 1は2X 1.5cmの長方形で 2 鋲をもちやはり鉄地金銅張りである。 92 · 93は同形品で、 93

も 4 鋲となろう。 94は帯締めがつくもので、 鋲は1個しかない。 95は鋲の先端のみで、 鋲頭と

本体を欠＜ ¢木質が銹着している。

帯締め金具(24-35) 全体に厚すぎる気もするが、 83 · 84の絞具や、 90~95の留金具と一

連のものとすれば、 幅2 cm前後の帯あるいは革紐の締め金具とすることができよう。 24は最大

幅 2.2cmを測る。 12個とも断面は隅円長方形を呈している。 35には別の薄い金具が付随してお

り、 用途が異なるのかも知れない。

鋲(59~62) 留金具でも大きいもの、 例えば43のようなものにとりつける鋲らしいが、 た

だ62は鋲頭のすぐ下に木質を見るので、 直接に木質に打

ち込まれていたものと考えられる。

座金具(63 · 64) 鋲をもつ金具であるが、 どこに取

り付くものかは不明。

不明鉄器(22 · 23 · 26) 22 · 23は双方とも刀子の一

部のようでもあるが定かでない。 22は関らしき段をみる

ものの身となる所には明確な刃部を見ない。 36は何かの

縁金具であろうか。
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近世墓埋土中出土土器(PL. 42、Fig. 59 · 60) 

8号墳出土土器と同一個体とみなされる破片があるので、もともとは8号墳に属するもので

あったとしてよい。

須恵器(1 ~4) 

杯身(1) 口径12.4cm、器高 3.4cmを測る。 受部と立上りの境には切り込みに近い沈線が

入る。 底体部はヘラ削り、立上りの内外は横なで、内面はなでを施す。 胎土良、燒成良好。

堵(2) 口径7 cm、器高6 cm。 底部はヘラ削りで平底となし、体部下半も手持ちヘラ削り。

それ以外は横なでを施す。 肩部に刺突文が巡る。 蓋を被せて焼成した痕跡を口頸部にみる。 胎

土良、焼成良好。

脚台付有蓋壺(3) 脚台の大半と口縁の立上り部分を欠く。 脚台は三角形透しが三方に入

る。 胴部はほぼ球形に近く、最大径22.1cm。 外面は平行タタキ、内面は同心円が入り、いずれ

もその上をなでる。 脚台と頸部には同様の波状文が巡らされる。 胎土良好、焼成堅緻。

甕（ 4) 口径21.1cm、胴部最大径42cmに復原される。 胴部外面は縦平行タタキで擬格子目

となる部分もある。 内面は同心円の上を部分的になで。 口頸部は内外とも横なで。 肩部に自然

釉が付着している。 焼成良好。

円筒埴輪(5)

調整等は8号墳出土のものと全くかわらない。

小結

当8号墳は直径（外径）34mを測る大円墳である。 墳丘については、1965（昭和40) 年頃ま

では小高く 5 m前後はあったらしいが、その後に蜜柑園造成等で削平されてしまい、調査着手

時にはほとんど見る影もなかった(PL. 4)。

途切れ途切れながらも内周溝のみられたことと、そこから若干なりとも円筒埴輪片が出土し

たことは注意される。 今後の類例増に期待したい。

出土遺物のうち埴輪については、円筒・形象ともに量的にも内容的にも種々の貴重な資料を

提供してくれた。 供給源は至近の距離に存する立山山窯跡群と考えて間違いあるまい。 楕円形

埴輪は近年になって注意されており、今後、その意義を問い質してゆく必要があろう。
（註9)

垂飾付耳飾りは出色であり、考古学的意義のみならず美術工芸的にも秀逸さを持つものであ

る。 これについては他の類例も含めて後述しよう。

桂甲の小札がほぼ一領分したことも、九州における類例の稀少性を考えると、この古墳の価

値をさらに高かしめるものである。 これについても別に若干触れたい。

この8号墳が八女丘陵上で占める位置は、時間的にも空間的にも極めて重要であり、磐井と
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その後の動向を知るには欠かせぬものといえよう。

出土した須恵器は型式的には幅があり、 一概に築造時期を土器のみでもって言えないところ

かあるが、 石室構造や他の出土遺物との関連から、 およそ6世紀中葉に近い荊半に築造され、

同後半までは確実に使用されていたと考えられる。 なお、 この8号墳出土須恵器の一 部は、 中

尾谷窯跡群より供給されたものと思われ、 殊に甕の口縁部片 ・胴部片には類似した資料をみる

ことがでぎる。

註1. この内周溝からも円筒埴輪片が20点ほど出土している。 春日市門田2号墳に見られる内周溝には遺物は

なく、 墳丘築造の過程で埋められたとされている。 この内周溝が墳丘形成の際に何らかの機能を持ったで

あろうことは推察できるが、 具体的にどう与ったかは知りえない。

福岡県教育委員会 『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』 第1集 1976 

註2. 福岡県教育委員会 『 野間窯跡群』（岡垣バイパス関係埋蔵文化財調査報告第1集） 1982 

註3. 八女市教育委貝会 『 立山山窯跡群』（八女古窯跡群調査報告N) 1972 

調査された2基のうち、 当8号墳出土埴輪はとち らかというと1号窯出土品と類似しているか、 未調査

の中に供給窯があるかも知れない。

註4. 川西宏幸 「 円筒埴輪総論」 考古学雑誌64- 2 1978 

註5. 突帯上 の一部を指先にて押えつけるようになでた例を2点ほど見る(17 · 62)が、 連続して全周するも

のではないようだ。

註6. 増田精一「 埴輪馬にみる頭絡の結構」 考古学雑誌45- 4 1960 

註7. 末永雅雄 『 増補 日本上代 の甲冑』 1981 

註8. 市毛勲 「 古墳出土の鉄製留金形小品について その名称と用途をめくって 」 古代学研究87 1978 

註9. 豊中市教育委員会 『 史跡 大石塚・小石塚古墳』 1980 

註10. 八女市教育委員会 『 中尾谷窯跡群』 1970 

Fig. 61 8号墳埴輪出土状態
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3. 9号墳

北から伸びてきた丘陵か急に傾斜をかえて下降する分岐点の所に立地する。 21号墳・10号墳

とは約35m離れている。 進入路関係で削平される墳裾の最小限の部分を調査し、 主体部は発掘

していない。

I. 規模(PL 5、 Fig 62)

墳丘は東側が大き〈削られ北西部に残丘を見るが、 現況で墳裾と思われる所から頂部までの

比高約 3 mを測る。 見かけの直径20-23mと見なされたが、 検出した埴輪列か墳域の外縁をな

すとすれば、 直径18mくらいの円墳となる。

＼
 

—_------------------------------ -
- --

- - -/
／イ /-

10m 

Fig. 62 9号墳墳丘測量図(1/200)
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埴輪列(Fig. 63)は5本分

は埴輪基底部が残っていたが、 1
あと6本分の掘り方と思われ

る浅いくぼみを確認した。 埴

輪列のすぐ手前（墳丘中心部

より）に小さな段があり、

らに埴輪列の内側2mには大

きな段をなす削り出しがみら

れる。 これよりすれば二段築

成となる可能性もある。

主体部11. 

さ

不明であるが、 1 0号墳や21

号墳等 と同じく南西方向に開

ロする横穴式石室であろう。

Ill. 出土遺物(PL. 42、Fig.64)

Noを記すものはFig.63の番

号と同じである。

9号墳埴輪出土状態断面図(I /30) 
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20cm 

9号墳出土埴輪実測図(I /6) 

また、 埴輪の成形、 調整等は8号墳のものとほとんど同じであるので省略する。

1はNo.2で楕円形になるらしい。 図示した底径は21.2cm。 底面には植物質繊維の圧痕をみる。

2 • 3はNo.3で、 口縁と基底部破片であるが同一個体かどうかは不明。

ロ縁は波状となるか。 3は楕円形になるようだ。

底部長径27.5cm、 短径20cmを測る。

明。

2は風化著しく調整不

4はNo. 4で楕円形の須恵質埴輪である。

5は出土部位不明で、 底径20cmを測る。 なでが著しい。

小結

9号墳は直径 18m程の円墳で二段築成の可能性をもつ。 裾部には円筒埴輪列が巡らされ、 周

溝は持たない。 主体部は未発掘であるが、 恐らく西南に開口する横穴式石室であろう。

埴輪は土師質・ 須恵質の双方を含むが、 楕円形となるものがほとんどらしい。 時期的には、

6世紀中葉～後半と思われる。
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室である。

掘り方は長軸3.3m、 短軸 2.3mのやや歪んだ長方形プランをなし、 それに長さ 1.3m、 幅

1. 6m程の墓道を附設したものである。 掘り方の深さは 1.3mくらいで、 石室天井石の上面は

掘り方面より 0.4mはど飛び出す。 墓道の南側は攪乱を受けている。

墓道は3 段の階段状となり、 約32
゜
の角度で玄室へ降る。閉塞は4枚の大きめの扁平石と小さ

な石とでなされていたが、 2次的様相が伺われた。 前庭部側壁は両側とも1枚の板石を縦に据

えている。 玄門は両袖石間が約 0. 5m、 桓石とオ眉石間の高さ0.62mを測る。 桓石と玄室床面と

は25cmの段差をもつ。

玄室は主軸長 2.3m、 奥壁幅1. 02m、 玄門側幅 0.91mの僅かに羽子板状を呈するプランで、

高さは最高1.47mを測る。 奥壁1枚と左右両側壁3枚ずつは腰石として石材を縦に立て、 その

上は扁平石の平積みとなる。 側壁腰石の接ぎ目には補強材の配置も見られるものの、右側壁はバ

ランスを保ちえず内傾している。 腰石上の平積み部分は、 小石でのパッキング等を行なって、

主石材の上面レベルがはば同じになるようにとの配慮が伺われる。 側壁と奥壁とが接するコ ー

ナ 一 部分は、 双方から交互に主石材が入りこむ形態をとる。 右側壁の奥壁寄りと、 左側壁の玄

門寄りの 2ヶ所に突起をもっている。

石室縦断形は凸形となり、 あるいは ‘家” の構造を意識しているのであろう。 縦断面図でわ

かるように、 玄門側の天井付近の石積みが乱れているのは、 波多野暁三氏調査の際に、 ここか

ら出入りしたものらしい。 石室内には石材10個ばかりがたてかけてあったから、 天井部の石を

落し込んだとみられる。

iii O 出土遣物(Fig. 67) 

波多野氏の報文によれば 「鉄鏃と用途不明鉄棒と折り曲げた銅板l枚」があったという。 我
（註1)

々の調査に際しては、 当然ながら石室内に遺物は存しなかった。 墓道部分を発掘中に、 攪乱土

中から須恵器片1点が出土したけれども、 調査中に紛失した。

Fig 67は主体部西側周溝直上出土の須恵器である。 坦か、 大型の憩の肩部と思われるが、 器

形は特定できない。 胎土は精良で、 焼成堅緻。 灰白色をなし一部が黒ずむ。 内外ともなで調整。

小結

すでに触れたように、 この古墳はかつて波多野暁三氏が調査されたものであった。

石室の構造は、 石棺の様式を引継ぎ、 石棺の一方の小口壁中央に構口を設けた形制となる。

前庭部側壁が板石を立てているのも、 まさし〈石棺の遺制である。 周溝直上から出土した土器

□□三：し：ロロニ
て

t: ／/／ここロ
が当古墳に伴なうものかどうか判然としないが、 い ＼ I 
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b. 23号墳

I. 規模(PL. 8 、Fig. 68) 

周溝の東側％程を水漕および建物跡により削平 されているが、径 約13mを測る。 周溝の 中心

点は石室中心とは一 致せず、石室奥壁が該当する。

11. 主体部(PL. 9 、Fig. 71 · 80)

西に開口する竪穴系横口式石室で、掘り方は長方形プランをなし、それに幅1.3m、長 さ0.

85m程の墓道がつく。 墓道平面プランはやや丸みを持っており、21号墳ほど角張っていない。

掘り方の深さは1.2~1.3mで、天井石の みが地上に出る形となる。

墓道は略2 段の階段状部から傾斜して玄門に至るが、その角度は約 33
゜

を測る。閉塞は扁平石

5枚に河原石を添える格好となるが、一 度はず されたような形跡がある。前庭部側壁は河原石

を、右側が1列で 3段、左側が 2 列 5段を積みあげる。 玄門は両袖石間が 0.5m、桓石と楯石

の間が1 mある。 桓石と玄室とは20cmの段差をみる。

玄室は両側壁と奥壁に扁平石を横位置に、20-40cmの高さにおいて腰石とし、 その上を平積

みする。 石積みの手法は21号墳と変わりなく、石の上面レベルが揃うようにとの配慮をみる。

突起はない。 縦断面は笛形をなし、21号墳の 如き凸形にはならない。

lll. 出土遺物（巻頭カラー 4 、PL. 52 · 53、Fig. 72-79) 

石室内の遺物の 出土状態は荒ら された如くであり、プライマリ ーな位置は留めていないと思

われた。 珠文鏡は鏡背を上にして出土した。 周溝からは土器 が主に入口方向から出土した。

1. 土器(PL. 52 、Fig. 72-75)

須恵器

坪蓋・坪身·堆．樽形漣・高杯・甕（中形・大形）が出土している。

杯蓋(1- 4 ) 1 は撮みを持ち基部径13.4cm、総高5.1cmを測る。 稜が丸みを持つの と、

ロ縁が外反する形状は特徴的である。 天井部には櫛歯様の原体にて 2 段に、撮みに近い方が1

cm、他が 1.5cmの間隔で刺突文が入る。 天井部はヘラ削りらしいが風化の ため定かでない。 そ

の他はなで。 胎土良、焼成ややあまい。 灰白色をなす。 2 は略完形で、基部径12 .4cm、高さ 4

4cm。 全体に筈形に近い形状を示す。 口縁は直立し長い。 稜も口縁内傾の段も極めてシャ ー プ

である。 口縁内外は横なで、天井部は右回りのヘラ削り。 胎土精良にして焼成堅緻。 灰色。 3

は口縁が外開きとなり、全体に丸みを持つ点を除くと調整·焼成・色調等は 2 と同様である。

基部径13.2 cm、器高4.6cm。 4 は 2 に近い形状で、諸特徴も同様である。 ただ、天井部のヘラ

削りは左回りとなる。

杯身( 5- 9 ) 5 は基部径10.8cm、器高4.8cmで、底体部は左回りのヘラ削り、口縁内外

は横なでを施す。 口唇部はごく僅かにくぼみ、 その 内側は極めてシャ ープな稜線を見せる。 胎
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土精良で焼成はややあまい感じを受ける。 灰色を呈す。 3の杯蓋とセットになるようた。 6は

復原実測で、 基部径10.3cm、 器高4 cmを測る。 7 は基部径10.2cm、 器高 4.6cmで、 口唇部は面

をとらすに尖り気味となる。 底体部のヘラ削り部分は多くない。 受部に自然釉が少しかかるが、

ここに蓋をしで焼成した痕跡をみる。 砂粒多いが焼成堅緻。 底部にヘラ記号を持つ。 8も復原

実測で、 立上りの形状に特徴をみる。 基部径12.7cmに復される。 9 は塊の形状であるが、 後代

の混入らしい。 器表の磨減著しく調整は全くわからない。 胎土は良好だが焼成ややあまい。 灰

白色を呈す。

増(10) 胴部最大径は12cm程になる。 胎土良で焼成良好。 灰黄色をなす。

聴(11 · 12) 11は口頸部のみであり、 あるいは壺かも知れない。 口径 6.9cm。 胎土極めて

精良。 12は樽形懇で、 口頸部と胴部の半分は欠失する。 残存部分に孔をみないか想としてよか

ろう。 大半か復原図であるか、 特に断面図は図の如くなるかどうか定かでない。 残存部分の断

面は図中左に示すものである。 胴部はなでによる調整で、 沈線で画された中に粗い波状文が2

条巡る。 ぱってりした印象か強い。 焼成やや軟質で灰黒色を呈す。

高杯(13) 坪部しかみないが、 脚部は他の類似例を参考に復原して示した。 口径19.9cm、

杯部深さ約6.6cmを測る整美な土器である。 脚部には透しが4ヶ所に入る。 坪部は脚との接合

点から丸みをもって広がり、 大き〈内湾して伸びたあと僅かに外反して口緑に至る。 耳か1個
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あり、 同じ箇所には繊細な波状文が巡る。 およそなでによる調整がほとんどで、 底部付近はヘ

ラ削りのあとなでる。 内面は自然釉がかかり、 灰緑色を呈する。 胎土精良で焼成堅緻。

14は肩部以下は復原図である。 口径16cm、 復原器高は26cm程であろう。 屑部

の張りが著しい。 肩部 ～ 胴部の外面は平行タタキ、 内面はなでを施す。

ロ縁は跳ね上がるような形状を示すが、 その下には三角突帯が張

甕(14- 19)

口頸部は2条の突帯の

間に細やかな波状文が入る。

り出す。 15は底部付近の破片で、 外面は平行タタキ、 内面は同心円の上をなでる。 16は肩部の

破片。 内面には同心円が残る。 17~19は大形の甕である。 17は口径23cm、 胴部最大径50cmを測

る。 外面は平行タタキの上をなで、 内面は同心円を完全になで消す。 口頸部は横なで。

すぐに三角突帯を持つ。 部分的に自然釉の付着をみる。 胎土良、 焼成堅緻。 18は口径23cm、 胴

最大径45.6cmを測り、 肩部の張りが著しい。 胴部外面は平行タタキの上にある間隔をおいてヵ

キ目を巡らす。 内面には同心円とは異

なる圧痕をみる。 ロ縁外側は幅広の面

をとり、 その下に三角突帯を持つ。 突

帯下はカキ目が巡る。 その他内外は横

なで。 胎土良にして焼成堅緻。 19は底

部付近らしい。 外面は擦過に近い削り

のあとなで。 内面は同心円の上をなで。

粘土の接合痕が知られ、 粘土帯の幅6

~ 7 cmである。

土師器(20- 26)

境(20-24) 全部で8個体分ほど

あるが図示しうるのは5個である。 全

てに通じて、胎土は微砂粒を若干含み、

焼成良好。 本来は丹塗磨研土器であり、

やや明るい茶色をなす。 内外ともなで

および磨研を施す。 20 · 21は十字形の

ヘラ記が底部に入る。 21~23は口縁下

の外面が僅かに屈折して稜線が生ずる。

ロ径 ・ 器高は、 20が15.3と 6.4、 21は

15.5と6.4、22は 14.3と6.2、23は 16

.5と5.5、24は 16.5と5.3（単位cm)

をそれぞれ測り、 全体に深みがない。

Fig. 74 
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23号墳出土土器実測図③(1/6)
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高杯(25 · 26) 5 個体分あり、そのうち図示可能なのは 2 個体しかない。25 · 26とも器表

の磨減著しいが、内外ともになで調整らしい。25の 内面は研磨とみえる。25の口径 17.8cm。

2.鏡（巻頭カラ ー 4、PL. 53、Fig 76) 

珠文鏡である。面 径 75.45mm。鏡面の反りは約1 .8mm。鏡面に布の付着をみる。鏡背は、紐

珠文帯(12個） 波文幣ーータト向鋸歯文帯(49個） 外縁となる。縁は ほぱ平縁とし

てよいが、断面はシャ ー プな形をとる。緑錆著しいが文様はよくわかる。波文帯は一部に乱れ

る所を見る事ができる。鉦孔に紐の一 部が残存している。

3.装身具(PL. 53、Fig. 77)

総数1027個の玉類が出土したが、そのうちの 23 個を図示している。計測表は省略した。

棗玉（1 · 2) 質の悪い碧玉製と思われる。両面から穿孔。1は長さ12.85mm、最大径9. lmm。

鉛玉(3 ) おそらく鉛の玉であろう。あるいは後世の混入品であるかも知れない。径9.5 5

mm、重さ 2.2g。

ガラス玉( 4 -75) 小玉が 75 個 ある。ほとんど濃いブルーで風化著しい。 4が高さ6 .15mm、

径 8.4mm。75は高さ2.05mm、径3 .85mm。

20 

21 

口乙
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Fig. 78 23号墳出土鉄器実測図①(I /2) 
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幅 2.3cm、 茎長 6.2cm。 13は

茎のみで目釘孔1個をみる。

鞘口金具(12) 小破片で

断定はできないか、 鞘尻・柄

ロとするよりは、 鞘口てあろ

ご- ―

`
18

つ。

弓付属金具(21 。 22 ) 8

号墳にみられた金具とは形態

上に若干の差異かあるものの、

ここでは弓に付属する金具と

しておきたい。 全長3.7-3.9

cmを測り、 両頭間の芯棒は断

面円形を呈する。

I I I I 
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刀子(14-17) 4本あっ Fig. 79 23号墳出土鉄器実測図②(1/2)
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て、 17のみは西側周溝内から

の出土である。 全て完形で、 茎には木質及び鹿角等々の装具の痕跡をみる。 全長は14が12.4cm、

15は11.55cm、 16は10.lcm、 17が14cmを測る。

馬具(18-20 · 23 · 24) 

呈示しつつ述べる。

確実に馬具と断定しきれぬものもあるが、 ここでは別の可能性も

18は少し細身であるか術としてよかろう。 二連どまりと思われる。 径3 - 4 mmの鉄棒の両端

を輪状に折り曲げている。 これにねじり等はみられない。 19は鐙の縁金具と思われるか、 鋲かみ

られないので、 あるいは鍼壬の可能性もある。 20は鮫具にしては大きすぎるか、 別の用途を想

定しえない。 23 · 24は鞍の緑金具であろう。 23 には鋲かみられ、 木質も銹着している。

Fig. 80 
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C. 24号墳
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Fig. 81 24号墳主体部実測図(1/30)
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I . 規模(PL 10、 Fig. 68)

径17.7mの円墳である。 主体部は周溝内の中心より北東にずれており、 もう 1基を造営して

も平面的には何らおかしくないようにみえるか、

II . 主体部(PL 10 · 11、 Fig 81) 

箱式石棺である。 掘り方は2.77X 1.84mの長方形プランで黒ボク層から70cm程切りこんでい

る。 石棺蓋石は基本的に大きなもの 2枚を置くか、 西側（足位）の足りない部分には小さなも

の数枚をお〈。 また中央部の蓋石接ぎ目には更に石を蓋せる。 控え積みではないが、 余った石

材若干を周辺に置いている。

石棺は側壁 2枚、 小口 1枚を箱形に組合わせたもので、 側壁が小口壁をはさむ形式となる。

西側小口部外側は側壁がはみ出た分だけ空間をもつような形になる。 側壁、 小口壁ともに内傾

し、 床面は人が臥すに十分の広さをもつ。 頭位には大ぎな扁平石を枕としておいている。

Ill. 出土遺物(PL. 54 · 55、 Fig82-87)

1基のみしか造られていない。

頭を東にお〈伸展葬人骨1体と、 頭葬品として鉄鏃 。 鹿角装鉄剣1 口 。 鉄釧。鉄刀子 。 四獣

鏡·王類か出土した。 滑石玉類は左側頭部付近から多く出土している。 鏡は背面を上にして、

その上に鉄鏃。鉄刀子がのっていた。

周溝内からは、 東側より陶質土器が、 北側より土師器が出土した。

出上している。

1. 土器(PL54、Fig82-84)

陶質土器 (Fig 82) 

口縁～胴部の破片である。

復原して口径27.8cm、 頸部

径22.6cm、 胴部最大径52.2

cmを測り、 器高は65cm前後

になろう。 かなり張った肩

にははまっすぐにのびあか

る頸部がつき、

形に開く。

ロ縁は如意

口緑下1.5cmぐ

らいに三角突帯がつく。 胎

土精良で焼成良好。 口頸部

内外が黒灰色で、 他は黄灰

色を呈す。 胴音い外面は横お

よび、 右斜め平行タタキの

上をなでる。 部分的に左斜

゜

なお、 円筒埴輪片 5点も

20cm 

Fig. 82 24号墳出土土器実測図①(1/6)
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めの平行タタキもある。 内面は同心円をなでて消す。 口頸部は内外とも横なで。

須恵器(2-4)

後代の混入品

かとも思われる。

3点とも同一個

体の破片とみて

よい。 外面は格

子目タタキ、 内

面は同心円と、

一部に変形格子

目が入る。 表面

の格子の1辺は

約0.5cm。 胎土

はあまり良くな

く、 焼成やや軟

質。 黒灰色を呈

す。

I I 

Fig. 83 
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24号墳出土土器実測図②(1/3)
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Fig. 84 24号墳出土土器実測図③(1/5)
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土師器(5~11)

高坪(5~ 8) 完形になるものはなく、 全て小破片である。 5 は内面が刷毛目の上をなで

ている。 7 · 8の脚部は内側に明瞭な屈折をもつ。 なべて砂粒多く含み、 焼成はふつう、 赤褐

色を呈す。

甕(9~11) 10が完形に復原できた。 球形胴に外開きの 口 縁を付すが、 胴部最大径はやや

上位にある。 口 縁は横なでによる微妙な変化を有す。 胴部外面は刷毛目（約5本／cm)、内面は

頸の一部に刷毛目をみるのみで胴部はヘラ削り、 胎土は粗さがあり、 焼成ふつう。 やや黒ずん

だ黄褐色をなす。 11についても10とはぼ同じ。

2. 鏡

面径103.50mmの

四獣鏡である。 鏡

面の反りは約 3.5

mm。 鉦一 四乳・

四獣ー―ーニ連の外

向鋸歯文帯—外

縁となる。 外縁は

丸みをもっており、

厚さ 2.4mm。 鉦の

孔には紐が残り、

また紐ズレの痕跡

が明瞭で、 孔の近

くにはいま鏡面へ

通ずる穴があいて

いる。 獣形は全く

本来の形態からト

ランスフォ ー ムさ

ふ
さ…

葛
f
,

ii5
9,2

ぎく
し
忍
忍心
怠心：
ド、[5、'
、、;�、,

;
：i‘;�、�

：;�

れ、 勾玉形のもの

を2個連接した如

くで、 先の方から

細い首がのびて、

乳間に獣面がくる。

しかし、 その4組

こ
0 5cm 

Fig. 85 24号墳出土四獣鏡拓影(I/I)
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の獣面もそれぞれ対称する位置にはない。 四乳は圏座をもつが四乳を結ぶと正方形より若干い

びつになる。 外縁に布の付着をみる。 銅の地肌はにぶい赤銅色となり、 緑錆著しいが、 銅質は

わりに良さそうである。 全体に手ずれの痕跡をつよく認める。

3. 装身具(PL. 55、 Fig.86)

滑石製臼玉294個を検出した。 そのうち10 個を図示する。

高さ1 - 3 mm、 径2~ 4mmで孔径1 -2 mmの計測値中に納

まるものであるが、 形態的には孔の形状も加味すると6種

程に分けられる。 色調は透明に近いものから黒灰色のもの

まである。

4. 鉄器(PL. 55、 Flg 87)

鎌(1)

刀子(2)

釧(3)

茎のみで、 鉄棒に木の皮をまき、

にさしこんでいるらしい。

身の基部に刃かないので鏃のようでもあるが、 いまは刀子として扱う。 身の長

さ4.2cm。 身の鋒付近に布の銹着をみる。

装身具として扱うべぎであるが、

ない。 一部に布か銹着す。

鹿角装剣(4)

それを竹筒
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24号墳出土玉類実測図
(1/1) 

この項で述べる。 厚さ2mm、 幅7 - 9mmの鉄板

が径6.5-7.lcmの環になるが、 つなぎ目が見当らないのであるいはこの釧自体は鋳造かもしれ

この親環に径 1.5cm前後の小環がとりつけられている。

直弧文の入る鹿角製の刀装具をつけた剣である。 全長60.6cm、 身の長48.7

cm、 関幅3.55cm、 茎幅1,6cm。 剣身に木痕をみるので、 鞘入りで副葬したものと思える。

直弧文の入った鹿角装具は、 いま剣にとりついたままのものは柄口の部分にあたると思われ

る。 直弧文はごく一部しか残っておらずその構成は不明とせざるをえない。 別に剣と遊離して

検出された鹿角装具もその部位は定かでないが、 おそらく、 復原図のような着装状態になろう

と思われる。 但し、 この復原図中の直弧文は構成原理を無視して描いている。 4 dの部品につ

いてはどこに用いられたか不明。
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- 81 -



d. 25号墳
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i。 規模(Fig. 68) 

主体部の北側に僅かに周溝の残存をみるのみで、 石室中心が周溝中心とすれば径9. 5 mの円

墳となる。

II。 主体部(PL. 12 Fig. 88 · 95) 

西に開口する竪穴系横口式石室である。 既にかなり破壊され、 腰石と側壁の一部を僅かに残

すのみであった。

掘り方は、 ぎちんとした長方形で、 それに幅1.2m、長さlm余の円みをもったプランの墓道

が附設する。 墓道はゆるやかな約22
゜

の傾斜で2 段階に降りて玄門に至る。 前庭部側壁は右側

の一部しか残っていないが、 扁平割石の平積みである。 袖石は板石を縦に立てていた形跡があ

る。 桓石と玄室床面とは5 cm程しか段差がない。

玄室は狭長な長方形プランをなす。 右側壁は1枚しか残ってないが、 左右側壁とも2枚を横

長においていたものと思われる。 奥壁は裏ごめ材しかみられなかったが、 1枚を腰石にしてい

たことがわかる。 腰石上は扁平石の平積みであり、 左側壁に一部残存するをみるのみである。

石室高がいかほどであったかわからないが周辺の削平を考えても石室の半分は掘り方より上に

出て盛土中にあったものと思われる。

lll。 出土遣物(PL. 56. Fig. 89-94) 

石材が多くぬきとられている割には遺物はよく残っていた。 ほばプライマリ ー な遺物配置と

思われる。 鉄器の武器とエ具、 珠文鏡が出土している。 奥壁側（東側）を頭位とする伸展葬で、

被葬者の左側に刀・短剣・鏃、 右側および直下に大刀・鏃。刀子。鏡があった。 珠文鏡は鏡背

を上にして出土したが、 その周辺は黒ずんでおり、 布袋様のものに包まれていたらしい。 僅か

に残存していた周溝内からは須恵器。土師器の出土をみた。

1。 土器(Fig, 89) 

須恵器(1)

壺か坑になろうと思われる口縁である。 復原口径13.1cm。 口縁下2 cm強の所に段をもつ。 内

外とも横なで。 胎土精良にして焼成堅緻。 黒灰色～黄灰色をなす。

土師器

境(2 ) 全形は不明である。 内外ともヘラ研磨を施す。

胎土精良で焼成良好。 赤橙色をなす。

増(3 ) 口緑部の小破片で全形は知りえない。 器表面磨

減して調整は不明。 胎土良。 赤橙色をなす。

□ 
ゾ
見

〗2
―\3[m

Fig. 89 25号墳出土土器実測図
(I /3) 
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Fig. 90 25号墳出土珠文鏡拓影(I/I) Fig. 91 25号墳珠文鏡出土状態

2. 鏡（PL. 56、 Fig. 90. 91) 

珠文鏡である。面径59.30mm。鏡面の反りは約 2 mm。縁 は平縁となる。背面 は中央から紐

珠文帯( 2列） 斜行櫛歯文帯—外向鋸歯文帯ー一ー外縁となる。 鋳上りが 不良で、 鏡背の

文様は不鮮明である。 鉦孔には紐 が残り、 鏡背上 にも 紐の 一部が遺存する。 何かに包まれて副

葬されたもののようである。

3. 鉄器(PL. 56、 Fig. 92 · 93)

鏃・剣 ・ 大刀 ・ 刀子が ある。

錐( 1 -18) 3型式 に分かれる。 1 · 2 は広根式の定角形で、 1の全長11.8cm、 3 ~10は

片丸造で 3 は大きく折れ曲がる。 3 ~ 8 は完形 になり 6の全長20.7cm。 11~15は片刃式で 完形

の 12が全長16cm。

短剣(20) 全長27.3cm、 関幅 約3.1cm。 茎の目釘孔は1個らしい。 身・茎とも に木質 が遺存

する。

刀(21 • 22) 21が全長45.4cm、身長37.7cm、関幅2.7cmを測る。 柄は茎 を木ではさみ 、その上

を鉄板で覆う形態となる。 22は全長76.25cm、身長66.6cm、関幅3.4cmを測り、 目釘孔は2個ある

らしい。 2本とも 木質の銹着をみる。
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Fig. 92 25号墳出土鉄器実測図①(1/2)
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刀子(19) 全長10. 9cm、身長7.2cm。

磨は湾曲か苫しい。

鹿角(Fig. 94) 剣か刀に付属する

装具であるが、 破片のため鞘口につく

か柄口につくかは不明。 直弧文を持つ

らしいが、 風化著しいため詳細不明と

せざるを得ない。

Fig. 94 25号墳出土鹿角製刀
装具実測図(I /2) 

嘔診

嚢21

゜

20cm 

Fig. 95 25号墳石室（西から）

22 
Fig. 93 25号墳出土鉄器実測図②(I /4) 
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e. 26号墳

i。 規模(PL. 13、 Fig。 68)

径約21mの円墳である。 周溝幅も1. 7-2.4mと広い。 発掘以前にも、 近世墓の墓石か散乱す

る中で、 固辺に比して若干の高まりをみることはできた。

ii 。 主体部

周溝の中心点よりやや東寄りに、 赤色顔料の塗られた扁平石が 1枚、 塗布面を上にして存し

たが、 主体部についてはトレンチを設けてさがしたものの、 掘り方も見つけることかでぎなか

った。 おそらく、 主体部は全て墳丘の中に構築されていたのであろう。 K-1 か周溝中心付近

にあって破壊されていなかったことも、 その想定を裏づけるものである。

II] 。 出土遣物(Fig. 96 · 97)

周溝内からは須恵器の出土はなく、 土師器と円筒埴輪片(11点）をみる。

土師器(Fig. 96) 

碗( 1) あるいは鉢になるかも知れない。 内外とも磨滅か著しいが、 ヘラ研磨しているよ

うだ。 復原口径10cm、 外面口縁下には僅かな稜をみる。 胎土良・焼成良好・黄褐色を呈す。

高坪(2 ~ 4) 破片のみで全形は知りえない。 磨滅か著しいため調整をよく観察できない

が、 外面丹塗磨研らしい。 脚部内面はヘラ削り、 脚部はエンタシス状の膨らみをもつ。 孔の有

無は不明。 胎土精良で焼成良好。 赤褐色を呈す。

甕(5 · 6 )  口縁部破片のみで、 口径まで復原しえない。 磨滅著しいか、 内外ともなでを

施すようだ。 5は外面に一部細い刷毛目か残る。 胎土は良質だが、 焼成はややあまい。

埴輪(Fig. 97) 

11点のうち2 点を図示する。 径までは復しえない。 断面台形の突帯を付す。 調整は下明。 砂

粒多いが、 胎土良。 焼成ややあまい。 赤味黄色をなす。
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Fig. 96 26号墳出土土器実測図 (1/3)
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小結

Fig. IOI 27号墳出土土器実測図③(I /3) 

好で、 焼成がややあまい。 赤味黄色を呈す。 これらが当初よりこの

古墳に伴なうものであるかは疑問とせざるをえない。 1は口縁部片

で内外に刷毛目をみる。 6はおそらく馬の障泥の部分になるもので

あろう。
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竪穴系横口式石室を有する23 · 25 · 27号墳についての構造的問題と、 出土遺物のうち陶質土

器 ・ 須恵器、 鏡、 鉄器等の個々については別に詳述するのでそれを参照されたい。

遺物のうち24 · 26 · 27号墳から埴輪片の出土を見るが、 これは多分に8号墳のものが混入し

たのであろう。

各古墳の年代は、 24 · 26号墳が5世紀初頭 ～ 前葉、 22 · 23 · 25 · 27号墳が5世紀中葉から後

葉の古い頃に比定する。

なお、 21号墳には壁面に2ヶ所の突起がみられたが、 23号墳にはなかった。
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突帯をもつ円筒埴輪片1点をみたか、

鉄器(Fig

剣(2)

刀子(1)

8号墳からの混入てあろう。

105) 

茎のみである。 幅1.6cm。

石室内の出土。 柄は折れ曲かっている。 関幅1.6cm。

S 〗
0 3cm 
I I I I 

Fig. I 05 28号墳出土
鉄器実測図(1/2)
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Fig. 106 28·29号墳全景（北東から）
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b. 29号墳
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Fig. 107 29号墳主体部実測図(1/30)
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i . 規模(PL. 16、 Fig 103)

径16m程の円墳である。 近世墓地によって至

る所を蚕食された状態であった。

ii. 主体部(PL. 16、 Fig 107)

竪穴式石室である。 多くを近世墓地の造営に

より破壊されていて、 旧状を留める所は少ない。

東側が頭位であろうか。

II] ． 出土遺物

主体部掘り方内から鉄器片か、 周溝から須恵

器 ・ 土師器 ・ 円筒埴輪片約15点の出土かあった。

1. 土器(Fig. 108)

須恵器

壺（1) 長頸壺か二重口緑の壺になるものと思われる。 内外とも横なで

�II
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3
ー

mc
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Fig. I 08 29号墳出土土器実測図(I /3) 

で、 胎上良。 焼成に若干のムラあり。 茶灰色を呈す。

甕(2) 胴部片で外面格子目タタキの上をなで、 内面は同心円の上をな

でる。 胎土良、 焼成ややあまい。 黄灰色。

土師器

高杯（3) 坪部破片を図上復原したものである。 脚付け根から大きく開

く形状たか、j:下部中途に膨らみのある屈折点をもつ。 口縁端部は特徴的に外

器鉄
幻／

 

―

―

―

―

―

-

9
土
—

ー
ロロロロロ
ロ
9

Fig

ご

゜

5cm 

反している。 内面は横刷毛目の上をなで、 外面は横なで、 胎土良で焼成あまく、 器面の磨滅著

しい。 赤橙色。

埴輪

朝顔形になるものと思われる破片を含めて15点か出土している。 胎土・ 焼成等は全て8号墳

のものと規を一にしており、 おそらく8号墳からの流れこみであろう。

鉄器(Fig. 109) 

刀か剣の茎部分と思われる。

小 結

2基とも竪穴式石室であるが破壊が著しく、 構造的には不明点が多い。 出土遣物も少なく時

期を決め難いか、 およそ5世紀前葉～中頃に比定されよう。

,

9
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t
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b 。 31号墳
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Fig. 113 31号墳主体部実測図(1/30)

i. 規模(PL 18、 Fig llO)

若干いひつな形となるが、 径10m程の円墳である。

ii. 主体部(PL 18、 Fig. ll3)

箱式石棺である。 蓋石は割れているか2枚を使用している。 頭位は東側であろう。 両側壁は

2枚ずつを用い、 小口壁をはさみこむ。 棺外の側壁接ぎ目には補強材を置き、 また東側小口壁

固には灰白色粘土がみられる。

棺内外・周溝からの出土遺物はない。
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小 結

30号墳は竪穴式石室であるが、 28 • 12号墳とは異なり、 小口壁には1枚の石を据えている。

側壁は最下段から小口積みで、 控え積みもあるので、 石棺系とするには若干の躊躇を覚える。

31号墳は32号墳以下の石棺を主体部とする古墳と同じもので、 時期的にも同じ頃と考えてよ

いだろう。 両方ともほぼ5世紀初頭～中頃の築造として大過ない。

Fig. 114 発掘作業スナップl
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b. 33号墳

i. 規模(PL. 20、 Fig. 115) 

南東側の固溝が欠け、 四角い形状に近いか、 やはり円墳とした方かよい。 径6. 5 mくらいと

なる。

ii. 主体部(PL. 20、 Fig 117) 

箱式石棺であ 「一

る。 蓋石は西側

の1枚しか残っ

ていないか、 本

来は2枚であろ
L 

う。 側壁は2枚

を用い、 棺外の

接ぎ目に補強材

を買く。 側壁。

小口部ともかな

り内傾する。 床

面は西側の方が

広くなるが、 頭

位は東にとり、

地山削り出しの

枕を有する。 こ

の枕上には近世

の骨壺か置かれ

ていた(Fig.118)。

他に出土遺物

はない。

L 

， 
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Fig. 117 33号墳主体部実測図(I /30) 

Fig. 118 32号墳主体部内の近世骨壺
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d. 35号墳

i. 規模(PL. 22、Fig. 115)

はは正円に近 い 周溝か巡り、 径約8 mを測る。 主体部は僅かに北側に偏する。

ii. 主体部(PL. 22、Fig. 120)

箱式石棺である。 蓋石は2枚存したものと思われるか、 い まは1枚しかな い 。 棺材周縁には

灰白色枯土で丁璽な目張りを施す。 側壁は両方ともほは同形同大の石材を対角線上に配置して、

小口壁をはさみこむように組合わせる。 棺外の西小口音いと南側壁中央部には小さな扁平石を集

めて置い て い るものの、 その下には何の施設もなかった。

出上遺物は全くなかった。
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Fig. 120 35号墳主体部実測図(1/30)
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e . 36号墳

i . 規模(PL. 23、 Flg 115) 

径llm弱の円墳で、 北東側の周溝は途切れている。 主体部は若干南側に偏す。

ii. 主体部(PL. 23、 Fig 121)

箱式石棺で、 蓋石は3枚あり 、 粘土で目張りする。 棺外両小口部にも粘土を置いていた。 頭

位は人骨の痕跡の認められた東側であろう。

出土遺物はない。
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Fig. 121 36号墳主体部実測図 (1/30)
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f. 37号墳

i . 規模(PL. 24、 Fig. 115) 

周溝は隅円の方形に近い形状となるが 、 やはり円墳とすべきで 、 径8m前後を測る。 周溝は

西側が途切れている。

ii. 主体部(PL. 24·25 、 Fig. 122) 

箱式石棺である。 この主体部のみが、 他の箱式石棺とは主軸方向を異にしている。 掘り方は

長方形というより台形に近い。 蓋石は頭位が最も大きく 、 計3枚をかぶせる。 粘土目張りが著
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Fig. 122 37号墳主体部実測図(I /30) 
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しい。 側壁は東側が 2枚、 西側か3 枚を用いる。 人骨は頭骸骨と肢骨の一部を認めた。

iii. 出土遺物

周溝からは遺物は出土していない。 主体部棺外東側の蓋石下に鉄鎌と鉄刀子が副葬されてい

た。 刀子は鋒を北に向け、 鎌は先端を北に、 刃部を束側に向けている(PL. 25-(3)）。

鉄器(PL. 57、 Fig. 123) 

鎌(1 ) 全長14cm、 最大幅3.7cmで、 背部の厚さ0.3cmと薄手である。 折り返しは1 cm強の

長さが60度くらいに曲がる。 刃部は外湾刃となる。

刀子（2) 現存長9.7cm、 刃部長7.1cmを測る。 銹が著しい。

こ二亡ニニエ_ - 2

0 5cm =-三ヽ

Fig. 123 37号墳出土鉄器実測図(I /2) 

Fig. 124 発掘作業スナップ2
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g, 38号墳

i . 規模(PL 26、 Flg 115)

途切れ途切れで丸みのある方形に近い形状に溝か巡るが、 やはり円墳とすべきで、 径8 m程

となる。

ii. 主体部(PL. 26 。 27、 Fig 125)

箱式石棺である。 蓋石は2枚で頭位の方か大きい。 2枚の接ぎ目には小石を置き、 その上を

枯土で目張りする。 蓋石下の棺体との間にも枯土が充填されている。 側壁はいずれも2枚の石

／
ー」

, | 

1m 

F I g. 125 38号墳主体部実測図(I /30) 
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を用い、 接ぎ目には棺外に補強材を置く。 頭位は東側で、 歯と人骨若

干が遺存していた。 内面は赤色顔料を塗布するが、 頭部小口壁は全面

でなく一部にのみ塗っている。 足位小口壁には内面にもう1枚の板石

を立てている。

iii. 出土遺物

頭部側棺外の蓋石上に、 かなり浮いた状態で鉄刀1口が出土した。

鋒を西に向けている。

鉄器(PL. 57、 Fig. 126) 

刀 全長67.6cm、 刃部長55.6cm、 関幅3.0cm、 背厚0.7cm強を測る。

茎に目釘孔は2個が存するようである。 銹化著しいが、 木質の遺存が

見られないので抜き身での埋置かも知れない。

| i 

゜

に

20cm 

Fig. 126 

38号墳出土鉄器実測図
(I /4) 
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いか、つくものと思われる。 かえ

りは見られず、その箇所には僅か

な沈線が入る。 全体に通有の器形

に比して扁平さが見られない。 ロ

縁内外は横なで、天井部内面はな

で、外面は左回りのヘラ削りを施

す。 2 も 1 とはとんど同じ器形に

なるであろう。 胎土良、焼成やや

あまい。

甕(3 - 5) 3 は口縁の破片

で、口唇にはなでによる沈線が入

二□□
／／三＼、

2 

゜ 10cm 
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Fig. 128 39号墳出土土器実測図(1/3)

る。 内外とも横なでを施すが、内面の下部には同心円が僅かに残る。 胎土良、 焼

成堅緻。 4 · 5は胴部片で同 一個体の破片とみてよい。 外面は一辺4 mm程の格子

目タタキを施し、内面は同心円が入る。

突帯をもつ(Fig 129)。

mc
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一
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9

1月

け
Fig. 129 

土師器は破片 1点のみで図示に耐えない。 円筒埴輪片は 3点あり、 断面台形の 39号墳出土
埴輪実測図

(I /6) 

小 結

32-39号墳のうち、39号墳が組合木棺である他は箱式石棺を内部主体とする。 石棺はおよそ

共通した形態を示し、特に異なったものは見られない。 ただ、 ほとんどが東西方向に主軸をと

る中で、37号墳のみは南北の主軸となる。

土器は39号墳周溝から見られたのみで、それも 7 世紀後半に比定しうるものであって、到底

築造時期を示しているとは思われない。 箱式石棺も組合木棺もはぱ単 一の時期に連続あるいは

併行して営まれたものと思われ、次項に述べる11号墳が示す時期(5世紀初頭 ～ 前半）と同じ

頃に比定されよう。

なお、遺構配罹図でわかるように、33 · 36-39号墳に囲まれて広場の如き空白地帯がみられ

る。 これは次項の11 · 40-42号墳間にもあって、墓前祭等に関わる広場かも知れない。

また、33号墳主体部内に骨壺が置かれていたが、埋置の時期を特定できないにしても興味あ

る事実である。
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9. 11. 40~42号墳 (Flg 131)

a. 11号墳

i . 規模(PL 29、 Fig. 131) 

径13m弱の円墳で、

所に、 周溝の中心が求

められる。

ii. 主体部

(PL 29、 Fig. 130) 

箱式石棺で、 蓋石は

すでにない。 発掘前に

は蓋石の一部である石

材2枚が棺内に立てか

けてあった。 棺材の周

緑には分厚く枯土を置

いている。 両側壁とも

2枚の石を使って両小

ロをはさみこむ。 南側

壁は接ぎ目に空間が生

じ、 そこは外側から別

の小石材で補っている。

頭位は東になろう。

Ill. 出土遺物

棺外北側の粘土上に

鉄剣・鉄鎌か副葬され

ていた。 また、 周溝内

から須恵器・土師器が

出土している。

この周辺では若干大きめである。 主体部の中心点よりもやや東にずれた
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Fig. 130 11号墳主体部実測図(I /30) 
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になるらしい。 いずれも外面は副毛目のあとなで、 内面はな

でつける。 頸部は横なで。 胎土良、 焼成ふつう。

2. 鉄器(PL. 57、 Fig. 133)

剣（1 ) 鋒と身の破片である。 身幅2. 3cm。 鏑はみられ

ない。 鋒に近い方に木質か銹着す。

鎌(2) 大型の鎌である。 大刀の一部とする可能性もな

いではないが、 細身にすぎることより鎌とする。 最大幅 4.1

cm ゚

゜

10cm 

Fig. 133 11号墳出土鉄器
実測図(1/2)

b. 40号墳

i . 規模(PL. 30、 Fig. 131)

地形的に低くなってゆく北側は周溝か巡らないが、 全体に楕円形に近い形状となる。

ii. 主体部(PL. 30、 Fig. 134)

掘り方は狭長な長方形だが、 他に比して深く、 掘り込み面から箱式石棺の蓋石まで約40cmの

空間をもつ。 蓋石は2枚で、 頭位と思われる東側に大きな石材を置く。 石の接点と周縁には枯

土目張りを施す。 側壁は2枚の板石で、 内面に赤色顔料の塗布は見られない。

iii. 出土遣物

周溝から土師器甕か出土し、 主体部棺外に鉄刀子1本が副葬されていた。

1. 土器(Fig. 135)

土師器

聾 口縁部の小破片である。 口頸部は内外とも横なで、 肩部外面はなで、 内面はヘラ削りを

施す。

2. 鉄器(PL. 57、 Fig. 136)

刀子 茎を欠くもので、 現存長9.9cmを測る。 関の背の所に布が銹着す。
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FI g. 134 40号墳主体部実測図(1/30)

Fig. 135 40号墳出土土器
実測図(I /3) II I) LL5cm

Fig. 136 40号墳出土鉄器実測図(I /2) 
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C. 41号墳

i. 規模(PL. 31、 Fig. 131)

＼

し— E
ゞ
8

Fig. 137 41号墳主体部実測図(I /30) 
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ぉ ややいびつな円形を呈し、 北側は地形的に低くなるので周溝をもたない。 南西側には固溝内

に小型の箱式石棺かあり、 それの西側は幅0.7mのブリッジとなる。

ii . 主体部(PL. 31、 Fig 137) 

箱式石棺である。 掘り方はややいびつなから長方形になるが、 その主軸上に石棺かのらない。

蓋石は2枚を用い、 接点には扁平な小石材を何枚か罹〈。 北側の棺外蓋石下には控え積みでは

ないか、 板材5 ~ 6枚を置いている。 両側壁とも2枚ずつ

で、 小口壁をはさむ型式となる。

iii. 出土遺物

周溝内から土師器高坪か、 主体部内から鉄刀子、 棺外よ

り鉄鏃か出土している。 棺外副葬の鉄鏃群は北側の蓋石下

に、 鋒を東に向けて束ねた如〈して置かれていた。

1. 土器(Fig 138)

土師器

高坪 各部分の破片の実測図を合わせて図上にて復原し

た。 脚裾部は内面に明瞭な屈折かあり、 筒状部はエンタシ

ス状となる。

杯部は丸み

をもっての

びあがるら

しい。 脚部

内面は横ヘ

ラ削り、 外

面はヘラ磨

きらしい。

胎士精良、

焼成良好。

り
り
見
◎

疇
八4

6 

2盃
ほ｝、 、

ー

＠

゜

゜ 10cm 

Fig. 138 41号墳出土土器
実測図(I /3) 

10cm 

Fig. 139 41号墳出土鉄器実測図(I /2) 
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2. 鉄器(PL 57、 Fig. 139) 

錯(1�5) 1は定角形をなすが、 身の中央はスリムになる。 刃部長9. 0cm。 身の中程よ

り先端側に孔を見ることかでき、 透しの一部と思われるかその全形は知りえない。 茎には竹か

木の残存を見る。 2は柳葉形をなし、 逆刺はきわめて深い。 箆被に竹らしきものを見るか、 こ

れは楕円形に近い。 現存長 12. 3 cm。 3 · 4は両丸造の三角形式で、 完形である。 刃部に若干の

違いをみるか、 つくりははは同じで全長も同し14.9cmを測る。

刀子(6) 棺内に存した。 三つに折れて銹着しているが、 鋒はもともと欠いていた。 柄に

は鹿角が 一部に遺存している。
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し ＿ 4-
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4
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83.8m 

゜

Fig. 140 42号墳主体部実測図(1/30)
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d. 42号墳

i . 規模(PL 32、 Fig 131)

やや南北に長い円墳で、 径10m前後を測る。 主体部の中心と周溝の中心とか一 致する。

ii. 主体部(PL. 32 · 33、 Fig. 140)

箱式石棺である。 薔石は2枚を架けたあと、 接ぎ目の所にもう 1枚を被せ、 その周緑を粘土

で目張りする。 棺材の裏込めの補強材として、 棺外に両側壁に接して石材をいくつか罹いてい

る。 東側小口部にも河原石か置かれている。 両側壁は2枚を用い、 小口壁をはさみこむ。 東側

の小口部においては、 側壁か小口壁をきっちりはさみこむように、 側壁の方に若干の挟りを入

れている(PL. 33-(2)(3)）。

出土遺物は周溝、 主体部内外とも見られなかった。

小 結

以上に説明してきた 4 基も、 先の33 · 36-39号墳にみられた如く、 中央の広場を囲むかのよ

うに配列されており、 そこに墓前祭に関わる墓地構成を見ることも可能と思われる。

42号墳を除いて、 僅かながらも周溝からは土器が、 主体部内外からは鉄器が出土し、 ことに

土師器が出土したことは古墳の築造時期を知る手がかりとなる。11号・41号墳出土の高坪は、 24

号墳出土のものと器形・手法上で大差なく、 ほは同時期の所産とみてよい。 これにより、 各古

墳を大略5担紀初頭 ～ 前葉に比定する。

，

｀ 

i
' 
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10. 12号墳
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i. 規模(PL 34、 Fig 141)

径14m前後になる円墳である。 周溝西側は未発掘区域にかかる。

ii. 主体部(PL 34 、 Fig, 14 2) 

竪穴式石室である。 発掘前には、 蓋石の一部か石室の上に立って存した。 本来 2 ~ 3枚の蓋

石であろう。

掘り方は方形に近く、 主体部主軸はやや南に寄っている。 控え積みの石材も多く存し、 竪穴

式石室としては小規模ながらオ ー ソドックスなものといえる。 両側壁とも 4個の石を地山面に

横に置いて最下部とし、 その上に扁平石を平積みおよび小口積みで 5 ~ 7段積み上ける。 間隙

は小石でパッキングする。 小口部は地山を掘り下げて、 高さ35cm前後、 幅50cm以上の石を横長

に埋め込み、

とするが、

その上に小口積みにしてゆく。 床面は、 地山上に 3 - 4 cmの厚さに土を敷いて床

この中に径 1 cm前後の石か含まれているのは、 敷石のつもりなのかどうか判然とし

ない。 頭位は東である。

iii. 出土遣物(PL 58 、 Fig. 143-145) 

石室床面には人骨の一部が覆在し、 装身具・鉄器類が副葬されていた。 頭骸骨は本来の位置

から転げ落ちて肢骨の近くにある。 本

来の頭骸骨の北側にはガラス玉と勾玉、

そして鉄刀子が存した。 足位小口部南

コ ー ナ ーには、 鉄斧2と鉄鎌1か壁に

たてかけるようにして置かれていた。

周溝からは土器若干が出土している。

1. 土器(PL

須恵器

甕(1 · 2 )  

る。

58 、 Fig. 143) 

1はやや軟質の土器

で、 胎土は良好であるが焼成はあまい。

灰白色を呈し、 復原口径は 20.0cmを測

口緑端部のつまみだしに特徴をみ

る：肩部はかなり張り出していくよう

であるから、 胴径に比し、 頸部のかな

りしまる器形になりそうである。 外面

肩部に平行タタキ痕か見え、 それ以外

は横なでを施す。 頸部内面には指おさ

<i:I

Fig. 

5m 

1 4 |
＇ 

[ 

／ 

12号墳地形測量図(1/200)

E
C
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で、 それ以外は横なでを施す。 頸部内面は粘土の接ぎめが明瞭である。 3 · 4 とも砂粒を多く

含むが、 焼成はふつうで黄褐色を呈す。

2. 装身具(PL. 58、Fig. 14 4)

勾玉 1個とガラス 玉105個以上が出土した。

勾玉（1) 硬玉製と思われ、 片面から穿孔する。 全長 47.95mm ・ 頭部幅21.5mm ·重さ4 0.4 g。

明るいオリ ー ブ色を基調に、薄緑の脈らしき節理を みる。

ガラス玉(2 - 92) 105個以上を数えるが、12個を図示した。丸玉および小玉であり、高さ

3.5-lOmm ・ 径 5 .5-llmm ·孔径l .3- 3.5mmの中にほとんどが納まる。 全体にガラスの質はあま

りよくなく、青～藍系統の色調をなす。

3. 鉄器(PL. 58、Fig. 14 5)

斧（1 · 2 )  大小2 型あり、 1は全長14 .5cm ・ 刃部幅6.2 cm。 刃部には稜がついて本体と

区別できるようだ。 袋部は折り返しの方が若干丸みをもつ。 内面には本質が銹着す。 2 は 1と

比したら半分くらいの小型品で、全長8.3cm · 刃部幅3.0cmを測る。 刃部は若干鈍い感じもする

が、稜がついて本体と区別できる。 折り返し部分（袋部）と本体の境目あたりの側面は少し段

゜ ゜

[ 
□ 。 5cm

-
4 

Fig. 145 12号墳出土鉄器実測図(1/2)
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かつく。

刀子(3) 全長7.3cm ·刃部長4.8cm ·関幅1.15cmの小型品で薄手のつくりである。

鎌（4) 全長14.0cm ． 身幅2.50cmを測る。 刃部は折り返しから少し外弯気味にのびてゆき、

先端近くに至ると急に内弯する。 柄を装着して右利き用に使用すれば、 鎌が柄をとりまく形状

となり、 柄は鎌本体により一 部かくれることになる。 左利き用だと、 そのまま裏返しにするか

ら、 柄は全体が見えることになる。 通常は折り返しはこの逆であり、 この手の形成が左利き用

なのか、 あるいは偶然このように折り曲げたのかはっきりしない。

小 結

小型ではあるが、 整美な竪穴式石室である。 人骨を鑑定していただいた永井先生の所見によ

れば、 2体分あって1体は男性であるが、もう1体は女性である可能性が強いとされている（本

書V- 1参照）。追葬か合葬かは定かでないが、 本来単体埋葬の形式である石棺 ・ 竪穴式石室へ

の複数体埋葬の例を加えたことになる。

周溝出土土器は須恵器の位置づけが問題となるが、 陶邑I型式第1 ~ 2段階併行とし、 5世

紀前半でも中頃に近い頃に比定したい。

Fig. 146 12号墳主体部東半部
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11. 石棺墓 ・ 石蓋土壊墓 ・ 木棺墓

周溝を持たず、 古墳の周辺に存したが、 いずれの古墳に伴うものか断定できない。 ただ、 C

5号については41号墳に付属するとみてよいだろう。 石棺墓5基、 石蓋土壊墓4 基、 木棺墓1

基をここで扱う。 時期的には箱式石棺を主体部におく 古墳とはぼ同じ5世紀前葉のものとみて

大過あるまい。

a. C 1 号 (1 号石棺墓） （PL. 35、Fig. 68·147 )

24号墳の東南にあり、 恐らく24号墳に付属するのであろう。 大きさからみて小児用と思われ

る。 蓋石は大きな扁平石3枚と、 その上下および接ぎ目に幾つかの石を置いており、 そのあり

方は24号墳主体部の態様に類似する。 側壁は 北側2枚、 南側3枚で、 南側は2箇所の接ぎ目に

補強材を置く 。

出土遺物(PL. 58、Fig. 14 8) 

棺内の中心よりやや西側の北側壁に近い所に鉄刀子が副葬されていた。

L_ 

E
ヌ
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ーハl し

Fig. 147 CI号実測図(I/30) 

一_J

84m 

ー

1m 

鉄刀子 全長

11.45cm、刃部長

7.9cm、 関幅1.8

cmを測り、 両関

となっている。

茎には木質の銹

着をみる。

゜

5cm 

Fig. 148 
C I号出土鉄器
実測図(1/2)
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b. C2号 (2 号石棺墓）（ PL. 35、Fig. 29・ 149)

8号墳の西にあり、

棺材はほとんど抜き取

られていて僅かに2片

の石材を見るのみであ

る。側壁部に棺材用の

掘り込みはなく、 小口

部も東側にのみ掘り込

みがある。両側壁が小

口壁をはさむ形式とな

る。 8号墳に付属する

ものであろうか。 出土

遺物はない。

8
5
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し

゜ 1m 

Fig. 149 C 2号実測図(I /30) 

C . C 3号 (3 号石棺墓）（ PL. 35、Fig. 115 · 150)

主軸長55cmの小さな小児用の石棺である。 蓋

石は既になかった。側壁・小口壁ともに1枚ず

つを用い、 全体に内傾している。34号墳周縁に

存するので、 これに付属するのであろうか。 ＼ 
C4 号 (4 号石棺墓）（Fig115· 151) 〗:-』い口846m

J
 

d. 

33号墳と36号墳の間に

あり、 破壊が著しく、 僅
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〖
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9
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Fig. 150 
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かに小口壁·側壁の一部

を残すのみである。掘り

方もあまりはっきりせず、

大きさ不明であるが、 小

児用と思われる。側壁の

南側には粘土が置かれて
4.
5
m
 

しヽた。

己
翌5
m

C 3号実測図(I /30) 
戸 戸
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Fig. 151 
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e . C 5号(5号石棺墓） （PL 36、 Fig. 131・ 152)

4 1 号墳の周溝内にあり、 周溝との

切合いか認められないので、41 号墳

に付属するものとしてよい。 掘り方

は把えにくかったか、 長方形プラン

である。 蓋石は1枚を使う。 側壁は

南側に2枚を用いる。 両側壁か小口

壁をはさみこむか、 殊に西側小口部

は側壁が大ぎ〈外へ飛び出ている。

小さいなからも整美な石棺といえる。

f. SC 1 号 (1 号石蓋

土壊墓）（PL36、Fig. 103 · 153) 

28号墳の北東部に存した。 精査し

たけれども二段掘りとはならず、 素

掘りの土塙に5枚

\ 

の蓋石を被せたも

のである。 羞石の

接ぎ目には小石を

置くとともに枯土

にて目張りを行な

う。 この目張りの

枯土は、 東半部2

箇所は灰色＋赤褐

色のものを用い、

西半の2箇所は暗

褐色のものを用い

ている。 頭位は東

とみてよかろう。
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Fig. 152 C 5号実測図(I/30) 
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Fig. 153 SC I号実測図(I/30) 
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Fig. 154 SC 2号実測図(I /30) 

g. SC 2 号 (2 号石蓋土壊墓） （PL 3 7、Fig 115·154)

34号墳の西北に存する2段掘りの石蓋土

堀墓てある。 蓋石は3枚あり、 頭位の東側

が大ぎ い もので、 足位側へと順に小さくな し＿

る。 蓋石上の一部に黄色帖土を見る。

出土遺物(PL. 58、Fig. 155) 

中央より頭位寄りの北側に鉄刀子、 南側

に鉄鏃が、 い ずれも鋒を東に向けて副葬さ

れていた。

鉄錯(1) 完形品で全長1 1.4cmを測る。

片丸造で逆刺はなく、 なだらかな関を形成。

する。 茎には木質が銹着する。

鉄刀子(2) 小形品であるが、かなり

研ぎ減りしたものである。 全長7.5cm、刃部

＼
E
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寸
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Fig. 155 
SC 2号出土鉄器

実測図(1/2)
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Fig. 156 SC 3号実測図(I /30) 
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長4.7cm、 関幅1.1cmを測る。 刃部に布か銹着している。

h. SC 3 号 (3 号石蓋土塘墓） （PL. 37、Fig. 115·156)

SC 2号より5 m程南に存する。 小さいながらも2段掘りの石蓋土壊墓である。 掘り方の平

面プランは帆立貝の形となるか、 これが何を意味するのか不明。 蓋石は両小口部側に2枚を置

ぎ、 その中央に両方に架かるように、 もう1枚を乗せている。
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Fig. 157 SC 4号実測図(I /30) 
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i. SC 4 号 (4 号石蓋土墳墓）（PL. 38、Fig. 131 ・ 157)

42号墳の西隣に存する。 二段掘りの石蓋土壊墓で、蓋石は中央部が中に落ち込んでいた。 蓋

石は基本的には6枚であるが、その他に何枚かを重ねている。

出土遺物(PL. 58、Fig. 158) 

南側の蓋石と蓋石の間の、表面からは見えない位置に鉄剣l口が副葬されていた。

鉄剣 茎と刃部の一部を欠くがほぼ完形に近い。 現存長42.2cm、身長32.2cm、関幅3.5cmを

測る。 身には鏑は見られない。 剣身に木質の銹着を見ないが、茎尻に近い方には木質とその上

に糸巻きが若干残っている。

J. M1 号 (1 号木棺墓）（PL. 39、Fig. 103、159)

28 · 29号墳の中間の北側に存する。 石棺墓の棺材が完全に抜き取られたものである可能性も

否定はできないが、ここでは木棺墓としておこう。 両側壁の掘り込みのみ

を見る。
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SC 4号出土鉄器

実測図(I/4) 
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Fig. 159 M I号実 測 図(I/30) 
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B． 旧石器・縄文時代の調査

立山の丘陵上で、 古墳群より以前の時代については、 昭和31年当時黒木高校の教諭であった

川崎信暁 ・ 岩崎光氏等が踏査されている。 その時の調査カ ー ドによると、 「長峰台地の東縁耳

納山脈前山の南縁にも近く高度60-80m、 付近は立山古墳群であるが封土に黒曜石 ・ 石鏃片が

散在し、 押型文縄文破片もある。 弥生期迄相当広く生活していたことが窺われる。」とされ、「出

土品として縄文土器片石鏃は黒曜石の無柄で凹んだものが最も多く、 三角鏃は3個で剥片は多

数」と記入されている。 その遺物は黒木高校に保管されている。

この川崎・岩崎氏の踏査以後、1980（昭和55)年まで当該遺跡は、 福岡県教育委員会の 『福

岡県遺跡等分布地図（八女市・八女郡編）』の中で、 遺跡番号110231 で、 立山縄文遺跡として挙

がっている。 その位置は若干相違してはいるが、 今回の立山山古墳群の調査範囲も部分的に含

まれている。

以上のことから、 縄文早期の押

型文土器の文化が見られることが、

当然考えられていた。

押型文土器の出土する層位は、

この付近では阿蘇系の火山灰が堆

積した黒色土で、 私達が黒墨層と

称している中から採集されるのが

常である。

立山山古墳群の調査範囲の中で

は、 3ヶ所に多くの資料が出土す

る地点がある。Fig.160 で示すX·

Y·Zがそれである。 その3ヵ所

の中では、 黒墨層の堆積はX ·Y

で見られる。 一応この部分につい

てテストピットをあけることとし、

z の黒墨層がない部分については、

12号墳と42号墳の間から、 旧石器

時代の細石器2 点が出土している

ことから、 押型文の時期よりも古

い文化層を把握することを主眼と
Fig. 160 I日石器・縄文時代遺物集中地点とJ区位置図

(I /2, 500) 
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し、 J区としてトレンチ

を設定した。 J区を含め

出土した資料はパンコン

テナ ーで 3箱分であった。

その主体は石器の剥片か

占めて い る。

1. J区(Fig.161)

3 Xllmの南北に長 い

トレンチを設定し、 ドッ

トによって1点すつ取り

上げることとし、 原位置

をおさえようと試みた。

そして黄褐色枯土層の直

上近くまで掘り下げてみ

た。

Fig 1 6 1の平面図に示

す様に、 遺物出土状態を

見ると、 北側およびp 1 

から東南方向に帯状に分

布して い ることかわかる。

また黄褐色粘土層、 い わ

ゆる新期ロ ー ム直上に分

布することが理解できる。

p 1は平面形か円形を

呈し直径2.80mで、 断面

ははは北側に摺針状に落

ち込み、 肩を有しながら

一段のテラスを持って上

端になって いる。 中には

灰褐色土がつまって い た。

焼土としてあっかうかど

t
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うか疑問をもつが、こ こではピットとして扱う。 この上面で礫器か4点とchipが1点出土している。

原位置で捕捉されたものは石鏃5 点 ． chip45点・礫器 4 点・剥片1点・押型文土器を主体とする

土器15点である。

これらのうち、石器としては石鏃と掻器を、 また土器では押型文土器を中心にとり上げる。

土器(PL 59、Fig 162) 

J区からは原位置で15点の土器か出土している。 そのうちの図示できるもの全てをとり上げ

fつヽo その中での主体は楕円押型文であり、15点の8割強を占める。 他は条痕文土器が1点、無

文土器が2点ある。

Fig. 162の右側のアルファベットは、Fig. 16 1平面図で示した位置のアルファベットと同じで

ある。 1 は横位方向に施文した楕円押型文である。 胎土に細粒砂を含み石英粒か多く、器面の

剥落を見る。 焼成良好。 色調は黄褐色である。 2 は胴部破片で縦位方向に施文したもので、胴

部下半に指痕か残る。 胎土に細粒砂を含み、長石・石英粒か多い。 色調は暗褐色。 焼成は良好

であるか、器面には剥落が見られる。 3 は楕円粒か小さい殻粒文で、横位方向に施文している。

胎土に細粒砂を含み、色調は黄褐色で焼成は良好である。 4 は口縁部破片で器面には横位方向
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L
青‘〗
言
吹`
泊
羹
5，紺，
忙
讐
閾 の穀粒文を施し、裏

面に施文具による原

位条痕を縦位方向に

施文している。胎土

に小石を含み、色調は

黒褐色で焼成は良好

である。 5は条痕文

土器で、胎土は押型

文土器のそれと同じ

で、 色調は灰褐色を

呈し、焼成は良好で

ある。条痕は押却文

心
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Fig. 163 J区出土石器実測図(2/3)

原体を引いたものと同じ様な感じか強い。ここでは一 応条痕土器として分類しておく。 6は横

位方向の施文で、胎土および色調・焼成は 3 と同してある。 7は横位方向の施文で、胎土は細

粒砂を含む。 色調は暗褐色、焼成は良好で、胎土に若干繊維分が含まれている。 8は施文方向

か、横位方向と縦位方向に重なった部分であり、胎土に細粒砂を含み、 色調は暗褐色、焼成は

良好である。

石器(PL 59、Fig. 163 )

1 ~ 5は石鏃てある。Fig 161の原位置平面図での番号と一 致する。5は黒曜石製で、他はサ

ヌカイト製である。 1 は挟りか少ない逆ハ ートのものである。 2 は三角鐵に近い形をとる。 3

は典型的な石鏃で挟りか少ない。 4 · 5は挟りの深いもので、 4は鍬形鏃脚部の破片てある。

5は押圧剥離を施したもので、断面は凸レンズ型を呈している。 6は掻器て母岩原面の側縁郡

に剥離を加えている。コア ー・スクレイパーとした方がよいであろう。 石質はサヌカイトである。

以上、J 区から出土した遺物について若干説明したか、旧石器の細石器文化の遺構や遺物は認

められなかった。補足調査において、この面を 2 0cm掘り下げたところで風化醍層をみたが、こ

の層は遺物包含層ではなかった。

2. 他地区からの出土遺物(PL. 59 -62、Fig 164- 170)

主にX·Y·Z区その他から出土 ・ 採集した遺物について説明を行なう。

土器は60点、石器として認知されるもの 40点前後である。時期的には縄文早期と縄文後～晩

期に大別することができる。

I. 縄文早期の土器(Fig. 165·165)
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押型文土器に伴う撚糸文・条痕・押引文・無文土器等である。総数42点であった。その内訳

は押型文土器24（楕円22 ·山形2)、条痕文土器7、撚糸文土器2、無文土器6、器面の剥落が

ひどいため不明としたものが3点であった。最後の小結の中で、若干押型文土器についてまと

めてみたい。
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押型文土器(1 ~21） 今回の資料の中で、 口緑部の文様帯をもつものについては、 A:表

面に押型文を施文し、 裏面に原体条痕を施したもの。B:表面全体に施文し、 裏面は同一原体

で口縁部に施文しているもの。c: 表面を施文し、 裏面には施していないもの。D:表面は押

型文を施文し、 裏面には原体条痕とその下に横位の回転施文をみるもの。という4つの特徴を

みることができる。

1はAで、 表面に大粒の楕円文が施文されている。裏面には、 原体条痕が縦位方向に口唇直

下から引かれている。しかし、 原体条痕の直下に楕円押型文の一部が残っている。原体施文し

た上を消す様に原体条痕を施している。 2はBで、 裏面に横位の施文を行なっている。ほぼ原

体幅を示すものである。 3 はCで、 器面は縦位方向に回転施文している。4はBで、 表裏とも

横位方向に回転施文を行なっている。20は山形文で、 裏面に原体条痕を施したものでAにはい

る。21は同じく山形文で、 裏面に原体条痕を施し、 その下に山形文を回転施文しているもので

Dにはいる。以上が、 口縁部破片にみる特徴である。他の破片については、 ふつうは横位方向

に施文されるものが多いのか一般的であるが、 ここでは縦位方向に施文されているものが目に

つく。 3 · 8 · 10 · 15 · 18がそれである。また不整に施文しているものが、 2 · 5 · 12 · 13で

ある。胎土には細粒砂を含み、 一 部に石英粒が混入している。焼成は良で、 器面の剥落をみる
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Fig. 165 立山山出土土器（撚糸文・無文）実測図(I /3) 
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ものが多い。 色調は黄褐色から灰褐色を呈する。

条痕文土器(22-28) 条痕にもいろいろな形かあり、 22 · 23の様に表裏に条痕を有するも

のもある。 24は原体条痕で、 27も同じものと思われる。 25 · 26 · 28は、 アトランダムに引かれ

たものと考えられる。 胎土には小石を含み、 色調は黄褐色か黒色に近いものが多い。 焼成は良

好である。

撚糸文土器(29-30) 2点で、 縦位方向に施文している。 2点とも撚糸原体はLである。

胎土 ・ 色調は押型文土器に類似する。 焼成は両方とも良い。

無文土器(31-36) 器壁の薄いもの(31-32 )と、 厚いもの(33-36)かある。 胎土に小

石を含んでいるもので、 色調は、 厚手のものは赤褐色で、 薄手のものは黄褐色を呈する。

ii. 縄文後～晩期の土器(Fig 166) 

1 ~ 6は口縁部破片で、 7 。 8が底部破片である。 全て祖製土器で、 器形的には浅鉢になる

ものが多い。 胎土に細粒砂を含み、 色調は黄褐色から灰褐色を呈し、 一部に黒斑をもつものも

ある。 器面の調整は表面に研磨が施され、 裏面はなで仕上げである。 焼成は軟質であるため、

調整の不明な部分がある。 4は口緑部か若干の波状をなして、 所謂リボン状の撮みを有し、 直

下に補修孔をもつ。 7 · 8は平底をなしているもので、 7 は浅鉢の底部、 8は深鉢の底部と考

えられる。

時期的には縄文後期終末から晩期初頭に比定したい。

iii. 石器(Fig 167-170) 

X · Z地点を中心に採集されたもので、 パンコンテナ ー 2箱分ほどであった。 その中で石器
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Fig. 166 立山山出土土器（後～晩期）実測図③(1/3)



と認定されたものについて説明を加えたい。

細石器(1 · 2 )  細石刃で、 両者とも黒曜石製のもの。 1は石核から削ぎ取ったもので、

打瘤面まで残っているスポ ー ル状のものてある。2 はその破片上端部と下端部か折れている。時

期的所属は、 旧石器時代の終わり頃の細石刃文化の所産である。

石錯( 3 -24) 飛道具の一種で、 3 · 4 は挟りか深いもの、 5 ~ 8は所謂、 鍬形鏃といわ

れるもの、 9 -19までは逆ハ ー ト形のもの、 21~23は脚部か折れたものである。 24は三角鏃と

いわれるものである。 黒曜石製のものは、 3 。 4 · 6 · 7 · 9 · 11 · 12 。 19 · 20 。 23 · 24。 他

は安山岩製のものである。 押型文土器と伴う鏃は鍬形鍬といわれるもので、 その典型は6 · 7 

である。

剥片石器(25-27) この 3 点は母岩から剥ぎ取ったもので、 チャ ー ト製である。 打瘤痕を

残し、 原面の一部を残している。 他に73点の剥片かあり、 黒曜石製53、 安山岩製20である。 使

用された剥片はなかった。

石核(28 · 29) 母岩として使用されたもので、 両者とも原面を残している。29はツ ー ルとし

て使用されるもので、 礫器としてもよいだろう。 石質は両者ともチャ ー ト製。

礫器(30) 自然礫の一 方を刃部としたもので、 刃部は交互剥離を行なったものてある。 握

斧の様に持ちやすいものを選んでいる。

磨製石斧(31-34) 31は断面が乳棒状を呈し、 刃部は蛤刃である。 磨きは中央部まて行な

われている。 局部磨製で、 石質は粘板岩である。 32は小形の磨製石斧である。 刃部は鋭利で、

石質は硬質砂岩。 33は刃部から中央部で割れたもので、 刃部のみ局部磨製を行なっている。 石

の
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Fig. 167 立山山出土石器実測図① （細石器・石鏃） （1/2) 
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3． 甕棺その他

甕棺および埋甕らしい土堀3基かある。 Kの記号を冠して表記するものの、以下の如くであ

ることをお断りする。

K- 1 は甑棺と称してよいかも知れぬか、合せ甕てはない。K- 2 については埋甕とするのか

適切な表現のように思われる。 K- 3 は、むしろ土器 ·礫の入った土墟とすべきであろう。

K - 1 (Fig 68) 

調査手順の初歩的ミスで図面。写真を欠くものであるか、26号墳の中心部付近に存したこと

は間違いない。 主軸をはは‘南北にとり、径50-60cmの土壊内に埋置されていた。

Fig 173-laは底部を除いて図上での復原である。 底径8.1cmを測り、胴部最大径は図では37

.3cm。 肩部かやや張って頸部で若干すぱまり、口縁へはははまっすぐにのびるものと思われる。

外面は縦のヘラ研磨、内面は頸部か縦、 その下 2 cmくらいか横のヘラ研磨、 その下については

なでか研磨かはっきりしない。 底部外面は植物質繊維の圧痕をみる。 胎土に砂粒多いが、焼成

は良好。 灰黄褐色を呈す。

lbは精製磨研の鉢の口緑部片である。 胎土にはやや粗土がみられるか焼成良好。 黄褐色を

なす。

K - 2 (PL 40、Fig 115·171) 

34号墳の近〈にあり、S -81" - Eに主軸をもつ。 東西57cm、 南北62cm、 深さ25cmの円形に近

い土壊内に粗製の鉢を入れている。

Fig 173-2は粗製の鉢形土器で、胎土はぎわめて粗い。 外面か横方向に条痕か走り（原体不

明）内面はヘラなでらしい。 焼成はふつう。 茶褐色を呈す。

K- 3 (PL 40、Fig 103·172)

東西61cm、南北69cmの円形に近い土灌で、 その中に花商岩礫 5個

余りと縄文土器片 5個程か入っている。 深さは35cm。 土器は床面に

なく、かなり浮いた状態である。 °

Fig 173- 3 aは祖製の鉢で、一度屈折してから底部へのびる器形に

なろっか。 口唇部には浅い刻みか入る。 外面は横の擦過か施され、 [30cm 

内面は不明。 砂粒をきわめて多く含む。 焼成ふつうで黒っぽい褐色 ：：

を呈す。

3bはやはり粗製の鉢の 胴部片と思われる。 外面は横に条痕が走り

内面はなでらしい。 外面は黄褐色で、内面は黒色を呈す。

し ーJ

Fig. 171 K-2実測図
(1/20) 
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以上の3基は、 時期的には縄文時代晩期初頭～後半に位置

づけられる。 この立山山て縄文期の遺構か検出されたことは、

それ自体か大きな成果といえよう。 生活遺構については北部

九少卜1全般でも検出例か少なく、 当遺跡にても見出しえなかっ

たが、 上述した甕棺等は多分に住居の近〈に営まれていたも

のであろうから、 本来は近辺に存したものと思われる。

0 50cm 

Fig. 172 K - 3実測図
(1/20) 
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C. その他の遺構と遺物

時期不詳の土堀 1基と石組遺構3基、 そして近世墓に伴なっていたと思われる古銭について

触れておこう。

1. D 1号(1号土塙） （PL. 39、Fig 115·17 4 )

34号墳主体部の掘り方を切って存

する。 土壇墓としてよいように思う

か断定はでぎない。 主軸はN- 90°
— 

Eで東 西方向にあり、 主軸長1. 41m、

輻0.64m、 深さ0.2 m強を測る。埋土

中より縄文晩期土器片か出土してい

るか、34号墳よりは後出するもので 03 

ある。 時期的には不詳とせさるをえ

なVヽ。 ゜

斤

し一

�----- t 
848m□\===之戸一

1m 

Fig. 174 DI号実測図(I/30) 

11。 石組遺構(PL 41、Fig 115 · 1 75) 

11 · 40 - 42 · 12 号墳の存するあたりの発掘区南端に、 自然石（河原石）を並べた石組遺構3

基を検出した。

a. SR-1 ( 1号石組遺構）

2列並行の石組は東に3個、 西に 2 個の石を残して土堀と重複しており、 土堀の方か新しい。

右列の主軸はN- 6 ° -Eをきす。 2列間は約2 0 cm。

b. SR-2 ( 2 号石組遺構）

最もはっぎりとした 2列の石組であり、 その主軸はN-16°-Eをさす。 東に11個、西に10個

を配し、 南側では 2列の間に小醗10個ばかりが存する。 2列間は13-15cm程を測る。

C。 SR-3 (3号石組遺構）

主軸をN- 7 ° -Wにとり、東に3個、 西に11個か並ふ。 東側は本来もっと存したであろう。

2列間は約23cm。
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以上の石組遺構は、 時期的にも、 また機能としても見当のつきかねるものである。 最も残り

のよいSR-2をみても、 意識的に石を配列した様子は十分に伺えるが、 その意味するところ

はわからない。 排水溝とするには、 その対象となるものが不明である。

iii． 近世の遺物(Fig. 176·177) 

近世墓地に伴なっていたと思われる古銭6枚がある。 「文久永費」が1枚と「寛永通賓〗が

5枚あり、 径2.2-2.7mmの法量の間に納まる。 6枚とも26号墳の同溝発掘中に埋土中から出土

している。

；ふぃ•

Fig. 176 近世の銭貨(1/1)

Fig. 177 近世の銭貨
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V.自然科学系の調査

1. 立山山人骨

九州大学医学部 解剖学教室 教授 永 井 昌 文

概括所見

全般に保存状態は不良で、 ほとんどが頭骨・歯•四肢長骨などの破片を残してい るに過ぎな

い 。 従っで性別、 年齢の推定には非常な困難を感ずるが、 可能な限りの努力をして作成したの

が下記の表である。

出土人骨鑑定 表 ）内はやや不確実

番号 埋葬形式 性別 年齢 保 存 状 態 副 葬 品 そ の 他

23 竪穴系横口式石室 (8) 成年 頭およぴ四肢骨小片、 歯冠13個 珠右文1 則
鏡外耳、 玉道骨腫鉄鏃、 鉄刀子そ の 他

24 箱 式 石 棺 含 熟年 腐食著しい頭骨のみ、 他は長骨細片 四獣鏡、 鉄剣、 鉄鏃その他

25 竪穴系横口式石室 含 成年 歯冠 6個と主として下肢長骨片少量 珠文鏡およぴ多数の鉄製品

27 同上 （含） 成年 頭下 お顎右よ 1ぴ則
大四肢

臼
長
歯冠

骨の1個細片少量 なし

28 竪 穴 式 石 室 （早） 成年 ほとんど歯冠のみ歯13個 鉄剣

36 箱 式 石 棺 辛 熟年 頭骨片のみ なし

37 同上 不明 成年 頭及ぴ四肢長骨の細片少量歯冠11個 鉄刀子、 鉄鎌（棺外）

38 同上 不明 成年 歯冠18個と緻密質の薄い骨細片少量 鉄刀（棺外）

12 a 竪 穴 式 石 室 含 熟年 頭蓋冠右半、 下肢長骨体部歯10個 勾玉、 ガラス玉、 鉄斧、 鉄鎌

12 b 同上 不明 成人 左大腿骨骨体中央部

次に各項につ い てその概略を付記した い 。

埋葬姿勢

写真·実測図から推してすべてが仰臥伸葬であったと思って大過な いであろう。

推定身長

根拠になる残存骨は四肢長骨の骨体中央部のみであるので推定は断念せざるをえなかった。

抜歯風習の痕跡

明確にその証跡を残すものは一例も無かった。 保存状態が良ければある い は一 二証明出来た

かも知れぬが、 い ずれにせよ当時、 この地域でも既にこの風習は衰微して い たと見て良くは無

かろうか。
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赤色顔料の使用および青斑

実検した10体のうち、 23-25、 36 · 37号墳人骨計5 体に顔料の付着を認めた。 いずれも顔面

骨ないしはその周辺の骨である。 骨消失のために見逃されていることも考えられるので、 むし

ろ顔料を用いるのか葬送儀礼として一般的であったように思う。 副非品の豊富な遺体には必ず

と言ってよいはどこの顔料か用いられている。

なお、 24号墳人骨の左大腿骨上半部破片には青斑か認められるか、 これはその付近に出土し

た四獣鏡の緑青によるものと思われる。

竪穴系横口式石室内の人骨について

この埋葬形式には異時埋葬（追葬）が考えられるのて、 23 · 25号墳の石室内人骨は複数体で

あるか単体であるか精査したか、 複数体を示す明確な証拠は1 例も得ることか出来なかった。

因みに12号墳の竪穴式石室内からは12 aと表記した熟年男性の骨以外に、 これより細小で女

性かと疑われ、 明らかに別個体に属する左大腿骨体中央部12 bか出土している。 発掘以後の整

理の段階での紛れこみで無ければ、 合葬と見倣さざるをえない。 次項に記するような理由で後

者は前者にくらべ腐食がはなはだしく大部の骨が消失したのであろう。

性別と墓域

上表に掲げた性別不明の人骨はどちらかと言えば女性の可能性か強い個体である。 一般的に

言って頑強な男性にくらべ 「せん弱」な女性や子供の骨は長年の腐食に堪えかねて消失の度か

強し‘。

もし仮に上記性別不明の人骨を女性と見倣せば、 性別によって墓域か相異するような傾向も

看取されるか、 この点は今後の出土例を侯って諸角度から憤重に検討する要があろう。

2. 立山山1号住居跡出土赤色顔料の分析

福岡県衛生公害センタ 一 環境科学部 部 長 森 彬

環境理学課 主任技師 田上 四郎

分析結果

検 体 外 観 鉄分 酸化鉄として

八女市立山山住居跡出土 暗赤色粉末 27% 38.6% 

蛍光X線分析法により鉄を主成分とする赤色粉末であることを判定した。

：I 鉄分の分析は原子吸光分析法により行った。
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VI 。 立山山古墳群調査史抄

II- 2で触れておいたか、 岩崎光・波多野院三・小田富士雄の各氏は立山山古墳群中のいく

つかの古墳および出土遺物について、 これまでにある程度発表されている。 長い間八女地方の

調査に携わってこられた岩崎光氏には、 1968年に文化財保護委員会が発刊した 『全国遺跡地図

（福岡県）』作成の際に基礎資料として八女市教育委員会に提出された遺跡調査カ ー ドもあり、

そこには氏の長年の遺跡踏査の足跡を見ることがでぎる。

しかし、 三者ともに独自に呼称をなされているので、 同じ古墳を指していながら違った名称

も見られるようである。 今回調査した古墳について触れているのもある。

立山山古墳群の30基弱の古墳か消減したいま、 研究史的意味もこめて各氏の記述を抄録し、

かつ今回の調査した古墳との想定しうる対照を示したい。

なお、 抄録したあとのコメント（→)では、 今回報告分および 「 県分布図」中の古墳番号は

〈 〉として示す。 また、 「 」は全て原文のままの引用てあるか傍点は引用者か付した。

岩崎光

『八女・山門』1967より

「八女市忠見本真浄寺2号古墳

…•••内部構造～石室は頂上部より、 南に寄っている。石室は西に羨門を設け、 それから西へ2m長さ

2 m20、 深さ1m、 巾は箱式石棺と同様天井石のところで50cm、 東下底80cm、 西50cmのかまばこ型の竪
0 • 0 0 0 0 

穴式石室て、 八女市八幡区川大大屋敷古墳、八女市忠見区大籠日追古墳、 八女市忠見区立山1号古墳と類

似している。··· (P 51)」

→ここで立山1 号古墳としているものは（その時まてに知られていたものとしては、 次項に

引用する波多野院三氏が時和26年に調査されたものしかないはずだから）、 恐らく 〈21号墳〉

のことであろう。

「八女 山門主要古墳一覧」から抽出 (P. 66-68) 

番号 遺 跡 名 所 在 地 地 形 出 土 品 保管場所

2 竪穴式石室 八女市忠見 台地上 人骨、 貝輪
(30) 

1 3 立山古墳群 八女市忠見立山 台地線 金環、 直刀、 埴輪、 鏡 岩崎 光

30 弘法山古墳 八女市忠見区立山 低 地 埴輪、 須恵器

49 団蔵塚古墳 八女市忠見区立山 台地腹 巨石墳
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次に、 岩崎光氏の遺跡踏査の足跡を知る資料として ‘‘福岡県埋蔵文化財包蔵地調査カード”

がある。 遺跡分布地図の基礎資料となるもので、 本来は人目に触れないものであるが、 ここに

関係する所のみを引用紹介する。

A 「立山古墳群第1号墳

高度80mの長峰丘陵の上に設けられている高さ3m50 径22mの円墳。 羨道の長さ2m、 石室の長さ2m

80最大巾2m62内部の高さ2m50ア ー チ形に積み上げてあるこの 古墳の墓城の境界には埴輪が立ってい

た。 形象埴輪も一 部残っていた。 羨道の入口の北西にはかめ、 壺、 高杯など 須恵器多数出た。 石室内部

から扁平の丸石が密に重ねて敷きつめられ、 鉄鏃、 銅鏡、 曲玉、 丸子玉、 金環、 直刀など多数出ている。

西南20m北東20mには石棺があった。」（調査年月日・ 昭和26年8 月4 日）

B 「立山1号古墳

丘頂高度約90mで耳納山塊の支塊赤藪山塊の一 部をなし、 昭和39年所有者が果樹園造成のため全壊、

跡形なく壊 された。 単室で石室底部には薄円板状礫をしている羨道が短かく胴張り4mである。 羨道…

…南西」

出土品に 「 1. 形象埴輪 小型武人 2. 銅鏡（初製） 3. 鉄刀 4· 土師壺、 須恵器 大器 台」

→Bの記述には調査年月日が見られないが、 筆致を他と比較すると昭和40年のものらしい。

A · B双方の ‘‘1号墳” が同一のものか全く別なのか判然としない。 Aの記述ではく7号墳〉

が該当しそうでもある。 Bは全壊したという記述を重んずれば、 く26号墳〉とも考えられる。

C 「立山古墳群2~4号

第1号墳の東 130mには小円墳があったのでその石材一 片が立てられているのを第2号墳とする、 そ

の南東50mにある第3号墳は径1 8m高6m美しい形の円墳で現在頂上に亭が建てられている。 こ れは処

女墳である。 第4号墳はその北東50mにある高2m径10mで西南向から須恵器が埋められていたd （調

査年月日・ 昭和29年8 月 ）

→このカードの裏に付されている地図でみるならば、 断定的ではないが、 1号墳がく13号墳

〉、 2 号墳かく12号墳〉、 3 号墳がく8号墳〉、 4号墳はく7号墳〉に比定できそうだ。

D 「石棺及び竪穴石室（立山古墳群2号 ）

高度80mの長峰丘陵の立山台地の斜面に並んでいたのを、 昭和17年開こんの際に出したもので、 巾40

cm長1m60程のもので人骨の残っていたが、 部落民は後難をおそ れて埋めてしまった。 竪穴石室の内部

は、 巾80cm長lmで深さ80cm 人骨はほとんど残っていなかったが貝輪が発見されたoJ （調査年月日・

昭和1 8年、 昭和24年）

→現在養鶏場があるあたりで、 かつて石棺が多数出土したというからそこのことであろうか

(Fig. 13) 

E 「 弘法山古墳（立山4号墳）
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→この項で
「

円筒はにわ」 「人物埴輪 頭部」
「

形象埴輪残片」の3点を図示、 説明されて

いるが、 そのうち人物の頚部のものは
『
立山山窯跡群』の報告書中では岩戸山古墳出土として

取扱ってある(P 79）。 この2号墳かどの古墳に相当するか見当かつかないか、 1 号墳〈21号

墳〉との距離と方角とが正しいとすれば〈2号墳〉か候補となる。 しかし、 〈2号墳〉の調査

の際には埴輪は一点も出土していない。

「立山大塚の土器

ここで立山大塚と言うのは立山部落のま上の2号墳から北方に開墾された丘頂を300米位行った正面

にあった径約20米位の円墳を指している。・・・・・・（後略）……」

→ここに図示・説明してある土器は
『
中尾谷窯跡群』の中において、 小田富士雄氏が立山古

墳群出土土器として一 括してある(P 33)。 それは互いに全く同じ図である。 ほは〈8号墳〉

として間違いない。

閉塞状況

｀ら

こ--- 9
° 

‘/ "

立山 一号墳石室実測図
゜ 1 m 

伽
三
二
〗
釦

前

Fig. 178 波多野院三氏調査記録(21号墳） （ 『筑紫史論』第三輯より転載）
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小田富士雄
『 塚ノ谷窯跡群 』 (1969)には立山古墳群の須恵器として、 団蔵塚 7点、 立山古墳 7点が

図示されている。 各々の位置関係等には触れられていない。
『中尾谷窯跡群 』 (1970)より

「八女市立山古墳群

立山部落の背後丘陵上にある古墳群て 、 立山古墳 、 団蔵塚古墳や東寄りの山麓には巨石墳1基かある。」

『立山山窯跡群 』 (1972)中の 「 八女地方における埴輪発見古墳一 覧」 "， 

( P .  78)では、 立山1号墳は円墳て横穴式石室をも ち、 形象埴輪として

人（腕） 。 家。甲 ・ 馬をもつ。 円筒埴輪は記載なし。 団蔵塚は円墳で内

部構造は？、 円筒埴輪あり、 となっている。

→以上をみるに、 立山古墳(1号墳）とは恐らく 〈8号墳〉 であろう。

団蔵塚は主体部不明というから〈9号墳〉、〈7号墳〉、〈13号墳〉 あたりが

候補となり、 山麓の巨石墳、 すなわち〈3号墳〉とは別のものを指してお

られる。

追補

八女市中央公民館に保管されている鉄器 ・ 土器のうち、 関連するものに

ついて図示する。

Fig. 179の鉄刀には 「立山古墳」のラベルか付してある。 全長58. 8cmを

測り、 身・茎とも に木質か銹着している。

Fig. 1 80 · 181の中で 3と21には 「 1964年11月こうほう山古墳」と墨書

のラベルが貼ってあるか、 他に注記されたものはない。 小田富士雄氏が報

告された中に同じ土器の図示があり、 それによれば次のようになる。

立山古墳 9 · 14 · 17 · 19 · 26 · 27 ( 『塚ノ谷窯跡群 』 第35図

〈P. 71〉)

立山古墳群 13 ( 『中尾谷窯跡群 』 第23図〈P. 33〉)

平原（弘法谷） ・日当山古墳群 ー―-1·3·5· 8 。 12· 13 · 16 · 18 

· 21-23（同上書第24· 25図〈P. 35-36〉)

釘崎3号墳 28 (『管の谷窯跡群 』 第26図〈P. 34〉)

゜

20cm 

Fig. 179 

立山古墳出土鉄器
実測図(I /4) 
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Fig. 180 八女古墳群出土須恵器実測図(1/3)
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単位とする3小群に分ける (BI 

- B iii)(Fig 18 2- 3 )。

れをとるかで群構成のあり方と、

この い ず

その後の展開に違 い か生ずるのは

当然であるが、 い まは 2 つの可能

性の示唆のみにとどめた い 。

竪穴式石室の4基は、 28-30号

墳の群(B I) と、1 2 号墳の群(B

H これは未発掘区域にまだ

分布するであろう古墳と組みあっ

て群をなすと思われる）とがある。

さて、 今まで述べてきたことと

大部分にお いて重複するが、 次に

古墳の年代と主体部の相違とで分

かつならば、 調査区内で4つの群

があり (Fig.183)、立山山古墳群

全体とすれば6つの群を見ること

かでぎる。

I は箱式石棺を主体部とするも

ので、 24号墳のみがA群中にあり

他は全てB群にある。 24号墳の規

模と副葬遺物はB群と比べて数段

の違いかあり、 これは被葬者間の

階層差の現われと見ることかでぎ

よう。 つまり、

びBi~ Biii群の頂点に立つのが24

号墳と いうことになる。

頭 ～ 前葉頃のことである(Figl83

- I)。

IIは竪穴式石室を主体部に

もので、

二
／：
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これらは、

B1- B6群およ

5世紀初

それぞれの群でまとま

っているのか、 ある い は別に頂点 Fig. 182 立山山古墳群墓道復原図
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に立つ古墳の存在を見るのか定かでない。 A群中の26号墳かもし竪穴式石室を主体部にしてい

たのであれば、 先に見た24号墳のあり方と同じ性格を付与できよう。 5世紀中葉前後の様相で

ある(Fig. 183 - II)。

IIIは竪穴系横口式石室をもつもので、 全てA群中にある。 出土遺物と石室形態からみて21号

墳が古く、 2 2 · 2 3 · 25 · 27号の順に新しくなっていくものと思われるが、 その年代的幅はあま

り大ぎくないと考える。 これらは石室構造からすれば追葬が可能であるか、 人骨の遺存してい

た2 3 · 25号墳においては1 体分しか見られない。 恐らく追葬は行なっていないのであろう。 21

号墳から27号墳へと、 同形態の（個人用の）古墳が継起的に築造されたということは、 先に述

べた I · IIのあり方とは根本的に異なるものである。 この被葬者系列は24号墳・26号墳から引

き継かれたもので、 群構成に変化を見るということは、 この古墳群を構成した背後の社会（集

団）の質的変化によるものであろう。 5世紀中葉以降のことである(Fig 183 - III)。

即こ横穴式石室の 8号墳かある。 調査区内にはこれ1基しかないか、 ほは同時期かやや遅れ

るものとして、 規模が若干小さく思えるものの7 · 9 · 13号墳かあり、 これらはそれぞれが 1

50m程の距離をおいて丘陵頂部に立地している(Fig. 183 - VI)。 前代までの近接して群集する

あり方とは全く異質であり、 大ぎな変化をそこに見ることかできる。 また、 立山丸山古墳は採

集された埴輪から見る限り8号墳と時期的にはあまり変わらないものと思われる。 とすれば、

小さいなからも前方後円墳である立山丸山古墳は、 上述の7 - 9 · 13号という円墳群の盟主た

る位憧を占めるのであろう。 しかしながら、 丘陵頂部に円墳群があり、 裾部に前方後円墳があ

るという占地関係は、 そこに何かしら意味があるようにも思える。

Vに調査区域外を含めてみると、 8号墳等に後続するものとして複室の横穴式石室をもつ10

号墳かこよう。 これは丘陵先端の斜面に近い所に立地する。 6世紀後半代の築造と考えてよか

ろう。

さらに10号墳のあとにくるものとして、 VIに丘陵斜面に立地し巨石を使用した3号墳がある。

童男山古墳と同じ頃、 すなわち6世紀も終わりに近い頃の所産と考えられる。

以上述べてきたように、 この立 山山古墳群は5世紀初頭～ 前葉から6世紀代までの間に、

多様な変化を示しなから連綿と築造がなされた。 5世紀初頭頃に至って古墳か築造されるよう

になった契機は不明といわざるを得ないが、 そのエネルギーの醸成がそれ以前にあったことは

言を侯たないところである。 この古墳群中では竪穴系横口式石室の最も新しい時期(5世紀後

半の中頃）から横穴式石室の築造(8号墳）までに若干のヒアタスが見られ、 その間に大ぎな

変化のあったことが推察される。 時は折しも筑紫国造磐井の存命中のことであり、 当地方にお

ける政治的動向の反映とも見てとれよう。
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(2)． 主体部の構造

27基の古墳の主体部は、 箱式石棺・組合せ木

棺．竪穴式石室・竪穴系横口式石室・横穴式石

室の5 種類がある。 以下に各々の特徴、 類例等

について述べる。

主体部か箱式石棺である古墳の、 その石棺は

13基とも形状等においてあまり大ぎな差異は見

られない。 掘り方は概ね長方形である。 蓋石は

1 枚だけのものはなく、 2 ~ 3枚を用いており、

総じて頭位の方に大きめの石材か置かれている。

全て側壁が小口壁をはさみこむ形式であり、 例

外はみない。 側壁は 2 ~ 3枚で、 その接ぎ目に

は内外に補強材を置〈ものか多い。 42 号墳の主

:系［口こI/ ． ヽ
J

恥O!！ 

レ
200 

ねこノ公！ 竪穴式石室
ヽ．一 ， 039 11, 12 

＇ 

鵠
oS7 心 •3 箱式‘石’棺 24 咽 41 3 42 

35 ゚ 31 

34 

32 

JOO 

1 [l 20 i ゜

室

体部側壁は小口壁との接点部に挟りをみる。

内法は主軸長138-180 cmで若干の幅を持ち、それはFig 184でわかるように、 総して古墳自体

Fig. 184 立山山古墳郡の周溝径と主体部
主軸長相関図

て
を

ー，＇ぃ
ふ

の規模の大ぎなもの（周溝径の大きいもの）か主体部主軸長も長いという傾向がある。

13基のうち副葬品を有していたのは6基で、 それも棺外に鉄器若干を置くものがはとんどで

ある。 そんな中で2 4号墳は四獣鏡・鹿角装剣・鉄釧等が出土していて他を圧している。 石棺を

主体音〖において同様の遺物を持つものに、 近隣では八女市城の谷古墳、 山門郡山川町面ノ上古

墳かあり、 これらは5世紀前半代において小地域を統括した者の墳墓とみることができよう。

このような古墳は、 ある程度の空間的距離をおいて今後とも類例を増すであろう。

39号墳は組合せ木棺を主体部とするか、 何故にこれのみが木棺であるのかはわからない。

竪穴式石室の構造かよく知れるのは3 0 · 12号墳の 2 基で、 28 · 2 9号墳は破壊が著しく不明点

が多い。 ただ、 側壁についてみると、 最下段から小口積みか平積みによっているので、 石棺系

のものではない。 4 基ともにまかりなりにも副葬品を有していた。 石棺を主体部とする古墳群

のあとに、 この竪穴式石室をもつ古墳群の造営をみたと考えるか、 その契機は不明である。

竪穴系横口式石室については別に触れられているので詳しく述べないが、 2 1 · 23 。 25号墳の

周壁最下部か板石を立てて腰石とする構造は、 この石室の系譜の基本は石棺にあったことを示

しているといえよう。 問題とすべきは27号墳石室で、 右側壁は若干の胴張りプランとなって、

時期的なヒアタスはあるものの8号墳石室に連なる構造をそこに見る。 側壁を最下部から扁平

割石の平積みおよび小口積みにするのは、 ひとつには壁面の持ち送りを簡便に得たいがためと

も息われる。

筑後地方における竪穴系横口式石室にも種々あり、 山門郡瀬高町各木野、 同蛇谷古墳、 八女
（註2) （社3)
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市真浄寺2号墳、八女郡広川町平原7 · 5 · 3 。 1号墳、久留米市木塚古墳等はその構造のよ
I,，HI I叶SI I北6)

く知れるものである。

且 遺物について

立山山古墳群で調査した古墳27基と箱式石棺墓等からは、8号墳の大量の埴輪を始めとして、

須恵器。土師器 ・ 鏡鑑。装身具 ・ 鉄器等々かなりの数量の出土かあった。以下に、 い くつかの

遺物につ い て、項を分けて類例を拾 い あげながら述べる。

(1). 23号墳出土馬具

23号墳出土鉄器のうち馬具として取り扱ったのは術の一 部・鞍金具 ・ 鐙金具？ ． 絞具？であ

った。いすれも明確に馬具と斯言するには貼躁も覚えたか、他の用途に比定するよりも馬具と

するのが最も妥当と考えられた。

九州て古い時期の馬具を出土したものとして熊本県江田船山古墳か知られていたか、福岡市
（注7)

名司古墳て5世紀初頭に位置つけられる馬具か出土し、さらに最近の発掘成果は同じ頃の資料
（迂8)

の類例を追加している。福岡県甘木市池の上 6 号墳には鞍橋の緑金具 ・ 鞍・術かあって、老司
1叶9)

古墳3号石室と同し5世紀初頭頃に比定されて い る。この池の上墳墓群の場合は陶質土器の出

土と相侯って、その由来か注意きれるところてある。同鞍手郡若宮町汐井掛D 2 00号土壊墓で
(a!lO) 

は鞍の金具のみがみられ、5世紀初頭頃かややi朔る頃のものと考えられて い る。これらは九朴I

のみならす日本における初現期の馬具として貴重な例である。

以上の初現期のものに後続して、当立山山23号墳・宗像郡津屋崎町勝浦10号墳 ・ 宗像市浦谷
（註11)

C-5号墳等の出土品があるが、後二者にお い ては剣菱形杏葉・輪鐙か見られ、既にそれ以前
（註．12'

とは異なった様相を呈してぎて い る。5世紀後半代の中頃から、副葬馬具にも変化を見ること

ができるようである．。

立山山23号墳の馬具は不確定要素も多い か、術 ・ 鞍金具など実用的なもののみてある反面、

ごく一 部の残片しか見られな い ので、この被葬者か馬と深〈係わりを持って い たとは考えに〈

し‘。

(2) 。 鉄釧

24号墳主体部の被葬者右手首付近から鉄釧か出土した。鉄釧の存在そのものは稀有とは思わ

な い が、当墳出土例は幅0.7- 0. 9cm、厚さ0.2cmの鉄板をリングにして径6.5 -7. lcm の釧とし

た本体に、さらに径1.5cm程の小環3個を取り付けて い る。これは装飾的効果と、3個の小環

か互 い に触れあう時に生する音響的効果とを兼備したものと い えよう。

寡聞にして多くの類例を知らな い が、きわめて類似したものとして宮崎県西臼杵郡高千穂町
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丸山石棺群52-B号出土品がある。ただ小環の数が 2 個と い う点のみが異なり、他はほとんど
（註13)

同じとしてよ い 。この ‘‘鉄環 ＇＇ の時期を調査者は弥生時代とされて い るが、石棺の構造や伴出

の刀子 ・ 臼玉等からして弥生時代のものとは思われず、多分に古墳時代の所産であろう。

また、同都城市築池地下式横穴出土の ‘鉄輪 ＇＇ とされるものは直径0.4cmの鉄棒をリングと
（註14)

し、それに方形に形づくった小環4個を持つものである。細部の相違はあっても、基本的には

上記のものと趣向を同じくするものと い えよ う。

佐賀県唐津市迫頭4 号墳からも鉄環が出土して いて、1個の小環を有するものである。計測
（註15)

値が示されて い な い ため詳細不明であるが、同様なものと考えてよかろう。

(3)． 鹿角装刀剣

24号墳から直弧文を有する鹿角装の剣が出土して い る。また、25号墳からも直弧文の有無は

明瞭でないけれども、鹿角製刀装具の出土を見る。24号墳では、鉄剣自体に銹着して いるもの

と遊離した資料とがあるが、鞘ロ ・ 柄口の いずれかの装具であることは間違 い ない。出土時に

お いても、遺憾ながら着装状態を知りえなかったが、おそらくはFig 87の復原図に示すような

形態をとって い たものと思われる。

かつて、大牟田市古城山古墳にて直弧文入りの鹿角装具が出土した折の報告で、九州におけ
（註16)

る類例11ケ所が集成されて い た。その後10余年を経て、九州各地にお いて い くつかの発見が報

じられ、正確な実数を把んでは い な い が、20例に近 い ものと思われる。殊に、宮崎県下での地

下式横穴から、鉄鏃 ・ 短甲等とともに、直弧文の施されて い な い ものも含めて、鹿角装刀剣の

発見例が多いのは注目される事象と い えよう。福岡県下での直弧文入り鹿角装刀剣は、宗像郡
（註17)

津屋崎町勝浦17号墳で数口分が出土して い る。これ以外には今のところ新例の報告をきかな い 。
（註18)

刀装具に施された直弧文は、直線と弧線とを複雑に組み合わせた本来の姿のものと、ほとんど

x 字状の繰り返しとなる簡略化されたものとを見ることができるが、全体とすれば後者の方が

新し い ようである。

当立山山24号墳出土鉄剣の鹿角装具に見る直弧文は、古城山例と同様、整然とした施文であ

るが、 いまは小破片のために全形を知りえな い。同じ八女丘陵上にある石人山古墳の石棺屋根

上に直弧文レリー フがあるのを考えれば、24号墳における直弧文の入った刀装具はきわめて示

唆的な存在ではある。しかし、それ以上のことには言及しえな い 。

(4)． 珠文鏡と四獣鏡

珠文鏡は23 · 25号墳から各1面が出土した。1975年の恵子若山遺跡の報告に際して、全国107
（註19)

面余の地名表が作成されて い るが、その後の資料増加は全国的に見ればかなりのものと思われ

る。福岡県内でも、この立山山古墳群 の 2 面の他に、太宰府市宮ノ本5 号墳、福岡市藤崎遺跡
（註20)

7 号方形周溝墓、山門郡瀬高町名木野11号墳等の例を加えて い る。
（註21) （註22)
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立山山の 2画は23号墳のものか面径7.545cm、25号墳のそれは面径5.93cmで、古墳時代の小

形1方製鏡の中でも最も小さい部類である珠文鏡としては通有の大ぎさといえよう。 先の恵子若

山遺跡での地名表を参照して、面径の近似するものもいくつか見られはするが、同書でも指摘

されているように同箔と思しぎ例は見当らないようである。 また、 出土古墳の中にはその地域

での首長墓とみなされる大規模なものも存するか、全体からすれば、 中小規模の二 ～ 三流クラ

スの古墳が多いといえよう。

四獣鏡は、鏡背文様の獣形がほとんど原形を失なって勾玉様のもの2個を連接した如き形状

を呈し、 一般の四獣鏡に比してかなり簡略化されているが、 勾玉の頭部となす所からは細い首

かのびて、 その先に不鮮明ながらも獣面が鋳担されている。 これはどまでにトランスフォ ー ム

された獣形をもつ四獣鏡は、寡聞にして多くの類例を知らないが、嘉穂郡稲築町漆生古墳例は
（註23)

やや似たものといえよう。

珠文鏡を出土する古墳もそうであったように、四獣鏡を出土する古墳もまた中小規模のもの

が多い。

近隣で1方製鏡を出土した古墳は、八女市城の谷古墳・釘崎3号墳、山門郡山川町面ノ上古墳
（註24) （社25) （荘26)

等々がある。

(5)． 弓付属金具

23号墳出土の 2個と、 8 号墳出土

の8個かあり、り廿か頭部分に用いら

れた金具である。

この種の金具は 「両頭座金付留金

具」の名称を与えられ、 「 鉄刀、 鉄

鏃との共伴が多く、武器・武具に関

連した工芸品に使用されたもの」と
（社27)

推定されていたが、 近年の出土資料

はその想定を裏付けており、弓に付

属する金具であることか確実となっ

ている。

奈良県メスリ山古墳では鉄製矢等
（註28)

とともに銅製弼が出土している。 こ

の全長26.8cmを測る短冊状のり付の両

端には 2個ずつの 「長さ4.6cm、直径

0.3cmで先端に 直径 0.6cm、高さ0.4

に

!＋, l l l i, l ＇土

5

ド

Fig. 185 大萩地下式横穴36号出土鋲金具付木片
（報告書より転載）
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cmの半球状の頭をつけた円棒」が取付けられていて、こ

れは銅製品ではあるけれども鉄製品に置きかえることも

できよう。

宮崎県大萩地下式横穴36号では鉄製の武器・農工具、
（註29)

骨鏃等とともに 「 鋲金具付木片」が出土しており、 「弓

の唄に近い部分の残片である可能性」が指摘されている。

この木片には3個の金具が付属している (Fig.185)。

福岡県竹並H-26号横穴墓出土品は、説明がないので
（註30)

詳しいことはわからないが、この種の金具に2 孔をもつ

鉄板が取付いているように見受けられる(Fig.186 )。

千葉県持塚7 号墳ではこの種金具が5個並んで出土し

ており、弓を副葬した状況そのままが知られる。
（註31)

以上を見るに、この種の金具が弓の5付か頭の部分に使用されたことは疑いなく、弼としては

ご

ー
旧
屈
見
憶
\_ー2

Fig. 186 竹並H-26号横穴墓出土
鉄器（報告書より転載）

特殊であろうから頭部分に付属するものと考えてよいと思われる。持塚 7号墳では5個が片方

に偏して並んでおり、対になるもう一方には遺存していない。もともと片方のみに付属するも

のなのか、偶々片方のみであったのか定かでないが、この種の金具が5個前後を1組として唄

部分に用いられたことが知られ、もし上下両端に用いられたとすれば10個前後をもって1 本の

弓の金具ということになる。しかし、鞍手郡鞍手町銀冠塚では14個、宗像市相原2号墳で10個
（註32) （註33)

この立山山8号墳•朝倉郡朝倉町狐塚古墳で9個、福岡市高崎2号墳で 7個、鞍手郡鞍手町向
（註34) （註35)

山4号墨で5個などの出土を見るが、ただの1個しか出土していない古墳も多数あり、出土数

量は一様ではない。1個しか出土していない古墳については、この金具をもって弓の代用とし

たのかも知れない。

(6)．桂甲

8号墳からほぼ一領分に相当する桂甲小札が出土した。3 ~ 4枚が銹着して紐の残っている

ものもあり、威し方あるいは綴り方の一端を知ることができる。また、小札の形状には大きく

3様あり、そのうちの頭円下直となるものは、大きさの異なるもの9 種類が認められた。これ

らはそれぞれが綴られる部位に合わせて造られたものとすることができる。威し孔および綴じ

孔は全般に銹化著しいために不明なものが多いが、最低4 個は有しているはずであり、最大12

個くらいであろう。

これらの小札を使って、本来の桂甲の姿（着装状態）を得原することは極めて難しいが、大

阪府長持山古墳出土の得原された桂甲を見れば、それとほぼ同様の形状であったことは想像に
（註37)

難くない。ただ立山山例は、腰部付近に用いられたのであろう湾曲のある小札がそれほど長く
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なく、 湾曲の度合いも小さいように見受けられる。

今までに全国的に見ればかなりの古墳から桂甲が出土しているものと思われるか、九少卜1では

管見に触れたものに20基程がある。

いま、 福岡県・佐賀県の分のみ列記する。

福岡県

勝浦10号墳（宗像郡津屋崎町） 前方後円墳
（注38)

新原奴山17号墳(
（註39)

同上 ） 前方後円墳

荒無田1号墳（糸島郡志摩町） 円墳
（荘40)

王塚古墳（嘉穂郡桂川町） 前方後円墳
liHll 

山の神古墳（嘉穂郡穂波町） 前方後円墳
（叶42)

月の岡古墳（浮羽郡吉井町） 前方後円墳
I s+.43) 

塚堂古墳（
直44)

同上

古畑古墳（
I nt̀ 45 1 

同上

前畑古墳（久留米市）
（註46)

） 前方後円墳

） 円墳

円墳

立山山8号墳（八女市） 円墳

琵琶隈古墳（行橋市）
(n+.47 1 

円墳

番塚古墳（京都郡苅田町） 前方後円墳
(；l481 

丸山塚古墳（
（註49)

同上 ）．．．．．．．．．．．．円墳

佐賀県

庚申堂塚古墳（鳥栖市） 前方後円墳
（叶50)

塚山古墳（神埼郡三田川町） 前方後円墳
に151)

潮見古墳（武雄市）
（註52)

円墳

これを見ると、 前方後円墳が多く、円墳も大規模なものがほとんどである。 他の出土遺物も

豊富で、 特に馬具には目を見張るものがある。 これらの古墳は5世紀前半から6泄紀代におけ

る地域毎の首長墓と思われ、北部九州については胸形君。的臣・筑紫君。筑紫米多国造等と有
1,153) 

機的関連を有するものと考えられる。 彼らは桂甲に身を固め、飾りつけた馬に騎して配下の者

たちに威儀を示したのであろうか。 後に述べる垂飾付耳飾りを出土した古墳においても桂甲の

出土例が多いのは、 これらの遺物の属性を示しているものといえよう。

註1.水野正好「群集墳の構造と性格」古代史発掘6 1975 

2.瀬高町教育委員会『名木野古墳群』 （瀬高町文化財調査報告書

3,近沢康治・村山健治「山門郡瀬高町蛇谷古墳調査概報」筑後考古

第1集）

第3号

4.小田富士雄「古墳文化の地域的特色 九朴1 」日本の考古学
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6 . 久留米市教育委員会 『 木塚遺跡』 （久留米市文化財調査報告 第14集） 1977 

7 . 江田船山古墳編集委員会 『 江田船山古墳』 1980 

8 . 福岡市教育委員会 『福岡市老司古墳調査概報』 1969 

9 . 甘木市教育委員会 『 池の上墳墓群』 （甘木市文化財調査報告 第 5 集） 1979 

10. 福岡県教育委員会 『若宮 ・ 宮田工業団地関係埋蔵文化財調査報告』 第 2 集 1980 

11. 福岡県教育委員会 『新原 ・ 奴山古墳群』 （福岡県文化財調査報告書 第54集） 1977 

12. 宗像市教育委員会『浦谷古墳群I 』 （宗像市文化財調査報告書 第 5 集） 1982 

13. 石川恒太郎・内藤芳篤 「 丸山石棺群発掘調査」 （『宮崎県文化財調査報告書』 第21集）宮崎県教育委員会 1979 

14. 岩永哲夫 ・ 田ノ上哲 「 築池地下式古墳発掘調査」（『宮崎県文化財調査報告書』 第20集）宮崎県教育委員会

1978 

15. 唐津湾周辺遺跡調査委員会 『 末虚国 』 1982 

16. 大牟田市教育委員会 『 筑後古城山古墳』 1972 

17. 今までにかなり多くの鹿角装刀剣が発見されているが、 最近のもので直弧文を持つ例としてえぴの市平

松地下式古墳昭54-2号がある。

北郷泰道・岩永哲夫 「平松地下式古墳発掘調査（昭54-2~4 号）」 （『宮崎県文化財調査報告書』 第22

集）宮崎県教育委員会 1980 

18. 註11に同じ。

19. 恵子遺跡調査会 ・ 東洋開発株式会社 『 恵子若山遺跡』 1975 

20. 太宰府町教育委員会 『宮ノ本遺跡』 （太宰府町の文化財 第 3 集） 1980 

21. 福岡市教育委員会 『 藤崎遺跡』 （福岡市埋蔵文化財調査報告書 第80集） 1982 

22. 註 2 に同じ

23. 嘉穂地方史編纂委員会 『 嘉穂地方史』 先史編 1973 

24. 八女市教育委員会 『城の谷遺跡』 （八女市文化財調査報告書 第 9 集） 1983 

25. 八女市教育委員会 『 管の谷窯跡群』 1971 

26. 村山健治 「山門郡山川村面ノ上古墳概報」 『 筑後地区郷土研究』 創刊号 1968 

27. 市毛勲 「古墳出土の鉄製留金形小品について一ー その名称と用途をめぐって一�古代学研究87 1978 

28. 奈良県教育委員会 『 メスリ山古墳』 （奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第35冊） 1977 

29. 茂山護 「 大萩地下式横穴36号発掘調査」（ 『宮崎県文化財調査報告書』 第22集 宮崎県教育委員会 1980 

30. 竹並遺跡調査会 『 竹並遺跡』 1979 

31. この古墳は註29文献にて紹介されている文献（田中新史 「古墳出土の飾り弓—鋲飾り弓の出現と展開」

『 伊知波良』 1979)にあたれなかったため下記を参照した。

市立市川博物館 『 図録法皇塚古墳』 1981 
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32, 福岡県教育委員会 『 銀冠塚』 （福岡県文化財調査報告書 第28集） 1963 

33, 宗像町教育委貝会 『 相原古墳群』 （宗像町文化財調査報告書 第 1集） 1979 

34, 福岡県教育委員会 『 筑前国朝倉郡狐塚古墳』 （福岡県文化財調査報告書 第17集） 1954 

35, 福岡県教育委員会 『 今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告』 第 1集 1970 

36, 福岡県教育委員会 『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告』 XII 1977 

37, 『世界考古学大学』 日本III その他に紹介されている。

38. 註11に同じ

39. 註11に同じ

40, 小田富士雄 ・ 石松好雄 「九州古墳発見甲冑地名表」九州考古学22 1964 

41, 川上市太郎 『 筑前王塚古墳』 （福岡県史蹟名勝天然記念物調査報告書第11輯） 1935 

梅原末治・小林行雄 『 筑前国嘉穂郡王塚装飾古墳』 （京都帝国大学文学部考古学研究報告 第15冊）

1939 

42. 註23に同じ

43, 島田寅次郎 『 福岡県史蹟名勝天然記念物調査報告書』 第 1 輯 1925 

44. 田中幸夫 「 筑後千年村徳丸古墳前方部石室に於ける埋葬の状と遺物の一 二」考古学雑誌25-1 1935 

宮崎勇蔵 「 筑後国浮羽郡千年村徳丸塚堂古墳」 （福岡県史蹟名勝天然記念物調査報告書 第10輯）

1935 

45, 九朴1歴史資料館 『田中幸夫寄贈品目録』 1982 

46, 玉泉大梁 「 草野町宮崎邸内装飾古墳」（福岡県史蹟名勝天然記念物調査報告書 第 6集） 1931 

『久留米市史』 第 1巻 1981 

47, 鏡山猛 「福岡県行橋市琵琶隈古墳」日本考古学年報8 1959 

48. 波辺正気 ・ 松岡史 「福岡県京都郡番塚前方後円墳」（日本考古学協会第24回総会研究発表要旨） 1959 

49. 註40に同じ

50, 佐賀県立博物館 『 庚申堂塚調査報告書』 （佐賀県立簿物館調査研究書 第 4集） 1978 

51. 『佐賀県史蹟名勝天然記念物調査報告』 第19輯 1950 

52, 武雄市教育委員会 『 武雄市潮見古墳』 1975 

53, 佐田茂 「 筑後地方における古墳の動向～在地豪族の変遷ーー」（『鏡山猛先生古稀記念 古文化論孜』 ）

1980 
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2。 陶質土器と古式須恵器
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I 

いま、北部九少卜1では多くの陶質土器の発見と相侯って、須恵器の生産開始、あるいは陶邑系

須恵器のあり方等々か大きな関心を呼んでいる。
（註1)

日本国内て生産されたものを須恵器とし、それ以前にあるいは同し頃に朝鮮半島から持ち込.... 
まれたものを陶質土器とするとき、須恵器の源流が朝鮮半島にあることを思えは、須恵器の最

初期のものと陶質土器とでは各々の識別が容易ならさる場合か少なくないのは蓋し当然といえ

よう。仮に、朝鮮半島から倭への渡来人たちか土器（陶質土器）を携えてぎて定住し、今度は

その地（倭国内）で窯をつくり土器を焼いたとすれば、その両者の土器は形態 ・手法等のうえ

でほとんど似通っているはすであり、極端に異なることはありえないたろう。

日本で最初に須恵器焼成か行なわれたとされている大阪府南部の一須賀窯と陶邑のT K73 · 
（註 2)

T K85 · T K87 · 0 N22などの製品を報告書で見るに、その一部は確かに朝鮮半島、殊に伽耶（荘3)
地方の土器との類緑性が指摘される。北部九小l·Iで今までに発見されている陶質土器も、多くは

やはり伽耶地方との類似か認められる。

II 

従来、 日本で最初の須恵器生産は陶邑で始まり、地方窯が成立するまでの初期の40~50年間

は陶邑からの一 元的供給体制であった、とする認識か持たれていた。しかし、この数年来のう
（註4)

ちに宮城県仙台市大蓮寺窯 ・金山窯。愛知県東山218号窯・城山 2号窯、香川県宮山窯等々の窯
（註 5) （註 6)

跡が相ついで発見されるに及び、初期須恵器の焼成開始は、陶邑とはは‘‘併行か遅れることごく

わずかという状況が、一部の限定された地域というでなしにおそらくは全国的拡かりの中で把

えられるような状況となってきた。後述のように陶邑より古く須恵器の焼成がなされた可能性

もある。

九州でもこれまでは、福岡市新貝窯跡、佐賀市神籠池窯跡の時期以前の古式須恵器が出土し
（註 7) （註 8)

たとき、それらは一 様に畿内周辺からの搬入品とする解釈が暗黙のうちに行なわれてきた。実

のところ、九小卜1に限らすとも窯かなくて（発見されなくて）製品のみ存するとなれば、何処か

らか将来されたものと考えるのはもっともなことである。事実、東北地方においては大蓮寺窯

跡の発見までは、まさしく多賀城跡成立以前のすべての須恵器は搬入品との認識であった。し

かし、仮に窯か確認されてその製品が陶邑の初期のものとはは同じようなものであった場合に

は、それまで陶邑産としていたものの多くを再検討せねばならぬのはまた当然のことであろう。

加州ではいま知られているものとして、朝倉郡夜須町の城山山麓に、実態はまだ不分明ながら

も、古式の須恵器を焼成した窯跡かある（小隈窯跡）。採集品のみで全ての判断はできないが、
（註 9)
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少なくとも今のところ九州で最も古 い 窯跡であり、陶邑で い うI型式第1段階と同様の時期の

資料もあって、ここの製品が、今まで九州にお い て陶邑産と称されてきたものの中にある程度

含まれて い ることは十分に考えられる。 坪蓋 ・ 坪身の一部に口縁端部が特徴的に外反する資料

をみるが、ともあれ、将来の正式な調査に期待するとしても、きわめて注目すべき窯跡である。

しかしまた、陶邑で産した須恵器が九州へ流入してきて い ることも厳然とした事実であろうこ

とをなおざりにはできな い 。

ところで、近年、甘木市池の上·古寺両遺跡で墳墓に供献 ・ 副葬された陶質土器 ・ 須恵器が
（註10) （註11)

多く発見されるに及び、このうちの陶質土器は渡来人たちが彼地から携えてきたものか、ある

い は彼らが 当地周辺にて窯をつくって焼成したものか、との論議を呼ぶに至った。 窯跡が未発

見の現在では前者の解釈、即ち将来されたものと考えるのが最も自然であり、おそらくそうで

あろうが、しかしもしそれらを焼成した窯跡の発見があれば、 い ま陶質土器として い るものの

大半は初期須恵器と改称されることとなる。 考えるに、古寺遺跡にみるような大甕(D- 6出

土品、Fig. 187-1)ある い は初期の須恵器とされて いる甘木市小田茶臼塚古墳出土大甕など、
（註12)

高さlmにも達しようと い うものを数百kmも離れた地から運んできたとするよりは（それが不

可能でな い ことはわかるが）、当地にて製作されたのではな い か、との感を強くするのである。

しかし、たとえそうであったとしても、今までに甘木 ・ 朝倉周辺地域にお い て多くの陶質土器

が発見されて い ると い う事実は、その土器が今までの研究成果からみて彼地直系のものである

ことが疑いえな い ことである以上、少しもその意義を失なうものではな い 。

い ま、 日本国内で最初に須恵器焼成の行なわれたのが、陶邑なのか、あるいは他の地域、特

に北部九州であるのかとい う懸案をふまえた上で、先にふれた朝倉郡夜須町小隈窯跡の採集資

料が陶邑の最初期段階のものとあまりかわらな い ようであるとの観点から勘案すれば、現段階

で私考する解釈は次のようになる。

すなわち、北部九州においては4世紀代から朝鮮半島南部からの（硬質の） 陶質土器の流入

がみられるが、やがて（おそらく4世紀末～ 5世紀前半のうちに） 直接の渡来人たち自身か、

ある い はその子・孫たちにより（朝倉郡周辺で）須恵器の焼成が始まった。 同様の事象はやや

遅れて瀬戸内～畿内周辺へと拡がってゆくものの、特に畿内にお い ては、北部九州でのあり方

と比べるならば、該期の政治的状況の絡みがあって様相が若干異なって い よう。 つまり、九州

ではわりと密かな状態で事が進む、換言すれば初期の試行錯誤的状況を呈するのに対し、畿内

では政治的中枢の地と い うことを反映して、はじめから管理された体制の中で、大々的規模で

進展してゆく。 やがて陶邑産の製品が政治的レベルの流れに沿って九州へも流入してくること

となり、ある時期には在地産と陶邑産の各々の須恵器が、共伴するか否かは不明ながら、共存

している状況 となる。 北部九州での須恵器生産は、以後、断続的に続 い てはゆくものの、や
（註13)

はり畿内とは比べようもな い ほどに小規模なままであったとせざるをえない。 上述したことを
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図式化すれば次のようになる。

350 400 450 

朝鮮半島 陶質土器
c金海式系統

北部九州

畿 内

掏質土器
--| ；頁恵藝

--I 
ごニニニニ仁土ニニ須恵器

I 

471 500 527 

稲
荷
山鉄

剣

磐
井
の
乱

2
 

3 4 

I型式

5
 

III 

加州で発見される古式の須恵器については、先述の如く在地産のものかあるにしても、その

編年は今一 歩明瞭でないところが多いように思う。 従来、古墳・住居跡出土品あるいは採集品

を中心に編年がうちたてられたのであったか、なにぶん資料的な制約が多すぎたのは否めす、

この点は、その後の資料の蓄積はすいぶんあったにしてもやはり、 同時性の把えられる生産地

たる窯跡出土品を欠いていることにおいては今も大してかわらないのである。個々の資料の編

年的位置は型式学的方法により大半か決定できるか、型式内における器形のバリエ ー ション等

はやはり生産地にての把握が最も簡単かつ重要であろう。その点でも小隈窯跡の存在は剖目し

て余りあるのであるか、とりあえず今は、陶邑での編年体系を援用して検討したいと思う。

次に、立山山墳群における陶質土器、須恵器そして共伴する土師器をみてみたい。

w 

立山山古墳群の出土資料についてみると、21-25、27 · 29 · 38 · 11 · 12の10基の古墳での出

土土器を問題とするか、21 · 25 · 29 · 39 · 11の 各号については細片であり、かつ混入の可能性

をもつものもあって、十分な検討に耐えない。また、22号は惜しむら〈も主体部を削平してし

まって、石室を含めた総合的検討を反故にせざるを得ないものである。

(i)まず、24号墳周溝出土土器（以下、各号墳とも周溝出上という表現を省く）をみると、大

甕 (Fig. 82- 1 )は口縁～胴節の破片資料ではあるけれどもおよそ全体の器形を推定しうる。

今比較しうる最も近似した資料は甘木市古寺D- 6供献陶質土器(Fig. 187-1)てある。同し

甘木市の小田茶臼塚古墳くびれ部出土大甕の 2 号および3 号須恵器(Fig 187-2·3)の口緑部と

も似てはいるか、頸部、口緑部の立上り（開き具合）に違いをみる。さらに久留米市木塚古墳
（註17)

墳丘トレンチ出土須恵器(Fig 187- 5)およひ、同祇園山古墳裾部外周出土須恵器(Fig 187
（註18)

- 8 )にも似るか、いすれも頸部の長さと肩部の張り具合、そして口頸部の開き方に差かある。
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古寺D-6出土土器と当24号墳の土器とを比べると頸部の長さにおいて24号例か若干短いけれ

ども、それは器体の大ぎさに関係している故であり、 他の点においてはほとんど同様の形状を

示すといってよい。ただ全体としては古寺D-6出土土器のはうか古そうな様相を有するよう

に思 う。この古寺D-6の大甕は 池の上II式に位置づけてあり 実年代として5世紀初頭 ～ 前葉

が充てられている。

24号墳の土師器甕は所謂布留式の形制を残しつつも新しい段階へ移行してい〈形状を示すと

思われ、井上裕弘氏か編年された中での、下原遺跡出土土器と門田 ・辻田6号住居跡出土土器
（註14)

との間に位置つけられるであろう。佐々木隆彦氏編年ていえば、今光W期とV期の中間くらい
は主 15)

と思われる。これらの 実年代は大略5 C初頭 ～ 前葉と考えられている。

以上を総合すれば、24号墳出土土器は硬質の大甕が池の上II式併行の陶質土器と把えられる。

その陶質土器と土 師器の甕とか共伴し、 実年代として5 C初頭 ～ 前葉に比定して大過ない。

( ii ) 次に12号墳出土土器(Fig 143-1)は白つばい灰青色を呈し瓦質に近いものて、これの位置つ

けに苦慮するところであるか、現段階では須恵器の最も古いものとして、I型式第1~2段階に属

するものと考えておきたい。池の上W式に併行し、実年代として5 C前菓 ～ 中葉に比定される。

(iii) 22号墳は旭が完形であるものの、他の器種か揃わない。23号 ・27号の両古墳は須恵器 ・土

師器が割合に多く出土していて 他と比較するに好都合である。

23号墳の須恵器は甕や杯の一部および壺に古かるべぎ様相を保つものもあるか全体としては

陶邑編年の I型式第3段階に併行すると考えられる。その I型式第3段階は、それまでの初期

的形制の域を脱して須恵器か定型化する頃として把えられているか、当23号墳の須恵器は特に

杯蓋．j:不身において、一部に定型化したものをみる(Fig_ 72- 3 · 5)ものの、また定即化してな

いと考えうるもの(Fig 72-1 ·8) も含んでいる ・樽形聡については、もともと特異な器形で、I

刑式に特有のものとされ、その存続期間は第3段階までとされている。 九少卜Iでの樽形氾の出土

例は現在までに当古墳を含めて10指に満たず、その特異性およひ稀少性か知られる。しかし当
（註 16)

古墳のものは全体には｀ってりとした感じが強く、どうみても最初期の粗々しいながらも何かし

ら研ぎすまされたような、際立ったイメ ー ジというものを受けない。やはり樽形聡としては終

焉を迎えようかとする型式と思われる。

さらに 土 師器の塙についてみると、 I型式第4段階(T K23型式）併行とされている乙植木2

号墳、あるいは蒲田 2 号住居跡出土の塊よりも深さにおいて戌く、かつ、 口 緑下に僅かに稜を
（註171 （吐18)

みるような屈折を有するという特徴があって、より古い様相か伺える。これは次に述べる27号

墳の土 師器にも共通する。つまるところ、石室か追葬の可能な横 口式の構造てありなからも出

土 人骨か一体であることからして、出土した土器はおそらく一 回の墓前祭に供されたものであ

り、新古の相かみられるのは一型式（ 一段階）内ての変化の相の現われとみてよかろう。

(iv) 27号墳出土土器は最も比較検討のしやすい坪類を欠くが前述のように、土師器婉において
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23号墳出土のものとほぼ同じような様相を呈するから23号墳出土土器とあまり隔たりのない時

期が考えられる。ただ、中形の甕においては、23号墳のものと比べて、口縁端の外側が膨らみ

を持ってきており、より後出することは明らかといえる。憩は22号墳のものと比較できるが、

大きさの違いと、27号墳のものがややシャ ー プさに欠ける点を伺いうるのみで、明瞭な時期差

を指摘しにくい。強いていえば、27号墳のものが後出しよう。以上を勘案すれば、27号墳の土

器は23号墳と同じくI型式第3段階に含めうるか、すでに第4段階に近い様相を持つものと解

したい。

V 

これまでに主にとりあげた24 · 12 · 23 · 27号の 4基の古墳は、内部主体が石棺、竪穴式石室、

竪穴系横口式石室と3種に分かれ、おおよそこの順序で構造的に変化していると考えられる。

石棺は弥生時代以来の伝統的形態であり、古くから存続している。竪穴式石室は発生の根源は

明確でないが古墳時代以降のものとして、畿内的様相を帯びるものである。そして竪穴系横ロ

式石室は、特にこの立山山古墳群および周辺に見られるものについては、石棺と竪穴式石室を

折衷して造りあげた形状をなしている。さらに当古墳群における4基の竪穴系横口式石室を比

較検討すると、4基それぞれが細部において構造的差異を有しており、それは時間的経過の中

で変化したものとみなされる。 すなわち、基本的には石棺からの流れを汲んで腰石に扁平石を

立てて使用していて、21号墳はそれが前庭部側壁までその形態をとっている。23号墳は前庭部

側壁が河原石の積上げであり、25号墳は前庭部側壁が扁平石の平積みをとり入れ、27号墳に至

っては玄室両側壁が最下段から平積みである。また横口部に達する墓道の傾斜が、21号墳から

27号墳へと徐々に緩やかになっており、変遷の過程を伺い知ることができる。つまり、竪穴系

横口式石室は構造的には21→(22)→23→25→27号墳と変化している。

以上の主体部形態の変遷は、先に述べた土器の変化と対応させて考えることができ、流れと

しては、石棺→竪穴式石室→竪穴系横口式石室という順序に従って、24→12→22→23→27号墳

として土器の変遷も追える。

VI 

ここで、先に触れたことであるが、須恵器の焼成開始の問題について、若干補足して説明し

ておきたい。 もとより、この方面を深く考究してきた訳でもないので、あるいは飛躍しすぎと

のそしりをまぬがれないであろうが、現段階で私考することを述べる。この稿のII の終わりに

系したように、 私は須恵器の焼成開始は畿内よりも九州の方が早く、 5世紀初頭前後には始ま

ったであろうと考える。

その理由は、まず第1 に詳細は未だ明らかでないものの、朝倉郡夜須町小隈窯跡採集の資料

が、陶邑のI型式第1段階併行か、あるいはそれより潮りうるかも知れぬ土器を含んでいるこ

とである。そして、今までに甘木•朝倉地方で多くの陶質土器か検出されていることは当地方
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さて、 石人山古墳はこれまで 5世紀後半代に比定されてきたか、 墳丘から埴輪の破片ととも

に陶質土器としうる土器が採集されている。 その土器の年代比定の問題があるにしても、 石人

山古墳自体かあるいはもう少しi朔る時期の築造の可能性もある。

立山山24号墳での陶質土器か果たして将来されたものであるならば、 この頃 5世紀初頭

～前葉 には八女地方も彼地との交流と無緑で なく、それのイニシアチブをとる人も存したこ

とであろう。

筑紫国造磐井は526年に新羅と結んで畿内政権への反抗ののろ

しをあげたものの、 翌年には誅されたと日本書紀継体天皇条に

は記される。 磐井か本当に新罹と通交し賂いを受けていたか否

かはさておいても、 6世紀前半代には確実に朝鮮半島と、 筑紫

国造家の奥津城となる根拠地 。 八女地方とで往来かあったこと

を示しているものといえる。 筑後郷土館に八女出土として収蔵

されている土器(Fig 189 )は明らかに舶載されたものであ

リ ’'八女出土” との注記を信すれば、 当地方と彼地との交流を

端的に物語る物証である。

つまるところ、 もともと北部九少卜1に覇をとなえてきた筑紫国

造家は、 畿内政権の勢力伸長で、 4世紀後半～ 5世紀前半代に

は本貫地を筑前から筑後に移したものと思われる。 その頃に、
は主30)

0 5cm 
1 ,  i l l | 

Fig. 189 

「八女出土」土器実測図(1/3)
（筑後市郷土館蔵）

彼我の交流の過程でもたらされた陶質土器か、 さまざまの理由のもとに最終的には立山山24号

墳にも供献されたものと考える。 24号墳自体は、 他の石棺を主体部とする古墳に比べると、 よ

り大きく、多分にその中で盟主たる地位にあった人のものと考えられよう。筑紫国造家との関係は、

その配下であったことは恐らく確かであり、 彼地との交渉に携わった人であるかも知れない。

その後も朝鮮半島との交渉か継続され、 文物の流入のあったことは、 8号墳出土の垂飾付耳飾

りか如実に示している。

註1. 立山山古墳群での陶質土器·古式須恵器の出土を契機に、私もこの問題に直面した。この稿の文章に軽薄

な発想も随所に見られることは十分に承知しているか、 予察的な意味をこめて、 今後の展開の足かかりと

したい。 なお、 この稿については、 柳田康雄•井上裕弘・橋口達也・佐々木隆彦氏等との対話において有

益なサシェスションか得られたことに対し、 深く感謝します。

壮2, 田辺昭三 『須忠器大成』 1981 

註3, 田辺昭三 『陶邑古窯跡群I』 平安学園考古学クラブ 1966 

大阪文化財センタ ー『陶邑』 I~VI （大阪府文化財調査報告書28-31) 1976-1979 

註4, 田辺昭三 「陶邑の変貌」 古代の日本5 1970 
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註5. 桑原滋郎 「 東北の須恵器」 世界陶磁全集2 1979 

渡辺泰伸 「 東北古埴時代須恵器の様相と編年 一須恵器編年試論 ー」
（考古学雑誌 65- 4 )  1980 

註6 .松本敏三 「 香川県出土の古式須恵器 一宮山窯跡の須恵器 ー」
（瀬戸内海歴史民俗資料館年報第7 号） 1982 

註7 . 小田富士雄 「 九州の須恵器」 世界陶磁全集2 1979 

註8.木下之治 ・ 小田富士雄 「神籠池須恵器窯跡」 佐賀県教育委員会 『帯隈山神籠石とその周辺 』

（佐賀県文化財調査報告書第16集）所収 1967 

註9 . 甘木市教育委員会 『古寺墳墓群 』 （甘木市文化財調査報告第14集） 1982 

註1 0. II 『 池の上墳墓群 』 （甘木市文化財調査報告第5集） 1979 

註1 1.註9 に同し

註1 2. 甘木市教育委員会 『小田茶臼塚古墳 』 （甘木市文化財調査報告第4 集） 1979 

註1 3.陶邑産須恵器と在地産のものとの見分．けか大ぎなポイントとなろうか、形態·手法上で一律に区別しう

るものとは思えない。 胎土分析その他の自然科学的方法を活用して、 明確な区別の基準設定か必要てあろう。

註14.井上裕弘 「 弥生終末～古墳前期の土器群について」（福岡県教育委員会
『山陽新幹線関係埋蔵文化財調査報告』 第7 集） 1978 

註15.佐々木隆彦 「土師器について」（春日市教育委員会 『赤井手遺跡』 春日市文化財調査報告書第6 集）1980

東急不動産株式会社 『今光遺跡 ・ 地余遺跡』 1980 

註16.管見に触れるものに以下かある。

福岡市西区今山第5地点住居跡

同 二子塚古墳（ 『世界陶磁全集』 2 1979) 

春日市赤井手遺跡4 3号住居跡（春日市教育委員会 『赤井手遺跡 』 1980) 

糸島郡志摩町御床松原遺跡（志摩町教育委員会 『御床松原遺跡』 1983) 

久留米市木塚古墳（久留米市教育委員会 『木塚遺跡』 1977) 

鹿児島県肝付郡串良町小原古墳群（立神次郎 ・ 中村耕次 「 鹿児島県串良町小原古墳群内発見の
古式須恵器」 古文化談叢第5集 1978) 

以上のうち、 赤井手 ・ 御床松原 ・ 木塚の各資料は最も古いものである。

註17.福岡県教育委員会 『 九ナト1縦貰自動車道関係埋蔵文化財調査報告』 X 1977 

註18. 福岡市教育委員会 『 蒲田遺跡』（福岡市埋蔵文化財調査報告書第3 3集） 1975 

註19.加州歴史資料館『朝倉橘廣庭宮跡伝承地第 3次発掘調査報告』 1976 

註20. 伊達宗泰•森浩一「生活の変化 土器」 日本の考古学V 1966 

註21.倉田芳郎 「須恵器」 新版考古学講座5 197 2 

註22.都出比呂志 「前期古墳の新古と年代論」 （日本考考学会第17回例会講演要旨）
考古学雑誌67 - 4 1982 
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註23. 原口正三 「須恵器の源流をたずねて」 古代史発掘6 1975 

註24. 吉田恵二 「須恵器」 地方史マニュアル6 1977 

註25. 野上丈助「古墳時代の生産組織と技術」 日本考古学を学ぶ(2) 1979 

註26. 横山浩一 「手工業生産の発展」 世界考古学大系3 1959 

註27. 註 2に同じ

註28. 埼玉県教育委員会 『 埼玉稲荷山古墳』 1980 

註29. 佐田茂 「筑後地方における古墳の動向 ー 在地豪族の変遷」（ 『 鏡山猛先生古稀記念 古文化論孜』） 1980 

註30. それでも筑紫君の勢力範囲か北部九州 一帯に及ふものであったことは、 磐井の乱後にその子である葛子

か連座させられるのを恐れて糟屋屯倉を献上したということからも伺える。

筑後の八女地方を奥津城の地と選んだことには、 畿内政権の勢力伸長以外にも別の大きな理由かあるの

かも知れない。

〔補記〕

朝倉郡夜須町小隈窯跡以外にも、 古手の須恵器を焼成したらしい窯跡か同町八並にも存するという。 さら

に、 甘木市の池の上・古寺墳墓群と柿原古墳群の存する丘陵地にも窯跡の存する疑いかあるという。 今後の

踏査等に期したい。 この点については中村勝氏の御教示による。
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3. 垂飾付耳飾り

立山山8号墳から出土した耳飾りは細金細工(Filigree フィリグリー）の技法を駆使したも

のであり、特に中間飾・垂下飾の表面に金粒を吹きつけた金粒細工(granulated work)と、兵

庫鎖にみる二重の繋ぎのつくりは、きわめて優美かつ精巧というべきである。
（註1)

後期古墳に多く出土する耳環（金・銀 ・ 銅 地金銅 張等々の環）も耳飾りであるが、ここでは

それら親環に垂飾を付加したものを取扱う（以下、 「垂飾付」の表現を省き、単に耳飾りと記
（註 2)

す）。

細金細工の技法的系譜は中近東を発生の地とし、やがて東漸したものとすることができよう。

細金細工を施した装飾品は、古くエジプト第12王朝に遺品がみられ、その後ギリシア ・ エトル

リア ・ 中央アジアなどにおいて時期を異にしつつ発展する姿を見ることができる。

中国では、 『天工開物』によれば金の産地は百余ヶ所あると記されるが、今までの考古学的
（註3)

成果をふりかえるに、中国本土での顕著な金・銀使用の製品を見ることが少ない。殷・周時代

の青銅器類、あるいは著名な満城漢墓の金棲玉衣そして玉璧等を見ても、漢民族はむしろ青銅・

玉石類をよく好んだように思われる。

一方、モンゴルから中国北辺部および東北地方にかけては金銀製の細金細工のある装飾品を

多く見ることができる。それは、中央アジアから北方遊牧民族の間に流行したものの流れとみ

るべきもので、最近でも漢代の西溝畔匈奴墓地等での発見例がある。要するに、細金細工の装
（ 註4)

飾品は北方民族（スキタイ・匈奴等）を介した系譜で朝鮮半島そして日本へと流入していった

ものとみなされる。

朝鮮半島で装飾品として著しい発達を見せるのは冠および耳飾りとしてであり、特に耳飾り

にみる金粒細工は目を見張るものがある。朝鮮半島での耳飾りは、出土地不詳で博物館・個人

等に所蔵されているものもかなりあるらしいが、現段階では70以上の遺跡から出土しているこ

とを知る。それも新羅・伽耶地域において全体の約8割以上が出土している。なお、太環式と

するもの、そして杏葉形櫻塔が輪状に多数垂下されているものの例は日本においてはみられな

し‘
゜

日本で発見されている耳飾りは朝鮮半島のものと比べたら、技法的に若干見落とりがすると

説かれ、そのことが舶載でなく国内産であることを暗に示していたように思われる。確かに国

内産のものもあろうが、立山山8号例を含めていくつかは舶載されたものがあると考える。

さて、日本ではこれまでに破片資料あるいは現存しないものをも含めて47例を知りうる。そ

れらは未報告のもの、あるいは報文があっても原典にあたれなかったものが少なからずあるも

のの、とりあえず集成してTab. 4に示した。不完全な集成をもとに何をか言わんとするのは甚

だ遺憾ではあるが、おおよその傾向等は伺い知れるので、知見の及ぶ範囲で抽出できる事象を
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以下にかいつまんでみよう。 その前に、 まず耳飾り自体の形態的分類をしておく。

Iに、 兵庫鎖の長さで2つに分ける。

A:長条形 兵庫鎖が中間飾を介しても10連以上のもの。

B:短条形 A以外のもの。 兵庫鎖のないものも含む。

IIに、 垂下飾の形状でわける。

1. 扁平ハ ー ト形 杏葉形とすべきものもある。 象嵌のあるものを1 a、 その他を1

bとする。

2. 三翼（四翼）形 見通し平面形は概ね3 に近い。

3. 山栃子形 三稜形をなす。

4. 浮子形 片方が尖り気味になる円筒形をなす。

5. その他

以上の分類のうち、 Iについては野上丈助氏が説かれているように、 時期差を表象している
（註5)

としてよい。 つまりAが5 世紀代、 Bが6世紀代というおおまかな時期区分が可能である。 I

. IIともに地域性は考慮できない。

それでは箇条書きに述べる。

・墳形のわかる39甚の古墳のうち前方後円墳は17基を数える。 最大規模は奈良県島根山古墳の

全長17 2mで、 他は30-40m級が多い。 ただ、 堀田啓ー氏が指摘されるように、 関東地方の古
（註6)

墳は 大型のものとすることができる。

•主体部構造は横穴式石室が最も多く、 そのうちで複室構造となるのは熊本県大坊古墳の1基

のみである。 特色あるものとして、 宮崎県下北方地下式横穴5 号があり、 これの被葬者の位置

づけは重要である。

•耳飾り以外の出土遺物も豊富なものが多く、 鏡鑑類、 武具、 馬具等に顕著なものをみる。

•福岡県セスドノ古墳·佐賀県島田塚古墳•愛媛県金子山古墳出土のA-1b類の垂下飾は心葉

形のほぼ中央に、 象嵌に似せたと思われる円形の打出しがある。 三者ともに形態も非常に類似

しているので、 あるいは製作者間の動きが追える資料となるかも知れない。

•垂下飾が山栃子形をなすものは 福岡県立山山8号· 同日拝塚•佐賀県宮の上（半田） ・ 大阪

府一 須賀B-9号 ・ 奈良県割塚 ・ 三重県保子里車塚の計6例を数え、 くしくも九州に3例、 畿

内周辺に3 例となる。 朝鮮半島においては 、 昌寧校洞31号 ・ 晋州郡 一 洞造山1 号・武寧王陵婦

墓その他に山楯子形の垂下飾を見るが、 ハ ー ト形のものに比すと類例は 多くない。

註1. 細金細工は 「金銀の可伸性を利用して、 細い柔かな糸を撚糾し、 組弁し、 これを地板に蛾付けをして、

一種の飾となし、 かつこれに金銀の粒やガラス製小玉等を蠍付によって填飾し、 作り上げる細工をいふ」

ものとし、 金粒細工もこれに含まれる。
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＊後藤守ー 『上古の工芸』 考古学講座

第25巻 1930

註2 ． 有機質のものを垂飾としていたことも十分

に考えられるか、 腐蝕し去って見ることので

きないものは対象としない。

註3. 明代の著作であるが、 技術的系譜は古く湖

ってまで大いに参考としうる。

宋鷹星撰 藪内清訳注 『 天工開物』 東洋

文庫130 平凡社 1969 

註4. 田r金 「 近年来内蒙古地区匈奴考古」 考

古学報 1983- 1 

註5. 都出比呂志。野上丈助 「 手工業生産と民衆」

（日本民衆の歴史(1) 『民衆史の起点』）三省堂

1974 

註6. 堀田啓ー 「冠。垂飾耳飾の出土した

古墳と大和政権」古代学研究49、 1967

: 

□ 

゜ 3cm 

Fig. 190 田川郡香春町長畑l号墳出土垂飾付
耳飾り実測図(I/I)

Fig 190 · 191に、 参考として長畑1号墳・

大門古墳出土の耳飾りを図示する。 な

お、Fig 191は東京国立博物館所蔵で、
\、\／

z

柳田康雄氏に原図の提供をうけた。
゜ 3cm 謝意を表します。

Fig. 191 糸島郡前原町大門古墳出土垂飾付耳飾り
実測図(1/1)
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7 . 註6 a、 6 bに同し

8 . 後藤守ー「 加）9|‘|北部に於ける古墳の二三（其の一 ）」

註6 C に同じ
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古 墳 名 所 在 地 墳 形 規
（全長m模

立 山 山8号 福岡県八女市立山 円 墳 34 

大 門 福岡県糸島郡前原町 円 墳

天神森1号 福岡市博多区下月隈 方墳？ 7 

日 拝 塚 福岡県春日市下白水 前方後円墳 46 

36 セスドノ 福岡県田川市伊田 円 墳
(56) 

長 畑1号 福固県田川郡香春町長畑 円 墳 12 

南 山 佐賀県東松浦郡 円 墳
（玉 島） 浜玉町南山

宮 ノ 上
佐賀県唐津市半田 円 墳

（半 田）

島 田 塚 佐賀県唐津市鏡今屋敷 前方後円培 35 

龍王崎1号 佐賀県杵島郡有明町深浦 円 墳 14 

鬼 の 窟 大分県別府市北石垣 円 墳

46 熊本県玉名郡江 田船山 菊水町江田 前方後円墳
(61) 

伝 佐 山 熊本県玉名市繁根木 円 墳 30 

大 坊 熊本県玉名市玉名 円 墳

臼 塚 熊本県 円 墳 286 

持田2 8 号 宮崎県児湯郡高鍋町 前方後円墳 44 

下北方地下式 土第（円下墳
7
に）

号
のあ墳封る宮綺市下北方 町 地下式横穴2号

金 子 山 愛媛県新居浜市 円 墳 25 

川向蛇塚 香川県綾歌郡綾南町 円 墳 7 
（津頭西） 羽床Ill向

丸 山 香川県高松市

八幡大塚 岡山市北浦 円 瑣 30 

西 宮 山
兵喧県竜野市

日山西宮山 前方後円墳 34 6 

宮 山 兵暉県姫路市四郷町 円 墳 30 

カンス塚 兵庫県加古川市 前方後円墳 40-50 

郡 川 西塚 大阪府八尾市 前方後円墳 54 
一 須賀B-9号 大阪府南河内郡河南町 円 墳 15 

国府遺跡 大阪府藤井寺市総社

島 根 山 奈良県 前方後円墳 172 

星 塚 奈良県天理市上之庄 円 墳 40 

割 塚 奈良県大和郡山市矢田

新沢千塚 奈良県橿原市川西町 前方後円墳 28 109号

新沢千塚 奈良県橿原市川西町 長 方 形 11X22 
1 26号

新沢千塚 奈良県橿原市川西町

大 谷 和歌山市大谷 前方後円墳 70 

花山6 号 和歌山市 前方後円墳 49 

背見山（晒山］0号） 和歌山市

羽 栗 滋賀県栗太郡羽栗

鴨稲荷山 滋賀県高島郡高島町鴨 前方後円墳 45 

保子里車塚 三重県鈴鹿市 前方後円墳 50 

井関3号 三重県一志郡一志町

西 塚 福井県遠敷郡上中町 前方後円墳 67 

天神山7号 福井市 円 墳

小 丸 山 岐阜県高山市 円 墳

畦地 1号 長野県飯田市 円 墳 20 

大 塚 山
千葉県木更津市祇園 前方後円墳

（祇園・鶴巻）

二 子 塚 千葉県市原市姉崎 前方後円墳 93 

三 昧 塚 茨城県行 方郡玉造町 前方後円墳 85 

Tab. 4 垂飾付耳飾り発見地名表

主 体 部
耳飾り

横穴式石室（単） B-3 

B-16 

横穴式石室（単） B-
（中間飾のみ）

横穴式石室（単） B''-3 

A-lb 
竪穴系横口式石室 く1対）

横 穴 式 石 室 B-lb〈1 対〉

横 穴 式 石 室 B-1 a 

B -3 
横 穴 式 石 室 (1対）

横 穴 式 石 室
（舟形石棺）

A� 1 b 

横 穴 式 石 室 （中間飾のみ）

B-1 
横 穴 式 石 室 （現存せず）

8-lb 
A-1 a 家 形 石 棺 (2 · 4) 
〈2対）

横 穴 式 石 室 B-4 
（弯lJ抜石棺）

横 穴 式 石 室 B-1 

（複 室）
B-2 
(2個）

横�穴 式 石 室
B - 1 ? 

（現存迂ず）
木 棺？ (1対）

（現存せす）
A-l b 
(1対）

竪 立 式 石 室 A-1 b(l対）

竪 穴 式 石 室

横穴式石室 （石棺） B-1 b (1対1

横 穴 式 石 室

竪 穴 式 石 室 A -1 a 
（第2主体部） (1対）

竪 穴 式 右 室 A-1 b 
（第3主体部） (1対）

横 穴 式 右 室 A-1 a 11対1

横 穴 式 石 室 B- 3 I 1 対1

竪 穴 式 石 室 B-2 

横 穴 式 石 室 B-1 b （石 棺）

B -3 

木 棺 A-2 
（直葬） (l対）

A- 5 
木 棺 (1対）

A-2 
組 合 石 棺

(2対半）

横 穴 式 石 室

横 穴 式 石 室 B-2 
（家形石棺） (1対）

竪 穴式石室 ？ B-3 
（組合石棺） (1対）

竪 穴 式 石 室 A-1 a (1対1

A-2 

A-1 a 

A-2 
箱 式 石 棺 (4) 

不 明

箱 式 石 棺 B-16 

出
装 身 六自

勾玉・ 管玉

ガラス玉

金環・銀 環

ガラス玉 ・金線

耳環

金環・銀鈴玉
切子玉・棗玉·臼玉
ガラス玉・銀線
ガラス玉 ・ 棗玉

滑石玉・櫛 ・ 耳環

金環・ 銀 環

勾玉・ 管玉 ・ 小玉

勾玉・管玉・ 丸玉

勾玉·管玉・ 小玉
切子玉 ・ 冠残欠
銅釧
耳環

玉
・ 銅釧 ・金鋼製冠

勾
丸

・ 管
小
玉 ・ 水晶玉

玉 ・ 玉
切子玉 ・ 管玉
ガラス玉 ・ 勾王 ・

耳環

冠
帯

勾

帽
金

·冠 ・ 環沓

玉
具

・ 管
・

玉
金

・ ガラス玉

玉

耳環· 勾玉 ・ 管玉

貞珠玉

耳カ環フス·管玉·切J f．士

勾玉 ・ 管玉 ・ 切子玉

勾玉・ 管．士

ガラス七

銅釧・丸玉小玉臼玉

銀装具

冠帽・帯飾金貝

玉預

帯金具・玉類

王類 ・ 指輪

玉煩

耳環

二輪石 ・ 勾玉

管玉 ・ 臼玉・鍬形石

環・ 勾玉・ 丸玉·とん
ぼ玉 ・三輪玉 ・ 臼玉

小玉 ・ 臼玉

空
勾玉 ・ 臼玉 ・ 垂飾

玉 ・ 腕輪 ・ 指輪
鈴帯・ 歩揺

勾玉・ 管玉 ・ 丸玉
棗

飾
玉

金具
・ 滑石玉 ・

管玉 小玉 ・ 空玉

冠
金銅

・魚
玉

金
保

具
・

・ 沓 ・

切子 棗玉
環・

王
勾玉・ 管玉

切子 ・ ガラス玉
把頭・刀装具

勾玉管玉 ・小鈴・帯 金具

勾玉・ 管玉 ・ 棗玉
小玉

冠
丸玉

・
竹・

櫛
小玉

・ 管玉

土
鏡 鑑 武 器

鏃

1 

鏃

獣形鏡 碗
直刀 ・ 矛 ・

．鏃
柄頭
大刀・短刀

珠文鏡 矛．鏃．
石突

内行花文 鏡

六乳 鏡

三累 環頭

六方格
獣

規
鏡

矩鏡 鏃．刀
三輪玉

鏡 片 剣·石突

鏃·刀

大刀 ・ 剣 ・

棺
装

身 ・ 鏃 ．

刀 具

画神翠
四
文

帯歌
人
帯

車画
鏡

鏡

神像馬獣
鏡

鏡 大刀
身
・剣 ・

槍 ．鏃．
刀装具

直刀 ・ 矛 ・

鏃

鏃

神欧 鏡 環頭·直刀

獣�形鏡 刀 ・ 剣 ・ 矛
変 形文鏡 石突·鏃

神l几l5限令
錢釘を 刀 ・ 剣 鏃

四神四獣 鏡

剣 • 7)装
身
具

刀 ・ 棺
石突 ・ 鏃

刀·魚ll

残欠あり 剣・鏃

哩龍 鏡
環頭太刀剣
刀・矛・鏃

画文帝神獣鏡 剣・矛·刀
鏃

あり 刀 ・ 鏃

圃像競・阻獣鏡 棺

鏃

剣 ・ 刀 ・

鏃 ． 棺

画像鏡

獣文鏡 剣 ・ 刀・
珠文鏡
神獣鏡 鏃．槍

あり 刀

素文鏡 刀 ・ 剣 ・ 矛

環頭大刀
あり 大刀 ・ 刀・

石突

あり 刀 ・ 鏃

神四限
人直

競
if象殴

刀 ・剣・矛 ・鏃

画文帯 鏃 ． 刀 ・ 剣
四仏四獣鏡

倣蝠製馳変文形鏡
文鏡 直刀 ・ 矛

変
四神

形
四獣錢 大刀·剣

乳文鏡 鏃．戟

遺 物
時 期 夏；武 六目 馬 フ自ユ 農工具 土 器 その他

桂甲 留
帯締金具め

金

・
絞

具
具

埴輪 6 C前半
須恵器 ～中葉弓付属金具 土師器

須恵器
① 

土師器

斧 ． 刀子 須恵器 5 C後半 ② 

鐙
留

馬
金

鈴
・轡具・雲

·絞珠
具 座金須恵器

金・ 銀薄板 6 C前半

短甲
轡菜・鈴付

金
杏

・ 辻 具 刀子
円筒

質
埴輪

陶 土器 金銅製飾板 6 C初 ④ 
絞具 土師器

銅製品 6C代 ⑤ 

須恵器 ⑥ 

⑦ 

眉庇付胄 雲珠 ・ 絞具 銅碗
須恵器 6C前半

桂甲 革金具 砥石

須恵器 6 C初
斧 ． 刀子 ～前半土師器

雲珠・鞍 須恵器 ⑪ 

甲 ・ 短甲 轡 ． 鐙 須恵器 5 C後半 ⑪ 

冑·短甲
⑫ 

頸甲 ． 睛当

杏菜 ・ 鐙 須恵器
刀＋ 6 C後半

飾金具 土師器
乱：珠・杏栗 刀子・銃 須円箇恵埴器輪土師器 石人 ⑭ 移子

6 C代 ⑮ 

短甲．冑 鞍金具•
・

三
競

・
輪環

板

鐙
鈴

手斧．斧 5 C末～

言
須恵器 ⑯ 

頸甲．肩甲 鎌 6 C初

靱 円筒埴輪 5 C末 ⑰ 

短甲·冑
環鈴 斧 頃恵器

鐙小札

⑲ 

須忍器 6 C後半 ⑳ 

鞍金具 •前橋
円形須七片節象恵巾埴塩

吾
器
号

輪綸後橋・鐙 刀子 ・ 鋤 釘 ⑳ 
杏葉・雲珠他

桂頸 甲朋篠府能甲手
馬面 ・飾 金具 手斧鍬 土師器

埴
・ 輪須 鉄艇·鎚 5C後半⑳ 辻金具 鐙 鎌 ・ 刀子 恵器 ・ 砥石

短甲 中
・榜

・頸角付甲 胄・屑 轡 手
先
斧鍬・ 鎌

鍬．刀子 須恵器 鉄艇 ・ 鎚 5 C後半 ⑳ 

⑳ 

銀鈴 須恵器 ⑮ 

轡 ・絞具 刀子 須恵器 鎚 6C中 ⑳ 

⑰ 

石製刀子
⑳ 地輪

異形銅製品
辻金具 刀子 須恵器 鉄

銅
環

碗蓋．釘 6C末 ⑳ 絞具 土師器

⑳ 

短甲 沼
三 環鈴 地 埴輪 5 C後半 ⑪ 

桂甲 滑石円板
炭斗 ・ 漆盤 5 C中

円筒埴輪 ガラス婉 ⑫ 
ガラス皿 ～後半

⑱ 

胄 ・ 短甲 .-·,:•"'·汁今 鍬・ 鎌·手斧 5C中～
具鐙・・餃鞍· 具-・見.鳥甲鈴馬胄． 円筒埴輪 6 C初 ⑭ 

桂甲 刀子 ・のみ

円箇植輪 5 C後半 ⑮ 

⑯ 

⑰ 

鞍金具
杏
・鐙

皆雲珠
・

・
葉
銅鈴

刀子 ・ 斧 須恵器 6 C初

絞具 轡 須恵器 銅盤
甲 斧·鋤

杏葉・銅鈴 土師器 銀容器

⑳ 

恒甲・眉庇付胄 雲珠・杏葉・馬鈴 斧 5 C中葉 ⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

金

麟
銅製眉庇

5 C後半 ⑮ 
製 小札

石製模造品 ⑮ 

桂甲 ・ 短甲 轡 ． 飾金具 刀子 ・ 斧 埴輪 砥石・貝製6 C初
⑰ 衝角付冑 品 他 ～前半
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4。 竪穴系横口式石室

竪穴系横口式石室を内部主体にもつ古墳は、 21号、 23号、 25号、 27号芯てある。 22号墳も可

能性は強いガ、 破J災されて不明。 いすれも浅い小さな周溝をもっている。 地山面と石室の天井

面とを比較すると、 地山の上に天井石だけがでているだけぐらいて、 墳丘そのものはあまり高

くなかったことがうかかわれる。 21号、 23号墳はほとんど完全に残っていたが、 25号、 27号墳

は大ぎくこわ苔れていた。 なお、 21号坦1こついては、 以前、 波多野暁三氏によって調査されて

おり、 詳細は 『 筑紫史論』 3のなかにのべられている。

構造的にみると、 長方形プランの玄至に簡単な羨道のつく横造で、 ことさら特筆すべ合もの

ではない。 玄室の構造では奥壁の腰石に板石を立てて、 その上に板石を平積みにしていること

は共通しているが、 側壁の構造では若干の違いをみせている。

27号墳では某底から板石の平積みを行なっているのに対し、 21号、 23号、 27号墳では、 間壁

の腰石に奥墾と同様に板石を立てて、 その上に板石を平禎みにしている。 そして、 21号、 23り

墳では支えるためか、 内側にも板石を部分的に立てている。 天井の構造は21号、 23号墳でしか

確認でぎないが、 奥壁、 羨道の両方から天井石を積んで行ぎ、 中央か一 番高くなる積み方をし

ている。

羨道の構造では、 板石を立てて袖石としているところは共通しているか、 壁の積み方に変化

かみられる。 羨道の輻は基本的には玄至幅と変りなく、 袖石だけがとひ出しているような格好

になっている。 21号墳の壁は一枚の板石を立てているだけで、 25号、 27号墳では板石を平稜み

に重ねている， 23号墳は河原石を乱雑につみ重ねているだけで、 いずれも簡単な構辿てあるこ

とには変りない。 閉塞は袖石の外側て、 板石を立てかけている。

このようにみてくると、 玄室の構造てぱ、 ① 板石を立てて腰石としたもの。 ② 板石の平

積みのま>のもの。 羨道の構造では、 ① 板石を立てている。 ② 板石を平積みに、 四、 五段

積みあげている。 ③ 河原石を乱雑に積みあけただけのもの、 に分類できる。 しかも、 羨道は

いずれも、 天片を支える構造にはな）ていなくて、 玄室とは別作りになっている。

これらを構造的にみると、 奥壁に板石を立て、 側墜と茨道には板石0乎積みを行なった 27号

墳と、 玄室は板石を立て腰石とし、 羨道を板石を立てただけの21号墳が古く、 次いで、 25号墳、

23号墳となるようにも考えられるが、 絶対的なきめ手はなく、 逆もまた信なりという現象もみ

られる。

石組みの部分的な煩似性は、 頑介しだほかの古墳に求のることかでぎる， 24号墳の内部主体

は箱式石棺てあるか、 四壁は板石を立て、 その上に放枚、 板石を平積みにし、 蓋石をのせると

いう手法をとっている。 板石の平積みの枚数をさらに重ねれば、 21号、 23号、 25号墳と同じ構

築法ということかできる c 30号墳は小さな竪穴式石室であるか、 小口は腰石のように石を立て、
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その上に平積みをしており、 側壁は基底から板石の平積みてある。 これは27号墳の石の積み方

に類似したものである。

こうしてみると、 横口部の構造を除けば、 基本的には箱式石棺、 小竪穴式石室の構築法から

生まれてきたもので、 それに新来の横口部が付設されたものといえる。 この周辺には同種の石

室は集中的にみられ、 真浄寺2号墳では、 2基の石室かこれである。 うち1基はすでに竪穴系

横口式石室の類型として、 広く紹介されているものである。 基底には板石を立て、 その上に板

石を平積みにしている。 横口部を含めて、 この立山山古墳群の竪穴系横口式石室と同様である。

もう1基は長さが2m、 幅が 70-80cmぐらいの小形の

もので、 壁は板石を小口積みにし、 西に開口すると思わ

れる入口には板石を立ててふさいでいる。 横口部の構造

はわからないが、 天井石は前後から積み重ね、 中央か一

番高いという立山山古墳群の石室と同じ構造をとってい

る。

Tab. 5 立山山古墳群内竪穴系横口式石室計測表 （単位m)

全長 玄室長 玄室幅
玄 室 玄 室 玄 室

羨道端幅
奥高さ 最大高 前高さ

21号墳 2 82 2.29 
1 03 

1 33 1.48 0.9 0.92 
0 92 

23号墳 2 53 2.15 1.2 1.15 1 21 1.17 0.88 
0 97 

25号墳 2 35 1 98 0 73 ？ ？ ？ ？ 

0.73 

27号墳 2.65 2 11 
0.93 

？ ？ ？ 0.88 
0 8 
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5. 八女古墳群出土の埴輪

1. はじめに

八女古墳群には埴輪をもつ古墳が多いことは、 岩崎光、 小田富士雄 ・ 真野和夫氏らによって
（註1)

既に指摘されている。 近年、 筑後考古学研究会によって踏査が進み、 更に数が増加している。
（註2)

それによると、 現在まで、 24甚が確認されている。 発掘調査によって出土しているのは、 岩戸

山古墳、 立山山 8 号墳だけで、 あとは表面採集によるものである。 (Tab. 6) 

Tab. 6 八女古墳群埴輪出土古墳地名表

古 墳名 所 在 地 墳 形

1石人山古墳 八女一郡条広 人形川町原 即(方1 10後m円) 

2瑞王寺古墳 筑後市西牟田大和 円

3欠 塚 古 墳 筑後市欠塚 円

4 神奈無田古墳 太八女
田

郡薬広師塚川町 前方後円

5岩戸山古墳 八女市吉田甚三谷 前(方1 3 2後m円) 

6乗 場古 墳 八女市吉田乗場 前 方(70後m円) 

7善蔵塚古墳 八女六郡
田善広蔵川塚町 前 方(90後m円) 

8鶴見山古墳 八女市豊福鶴見山 前 方(80後m円) 

9庚申塚古墳 八女市豊福長原 即 方後 円？ 

10 釘崎3号墳 八女市豊福久保 即 方( 3後5m円) 

1 1 釘崎2号墳 八女市豊福釘崎 前方後円

12 釘崎1号墳 八女市豊福釘崎 前方後円

13 宅 間 田 八女市豊福釘崎 円(14m)K-8 号墳

14 一念寺古墳 八女市鹿児島 円(32m)

15 宅 間 田 八女市鹿児島 円(14m)K-27号墳

16 宅 間 田 八女市本鹿児島 円(16m)K-12号墳

17 豊K-6号墳福 八女市豊福上ノ町 ？ 

18 真2 号
浄 寺墳 八女市本下尼崎 円(35m)

19 宅 間 田 八女市本下尾崎 円(13m)K-30号墳

20 宅 間 田 八女市立山山 円(20m)K-41号墳

21 宅 間 田 八女市本立山山 円(18m)K-43号墳

22 立8 号
山

墳
山 八女市本立山山 円(30m)

23 丸山 古 墳 八女市ハスイケ 前方後円

24 忠見k 八女市忠見中林 円18 · 19号墳

内部構造

横
横 穴口式式石

家
室形石棺

複室構造横 穴式 石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

竪横 穴口系式 石室(2)

横穴式石室

出 土 遺 物

須恵器片

須恵器杯(?)

須恵、 土師（墳丘）
玉類、 耳環装

具
、 帯金須具恵馬具 、 刀 、 器

須恵器

防籍製
、 鏡刀 子、 環

、
頭砥大石刀

、
須、 直恵刀器 、

、
土馬具師器、 鉄鏃 、

短甲

金製垂飾、桂甲、玉類、鉄鏃
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埴 輪

円筒 形 象

゜ 人、馬、大家、恒甲

゜ 馬（？）、 人(?)

゜

゜

O◎ 
家人、

、琴飾馬、猪、鶏
゜

人（冠帽(?） 
家、 刀 ）

゜ 人（肩甲着装）

O◎ 人（武人）

゜

゜

O◎ 盾(?)

゜

゜ 鶏

゜ 人

゜ 人

゜

゜

゜ 短甲

゜

゜

゜

O◎ 馬 、人、猪、etc

゜

゜

（◎は須恵質）

備 考

武装石人

石人・石馬

須恵器
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高さ79cm、 底径30.8cm、 上緑径37cmで、 上半が若干開いている。 器壁は比較的厚く、 突帯は

6本めぐり、 小さな台形状を呈するが、 形がくずれている。 最下段の突帯は貼付けた後を指で

おさえたま>である。 表面、 内面とも斜め方向の刷毛目であるか、 内面下半は指なでのま>で

ある。

釘崎1号墳の円筒埴輪 (Fig. 194-14 · 15 · 16) 

小破片ばかりで、 はっきりとした特徴をもつものはない。 器壁は厚くしっかりしている。 突

帯は幅が広く、 台形状の低いものである。 仕上げは表面か比較的荒い刷毛目のようである。 胎

土には砂粒をはとんど含んでいない。

釘崎2 号墳の円筒埴輪(Fig. 194-17 。 18)

上部が広くなっている形態のもので、 底部径が21cmぐらいと思われる。 底部は稜をもって外

側に開いている。 最下段の突帯は貼付けたま、で、 指なでによって接合面をととのえることを

していない。 仕上げは表面が斜め方向の刷毛目であるが、 上半では一節横刷毛目もみられる。

内面も同様であるが、 荒いヘラ削りのま、の部分もある。 立山山2号埴輪窯のものと類似して

いることを指摘しておこう。

鶴見山古墳の円筒埴輪(Fig. 194-13) 

比較的器壁の厚いもので、 突帯は台形状だが、 下方がすこし低くなっている。 最下段の突帯

は貼付けたま>で、 指による接合面の仕上げは行なっていない。 表面の仕上げは今まで述べた

ものとは異なり、 非常に荒い縦方向の刷毛目である。 内面は荒い刷毛目とヘラ削りのま>のと

ころがある。

神奈無田古墳の円筒埴輪(Fig. 194-19) 

胴部径22.5cmはどの大ぎさで、 器壁が非常に厚いものもある。 突帯の形態は鶴見山古墳と同

じであるか、 幅が広く、 低い。 表面の仕上げは、 荒い縦方向の刷毛目で、 内面は斜め方向の指

なでを基本としている。 表面に丹塗りのものもある。

宅間田K-8号墳の円筒埴輪(Fig. 194- 8 ) 

胴部径20.5cmはどの大きさのものである。 器壁は厚く、 突帯は幅の広い台形状で、 中かすこ

しくぼんでいる。 表面の仕上げは細かい縦方向の刷毛目である。 非常に焼成がよく、 淡赤褐色

を呈し、 硬い感じを与える。

宅間田K-12号墳の円筒埴輪(Fig. 194- 9 · 10) 

底径か21cm程度のもので、 突帯は小さく、 三角形状を呈している。 表面の仕上げは斜め方向

の刷毛目で、 内面は横方向の刷毛目のところと、 斜め刷毛目のところがあり、 下端は指なでで

ある。

宅間田K-27号墳の円筒埴輪 (Fig. 194-20) 

胴部径か21cm程度の大ぎさで、 器壁は厚い。 突帯は幅広く、 くすれた台形状を呈す。 表面の
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仕上げは荒い縦方向の刷毛目で、 内面は斜め方向のヘラ削りのま > である。

立山山8号墳の円筒埴輪

本報告書の立山山8号墳の項を参照されたい。

3. 埴輪からみた古墳の編年

概略をみたなかで、 もっとも古いのは石人山古墳の円筒埴輪で、 表面の感じ、 突帯の格好、

器肉の内部が焼成不足で、 黒くなっていることから、 ほかの古墳のものとは明らかに異なって

いる。 通常の年代観では、 5世紀中葉以降が考えられており、 高橋徹氏の編年でもIII期に位置
（註3)

づけられている。 これにつづくのは瑞王寺古墳の円筒埴輪である。 まだ、 表面がざらついた感

じで、 突帯もしっかりしており、 突帯の断面がM字状を呈するものもある。 表面は縦刷毛目で、

石人山古墳の横刷毛目とは異なっているが、 筑後市郷土館にある石人山古墳出土と思われる円

筒埴輪(Fig. 194- 1 · 2 · 3)からの変化をみることができる。

石人山古墳、 瑞王寺古墳とは異なっているが、 近い時期の円筒埴輪として、 真浄寺2号墳の

ものをあげることができる。 色調は赤味がかり、 焼成の良いことがうかがわれ、 突帯は大きく

張り出し、 八女古墳群のなかでは、 もっとも顕著な突帯をもっている。

これらは、 一応、 5世紀後半代を中心としたものと考えることができる。 III期の特徴をそな

えているが、 瑞王寺古墳、 真浄寺2号墳にはN期的特徴も若干見られ、 石人山古墳よりは後出

するものとすることができよう。

岩戸山古墳はN期の円筒埴輪をもつ代表的な古墳である。 大きさには大小2種があり、 須恵

質の埴輪もみられる。 器壁の感じも前代のものとは異なり、 器体に比して、 小さなM字状に近

い突帯をつけている。 立山山1号埴輪窯から供給されたものと考えられている。岩戸山古墳は
（註4)

6世紀前半の築造が考えられているが、 今のところ、 これに並行する埴輪は八女古墳群ではみ

られない。

継続するものとしては、 善蔵塚古墳、 立山丸山古墳が挙げられる。 いずれも器体の大きいも

のを含み、 器体に比して突帯は小さくなっているが、 立山丸山古墳の方が幾分幅広気味である。

表面の仕上げは斜め刷毛目を基調にしているが、 突帯がくずれる感じからすれば立山丸山古墳

がわずかに後出するのかも知れない。 立山山8号墳の円筒埴輪も立山丸山古墳と非常に類似し

ている。 器体は小さいが口縁径40cmぐらいのものも出土しており、 ほとんど近い時期を考える

ことができよう。 器体の大小は、 樹立する古墳の規模にも左右されるのではなかろうかと考え

ることもできよう。 岩戸山古墳、 善蔵塚古墳、 立山丸山古墳ともN期に編年されるが、 岩戸山

古墳が先行することは明らかである。

さらに、 真浄寺2号墳につながるものとして、 岩戸山古墳と近い時期のものと考えられるの

が、 庚申塚古墳の円筒埴輪である。 突帯は真浄寺2号墳を低くしたような感じで、 善蔵塚古墳
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に近いものも採集されている。

第1段突幣が変化する6世紀後半のものと考えられるのは、 釘崎1号墳、 2号墳、 鶴見山古

墳、 神奈無田古墳である。 埴輪は小片で内容がわからないが、 釘崎3号墳もこの時期のもので

ある。 このなかでは、 乗場古墳の円筒埴輪が器体も大きく、 岩戸山古墳のものからの系統を考

えることができ、 古く位置づけることができよう。 ほかの古墳では、 底径が30cm以下と小さく

なり、 突帯は幅広く、 角のはっぎりしない低いものとなっている。 顕著な時期差をあらわす現

象はみられないか、 鶴見山古墳、 神奈無田古墳のもののなかには器壁か厚く、 非常に粗い縦刷

毛目をはどこしたものがあり、 抽出できるかも知れない。 乗場古墳をV期、 はかの古墳をVI期

とすることができよう。

前方後円墳以外では、 宅間田K-8号墳、 K-12号墳、 K-27号墳かあるが、 器壁は厚く、

小形のものであるところからVI期とみて良いと考えるか、 K-27号墳は鶴見山古墳、 神奈無田

古墳に類するものである。

円筒埴輪の変遷からみると、 以上のような時代的な流れをみることかできる。 八女古墳群で

は5世紀中葉以降から6世紀末近くまで円筒埴輪が使用されていたことか理解できる。 共伴し

ている須恵器などから考えられる時期をみると、 石人山古墳からは小破片ではっぎりしないと

ころもあるが、 I型式にぞくすると思われる須恵器が採集されている。 岩戸山古墳はあらため

ていうまでもなく、 II型式の須恵器をもっている。 乗場古墳、 善蔵塚古墳はIII型式、 釘崎3号

墳もIII型式に近いものをもっている。 宅間田K-12号墳でもIII b型式の杯、 高坪が採集されて

いる。

これらのことから、 各古墳の年代を示すとTab. 7のようになる。 とすると、 今まで言われて

いた古墳の年代観とは異なってきて、 系統古墳の流れか複雑なものとなり、 一本の線で結ふこ

とができなくなってくる。 ことに神奈無田古墳のとりあっかいは石人山古墳と岩戸山古墳をつ

なぐものとされていたが、 6世紀後半の古墳となってしまい、 意義を失なってしまった。

400 450 500 550 
| 

善蔵塚、 乗場、 鶴見山

立山丸山

神奈無田

童男山

釘崎1号

釘崎2号

釘崎3号

600 

石人山、 瑞王寺

真浄寺2号

欠塚

岩戸山、

庚申塚

立山山8号、

Tab. 7 八女古墳群主要古墳の編年
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さらに、 周辺にある円墳をみてみると、 欠塚古墳からはI型式の須恵器を出して い るし、 川

犬古墳は内部主体に竪穴系横口式石室をもっている。 清導寺古墳も異説があるが、 石室構造か

ら、 ほゞ同じ頃を考えてよいのではなかろうか。 竪穴系横口式石室2基をもつ真浄寺2号墳も

同じ頃と考えてよく、 5世紀後半の産物とすることができよう。

ここで、 5世紀後半代の状況を考えれば、 筑紫君と考えられる石人山古墳の被葬者が、 最高

権力者として存在しており、 その権力をささえる里長的な存在として、 真浄寺2号墳、 欠塚古

墳、 川犬古墳、 清導寺古墳などの被葬者をとらえることができよう。 地域的にみても、 古墳の

分布は片よっておらず、 地域首長の支配構造の一端を垣間みることができる。

釘崎1号墳、 2号墳、 3号墳の在り方も一つの問題となろう。 3号墳はIII b型式の須恵器を

出土しており、 1号墳、 2号墳も円筒埴輪をみれば、 最終末のもので、 い づれも6世紀後半代

にぞくしている。 しかも、 この3基は円墳群のなかにあり、 ほかの前方後円墳とは分布状況が

異なっている。 同じ頃と考えられる乗場古墳、 鶴見山古墳とは規模の点でも異なっており、 性

格の違 い をうかがわせる。 群集墳中の卓越した古墳としてとりあげることができ、 筑紫君本宗

家とは違って、 須恵器生産など専業集団を背景にもつ、 伴造的な性格を被葬者の背景に考えて

良いのではなかろうか。

筑紫国造家の奥津城と い われる八女古墳群も、 複雑きわまりない古墳群の構成で、 スム ー ズ

な変遷を必ずしもとれな い ことが明らかになったと思う。 しいて筑紫国造家の本宗をたどれば、

石人山古墳（石人と岩戸の間にはなにか介在する）一岩戸山古墳一善蔵塚古墳一乗場古墳一鶴見

山古墳と い う流れを想定することはできよう。 ほかの前方後円墳をどう位置づけるかは、 問題

となるところであるが、 釘崎の3基の古墳は前述したように別系統としてとらえ、 もう一つは

真浄寺2号墳一庚申塚古墳一立山山8号墳一位：山丸山古墳という大形の円墳と前方後円墳の組

合せの流れを想定することも可能ではないかと考える。 庚申塚古墳のところには内容のわから

ない真浄寺3号墳がくる可能性もある。

筑紫国造家の古墳のなかで最終末に位置づけられて い た童男山古墳の処理も残る問題である。

6世紀末頃に考えられているこの古墳は、 前方後円墳の築造が終った後の大形の円墳としてと

らえられて い た。 立地をみても最奥部にあり、 ほかの古墳とは離れている。 童男山古墳群と呼

ばれる群集墳のなかにあり、 構造的に類似した要素をもつ古墳が周辺に4甚ある。 それらは石

棚をもって い たり、 石屋形を付設したり、i疑灰岩製の棺床をもったりしている。 類似した要素

をもつところから、 一つの集団を想定できると思うが、 前の前方後円墳系列のなかに組み込む

ことができるかどうかは疑問である。 八女丘陵全体を背景として考えるよりは、 そのなかの地

域的小集団を考えてみた方が良 い のではなかろうか。
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4. 筑紫君と水沼君

筑紫君の奥津城がこの八女古墳群であることは既知のことであり、 岩戸山古墳は筑紫国造磐

井の墳墓てある。 一方、 久留米市大善寺にある御塚古墳、 権現塚古墳は水沼君の墳墓と考えら

れている。 八女丘陵の先端と水沼君の墳墓地とは水日をへたてて指呼の間にある。

近い距離に豪族の墳墓が相互に位罹することは、 当然のことながら、 両者の関係か気にかかる

ところである。

古墳のあり方からすれば、 いすれも5世紀中頃から6世紀後半までの継続した墳墓築造をみ

みることがでぎる。 前方後円墳の数からすれば、 筑紫君の方がはるかに多いが、 勢力的に凌駕

してしまったとは言い切れない。

『日本書紀』景行紀18年条には水沼県主猿大海の名前かみえ、 雄略紀1 0年には水間君の名前

がみえるが、 以後は全く記録の上にはあらわれない。

筑紫君については、 磐井関係の記事を除くと、 欽明紀15年に筑紫国造鞍橋君、 持統 4年に筑

紫君薩野馬の名前が出てきて、 磐井以降も国造として存続していたことか明らかである。

筑紫君の関連した古墳群については、 前述した通りで、 構造的に錯相していることか明らか

になったと思う。 それに対して、 水沼君の奥津城は久留米市大善寺にある御塚古墳、 権現塚占

墳に代表されている。 御塚古墳の円筒埴輪は口径が40 cm、 底径28 cm、 高さ64cmの大きさで、 突

帯は器壁に比して小さいが、

間に位置づけることが可能である。 出土地ははっきりしないが、 大善寺小学校には興味ある須

恵器が多く所蔵されている。

コ字形に近いものである。 時期的には石人山古墳と岩戸山古墳の

それらをみると、 5世紀後半から6世紀前半にわたるものかみら

れ、 漠然とはしているか、 両古墳の時期をうかがうことはできよう。

権現塚古墳の内容はよくわからないが、 採集されている円筒埴輪から見ると、 御塚古墳のも

のよりは、 明らかに新しいものである。

このように、

また、 近くに銚子塚古墳があったことが知られている。

今は消滅して、 内容がわからないが、 萩原裕房氏の復原によれば、 全長54m程の帆立貝式に近

い前方後円墳ではないかと言われている。 すこし離れて、 荒木町には、 二子塚古墳、 鷲塚古墳

などの前方後円墳かあり、 二子塚古墳からは III 型式の須恵器と円筒埴輪か出土しており、

紀後半の時期が考えられている。

6世

八女古墳群と較べると、 大形古墳の数は少な〈、 系統をたどれば、 一本の線で結ばれるもの

と思われ、 初現、 終末の時期はほとんど変りないと思われる。 勢力の強い筑紫君のすぐそばで、

連綿として存続したことは、 歴史上にははとんどあらわれない水沼君のしたたかさを示してい

るものと評価できるのではなかろうか。

たゞ、 古墳築造の規模が異なるのは、 筑紫君が国造、 水沼君が県主という勢力基盤の違いに

求められるのではなかろうか。 しかし、 磐井の乱というような歴史的な大事件を経験している
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わりに は、 筑後におい て、 その結果を顕著 に みつ
け る

こ
と

がで
きないのは、不思議なこ

と
であ

（註
5

)

る。

注

(
1) 岩崎光『八女・山

門』 1967 

小田富士雄・真野和夫ほ
か『立山山窯跡

群』 19 72

(
2) 久留米市の堤諭吉方を事務局と

し て い る考
古

学 の 好

き な 人々 の集ま りである。会の
一

つの目 標として、八

女古墳群を も う一度見なおしてみ ようと、 分布調査 を継続

している

(
3) 高橋 徹「九州の埴輪概 観」 （ 『二子塚遺跡 』） 1 976 

(
4) (3)と同

じ
。

(5
) 佐田 茂「筑後地方における古墳の動 向一在地豪 族の 変 遷ー

」

（鏡山猛先生古稀記 念『古文化論孜
』） 1980 
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VIlI. ぉ ゎ り に

今回の発掘調査の成果を箇条書きにダイジェストしてしめくくりたい。

A. 古墳時代については、 古墳27基と箱式石棺墓5 基、 石蓋土塘基4 基、 木棺基1 基を検出

した。

1. 箱式石棺と竪穴式石室を主体部とする古墳17基は5世紀初頭 ～ 前葉に比定され、 初

期群集墳のあり方の一端が明らかにされた。

2. 5世紀中頃以降の竪穴系横口式石室4基は段階的な構造的変遷を知ることができ、

貴重な資料を呈示している。

3. 23-25 号墳出土の珠文鏡・四獣鏡はその類例を追加した。 かつまた、 古墳群中にお

けるあり方も、 今後問題とすることができよう。

4. 24号墳出土の鹿角装剣は直弧文を有しており、 これも貴重な類例追加である。

5. 24号墳の陶質土器は池の上II 式に比定されるもので、 八女地方でこの種の出土例を

みたことは、 極めて意義あることといわねばならない。

6. 23 · 27号墳から出土した古式須恵器は陶邑でのI型式第3段階に比定されるもので

あり、 その供給源は明らかでないにしても良好な資料である。

7. 8号墳の桂甲は九州にて20例を数え、 これも大型の古墳にしか副葬されていない。

8. 8号墳の垂飾付耳飾りは本邦にて47遺跡の出土をみる。本例は垂下飾が山栃子形をな

す優美なもので、 これの故地と目される朝鮮半島に3例ほど、 国内に5 例の類似品を

みる。

B. 縄文時代については、 甕棺および埋甕・土塘を3基検出した。 また、 後～晩期土器片と

．早期の押型文土器片、 そして打製石鏃．磨製石斧・石錘等が出土している。

C. 旧石器時代については、 終末期の細石器と、 前期旧石器の可能性を有する礫器がある。
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立山山古墳群航空写真（南から）〈大成航空提供〉
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(I) 2号墳石室く発掘前〉（南から）
(3) I住居跡全景（西から）

(2) 2号墳石室く発堀後〉
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(I) 

(2) 

昭和40年当時の8号墳（南南西から） ＜江下淳氏提供＞
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調査前（昭和56年）の8号墳（南西から）
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(I) 8号墳全景（南西から）

(2) 8号墳石室（南西から）
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(I) 21号墳全景（南西から）

(2) 21号墳石室全景（西から）
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21号墳石室全景＜天井除去後〉（西から）

21号墳石室内
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PL. 11 

(I) 24号墳主体部（南から）

(2) 24号墳遺物出土状態 (3) 四獣鏡出土状態



PL. 12 

(I) 25号墳石室全景（西から）

(2) 25号墳遺物出土状態（東から） (3) 25号墳遺物出土状態（東から）
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(I) 26号墳全景（南西から）

(2) 26号墳全景（北東から）
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(I) 27号墳全景（南から）

(2) 27号墳石室（西から）
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(2) 28号墳主体部（南から）



PL. 16 

(I) 29号墳全景（西から）

(2) 29号墳主体部（北から）
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PL. 18 

(I) 31号墳全景（南から）
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PL. 19 

(I) 32号墳全景（東から）

(2) 32号墳主体部（北から）
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(I) 33号墳全景（西から）

(2) 33号墳主体部（北から）
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(I) 35号墳全景（東から）

(2) 35号墳主体部（南から）
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(I) 37号墳全景（西から）

(2) 37号墳主体部（東から）



PL. 25 

(I) 37号墳主体部＜蓋石除去後〉（東から）

(3) 棺外鉄器出土状態
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(2) 38号墳主体部
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PL. 27 

(I) 38号墳鉄刀出土状態
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38号墳主体部〈蓋石除去後〉（南から）



PL. 28 

(I) 39号墳全景（東から）

(2) 39号墳主体部（南から）
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(I) 11号墳全景（西から）

(2) 11号墳主体部（南から）
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(1) 
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(3) 

(I) 41号墳全景（西から） (2) 41号墳主体部（北から） (3) 41号墳主体部＜蓋石除去後〉（南から）



PL. 32 

(I) 42号墳全景（西から）

(2) 42号墳主体部（北から）



PL. 33 

(I) 42号墳主体部＜蓋石除去後〉（北から）

(2) 側堅と小口壁の接点 (3) 側壁と小口壁の接点



PL. 34 

(I) 12号墳全景（東から）

(2) 12号墳主体部（南から）
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PL. 38 

(1) 

(2) 

(I) SC 4号（北から） (2) 棺外鉄剣出土状態 (3) 蓋石除去後（北から）
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(I) Ml号（北から）

(2) DI号（北から）
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(2) K- 3（南から）



(I) SR- I（東から） (2) S R - 2（西から） (3) S R - 3（東から）
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PL. 44 

8号墳出土埴輪の調整痕
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8号墳出土埴輪の調整痕・布痕·ヘラ記号
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8号墳出土形象埴輪① （人物）
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22号一1

22号墳出土土器·鉄器、 24号墳出土土器• 四獣鏡
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立山山J区出土石器・土器、 採集土器
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立山山採集石器



PL. 62 

刃部拡大

k- 1

K-2 k- 3

立山山採集石器、 K- I· 2 · 3号土器



ぁ と が き

1 9 8 1
年

4 月 3 0日、 立山山
8

号墳から
1

個の垂飾付耳飾 りが出土した。 ま もな
く

そ れが
新聞報道 さ れ、 立山山古墳群は一 躍、 衆目の注視する ところとな り 、 かつ、

この
古 墳 群

の
保存

云々につい
て も調査 中 か ら問 い質される ところとなった。 そ の

背 景
に は、 こ の

古墳群 の価値に加え、 岩 戸山古墳を代表
と

する大古墳群地帯を形

成
する

八女 丘陵 に 開発 の 手 が伸 びて
き

て、 この調壺が起爆剤になりはしないか
と

の懸
念 も 多

分に
あ

っ
た

こ
と と思 う

。

そ の
後

の 社会 的 あ

る
い

は個人的経緯は別に しても、 結局、 立山山古墳群の う ち

スポ
ーツ公

園
の

用 地内
に

あ った古墳は全て消滅 し、 いまは、 市民が相梨う場と
な

って
い

る
。

もと古
墳 が 存

してい
た場所に立 っ て周辺を な がむる とき、 調査者のひと りと

し

て、 複 雑
な

心境
に

陥 り ざ る を え な い 。

しか
し

、 どの
よ う な感傷に浸 っ た とて、 そこ から 何も生まれてこ な い こと は

よ

く
わ

か

って
しヽる・・・・・・・・・

私たち
は 、 や はり現実を直視 し

つ つ将来的展望をもっ てこの立山山古墳群の意

義を

考
えたい 。

そ れを礎と して文化財 をで きうる 限り 後世 に 守り伝えてゆかね
ば

な る ま
い

。

末
尾 なが

ら 、
調査 中 に 種

々
の御協力 を いただいた方々 、 また、 出土遺物の整

理

か
ら

報 告 書作成
に

至る ま
で

の間にお世話にな っ た方々にお礼を申し上げる 。 特に
、

平 島

文
博

・ 大 場 澄 恵両氏に は2 000個 近 い玉類の計測をお 願 いしたが、 都合によ
り

大 半

を割愛
した こ

と を明記 する
。

また、 豊福弥生氏には製図のほ とん どをお願い

し、き
わ

め て
多 く の 時間 を費 し て も ら っ た 。

衷心 よ り謝意を表 します。

最
後に、

総 数
3 5

基
の 埋葬主体に葬られ 、 千数百年のの ち に その眠りから醒め

さ

せら れる と と も
に 、 安 息 の場を失 なっ た諸霊に対し深く頭を垂れたい 。

1983 年5
月
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